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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「師し匠しようっ！　師匠ぉ！」

　無数の光こう粒りゆうが立ち上る夜のナルス教会広場に、少年の悲痛な叫さけびが響ひびき渡わたる。

　私はそれにすぐにでも振ふり向き、彼を安心させるべく笑え顔がおの一つでも見せてやりたかったが、生あい憎にく、最も早はやこの体にはそんな些さ細さいな余力さえ、残っていなかった。

　私の手で心臓を一ひと突つきにされた《敵》の体は、その歪ゆがんだ生を清算するかのように、砂さ塵じんと化して風に消え行く。

　途と端たんに全身を酷ひどい虚きよ脱だつ感が襲おそい、私は剣けんを放してしまうと同時に、糸の切れた人形の如ごとく、その場に膝ひざから崩くずれ落ちた。ぐらりと、上半身が前のめりに倒たおれる。

「っ！　師匠！」

「…………と、お、る」

　顔から石いし畳だたみに落ちかけたその瞬しゆん間かん、猛もう烈れつな勢いで滑すべり込んできた来た少年──トオル・ミカミが抱だきつくようにして私の体を支えた。

　その動作がなんだか妙みように力強く逞たくましくて、私は彼の肩かたにあごをのせて笑みを漏もらす。

「はは……これは……少し、照れて、しまう、かな」

「？　師匠？」

　私の明らかに場ば違ちがいな台詞せりふに、戸と惑まどいを見せる少年。しかし私はそれでも続ける。

「それに……こんな私を、まだ、師匠と呼んでくれるんだな、キミは……」

「し、師匠？　なに言ってるのさ、こんな時に！　は、早く、お医者さんに──」

「ああ、いいんだ、トオル」

「？　い、いいって？　なにそれ。あ、そっかもう歩く力もないんだね。じゃ、じゃあほら、ぼくにおぶさって！　ぼくが、すぐに連れてって──」

　トオルは慌あわてて私を抱かかえ直そうとするも、私はそんな彼の背中を、残り僅わずかな力を振り絞しぼって、ぽんぽんと優やさしく叩たたき……そして、もう一度、諭さとす様に同じ言葉を続ける。

「いいんだ、トオル。いいんだ。…………キミも、もう、分かっているのだろう？」

「っ！　わかんないよ！　そんなのっ、全然っ、わかんな……」

　今度は、彼の体からがくりと力が抜ぬけた。抱き合う姿勢のせいで生憎見えないが、きっと、酷くくしゃくしゃの顔をしていることだろう。

　……ふと、視界が霞かすんできた。激しい戦せん闘とうの舞ぶ台たいとなった広場では、主あるじを失った《ガンマ》達が一いつ斉せいに光粒へと変へん換かんされているが、ぼやけた視界越ごしにはそれが妙に幻げん想そう的にも映る。……実際は、酷い殺し合いの跡あとでしかないというのに。

　しかし……だからこそ、おあつらえ向きなのかもしれない。こんな私の──

　──こんな私の、死に場所としては。

「トオル……覚えているか？」

「え？……なに、師匠」

　トオルからの反応が、少し鼻声だった。もしかして、泣いているのだろうか？……まったく、この子は大人なのか子供なのか、時折本当に分からなくなる。つい先刻の黒幕との問答では、怖おぞ気けがする程ほどの冷れい徹てつささえ見せていたのに。全すべてが解決した途端……これだ。

　まあ……でも、それこそが、トオルらしい、ということなのか。

　私は、こんな時だというのにどこか楽しい気分になりつつ、擦かすれる喉のどから絞り出す様にして言葉を続ける。

「一週間前……この街で……私が、目を覚ま……た……後……こと……」

　舌が縺もつれて呂ろ律れつが回らない。唇くちびるは震ふるえ、呼吸はじれったい程にか細く、胸の鼓こ動どうは露ろ骨こつに活動を緩ゆるやかにしていく。

　酸素と血が巡めぐらないせいか、最早頭も回らず……なにより、とても、寒い。

「う、うん。覚えてる。覚えてるよ、師匠」

　トオルの返答を受け、私は今にも消えそうになる意識をなんとか踏ふみとどまらせて、止まりかける心臓を叩き起こし、乾かわいた唇を必死に動かした。

「お前ときたら……私の裸はだかを、ジロジロと……これでも……嫁よめ入いり前だと、いう、のに」

「そ、それは、だって、仕方無かったじゃん！　だってあの時は……」

「そう……だったな」

　私はぎゅうとトオルの体を抱きしめる。自らから失われゆく体温を、必死で補う様に。

　そして、回想する。




　騎き士しセシリア・シヴィルの生しよう涯がいを。

　勇者トオル・ミカミとの冒ぼう険けんを。

《先せん端たん医い療りよう開発特区・ナルス》にて育はぐくまれ続けてきた闇やみと、ナルス史上最悪の事件を。




　そして──




　──私の、最後の一週間のことを。








第一章　セシリア・シヴィル









　最強の騎士・セシリア・シヴィルは、女め神がみ教会によって《作られた存在》である。




　女神教会は、世界中のありとあらゆる国から、殆ほとんど一手に身よりの無い孤こ児じを引き受けている。ここ数百年大きな戦争もなく、これといった大災害の類たぐいも無い極きわめて平和な世界《ノルンガルド》といえども、街や集落を一歩出ればそこはまだまだ魔ま物ものの領分。当然移動中の事故・事件にはこと欠かず、孤児という存在も決してそう珍めずらしくはない。

　セシリアもまた、そんな特に珍しくもない孤児の一人だった。

　が、実はセシリア自身にその自覚は極めて少ない。なぜなら、物心がついた時には既すでに、親元を離はなれて教会直営孤児院を経由し、「シヴィル家」に引き取られていたからだ。

「シヴィル家」は女神教会の繁はん栄えいに深く貢こう献けんしてきた名家の一つである。一族に伝わる門外不出の神工物《グラム》を用いることで、教会管理の大量の孤児の中から「武に愛されし者」を厳選抽ちゆう出しゆつし、最後には女神教会最高権力の一角である神しん剣けん騎き士し団の頂点とするべく、徹てつ底ていして磨みがき上げることを生なり業わいとしてきた。

　その性質故ゆえ、実際セシリアはシヴィル姓せいを名乗らせて貰もらってこそいるものの、他ほかの家族・親族達との交流は殆ど無いに等しい。一方で、セシリアの上げた武ぶ勲くんや功績、得た報ほう酬しゆうは、その全てがシヴィル家のものとなる。だから、実際彼女はあくまでシヴィル家が自分達と教会のためだけに仕上げた商売道具、謂いわば「シヴィル家印のオーダーメイド」でしかない。そこに家族同士の愛情等は、あるべくもない。

　故に、セシリアの最初の記き憶おくは、ペンを持つ手を目付きの鋭するどい修道女にピシリと叩かれた、そんな場面からであった。

　シヴィル家に引き取られた者は、まず、座学で徹てつ底てい的てきに教義を叩き込まれる。

　その後は、朝から晩までただただ戦闘訓練に明け暮れる日々。……正直それは世間に公表されれば「教会の闇」としての誹そしりも免まぬかれぬであろう、非人道的にも程がある密度の訓練内容だったが、セシリアはさして気にもせず黙もく々もくとそれをこなしてきた。

　要は幼少から、騎士の鑑かがみとなるべく、良く言えば英才教育、悪く言えば洗脳教育というものを受けてきたのである。……いや、正味のところ客観的に見ても後者の言い方が正解に近いのだが、しかしセシリアはそれを光栄とこそ思えど、不服に思ったことなどは一度もなかったし、シヴィル家にも心の底から感謝していた。

　それこそがまさに洗脳効果だと言われればその通りなのだろうが、信しん仰こう心や先入観を排はいしてもなお、彼女は女神教会のことを非常に健全で素す晴ばらしい組織だと考えていたのだ。

　セシリアは自身の経験則として、教会を信仰する人間には礼節を弁わきまえた善人が殆どなのに対し、教会を無む闇やみに批判し敵視する様な人間には、粗そ野やで野や蛮ばんな人種が多いと肌はだで感じていた。

　今回の旅の中で出で逢あった、教会に敵てき愾がい心しんを抱いだく自じ称しよう大魔ま導どう師し・ファルディオ・メルクリウスなどは、実にいい例であろう。

　彼は悪党でこそないが、基本的には、常に自分のことこそが第一で、大口を叩く割には小心者で、後先を考えずに欲よく望ぼうへと身を任せる与よ太た者ものである。

　しかしセシリアの身の回りにいた教会の人間達はその多くが、常に他人を気に掛かけ、主張は控ひかえめで、慎つつましやかな暮らしの中にこそ真の幸せを見み出いだす温かさを内に秘めていた。

　そのような姿を見るにつけ、セシリアはより教会への信仰心を強くしていった。入信のきっかけこそ生まれ育った環かん境きようによるものかもしれないが、しかし日々の暮らしの中で自身の内より自然に発生したこの信仰や矜きよう持じは今や、セシリア・シヴィルが自ら導き出した、まごうかたなき真実であると自負している。

　そうしてこれまで、教会直属の《神剣騎士団》に身を置く騎士として皆みなの期待に応こたえ、極めて実直に勤めてきたセシリアであったが。

　近ちか頃ごろ、その価値観に一石を投じる存在が現れた。




　勇者トオル・ミカミである。




　出逢った当初の印象は「非常に潑はつ剌らつとした純じゆん粋すいな少年だな」というものだった。理想の勇者、とまで言えば大おお袈げ裟さだが、教会でも随ずい一いちの堅かた物ぶつたるセシリアをしても「成程、勇者に選ばれるわけだ」と感心してしまう程には、清らかな心を感じさせる子供であり。

　更さらに、そんな少年が無む垢くな好意をもってセシリアに懐なつくものだから、これまで不純な動機で自分に言い寄ってきた男性を悉ことごとくバッサリ斬きり捨ててきたが故に男性免めん疫えきが全く育って無かったセシリアとしては妙に──いや、この辺はいいだろう。話を本筋に戻もどそう。

　そんな彼の印象に微かすかな疑問を覚えたのは、闘とう技ぎ都市・ルザル滞たい在ざい中のことであった。

　ふとした会話の中で、彼が、いつもの様になんの裏も無い無む邪じや気きな様子で──

　──自分の《命の使い所》とやらに関して語り出した、あの瞬間。

　セシリアは、今でもその時背筋に走った不気味な感かん触しよくを鮮せん明めいに覚えている。

　なんとも形容しがたい、圧あつ倒とう的てきな違い和わ感かん。

　確かに何かが歪ゆがんでいると感じたはずなのに、その正体が摑つかめない気持ちの悪さ。

　トオルに対する彼女の中の「良い子」という印象が薄うすまったわけではない。

　むしろその逆だ。




　この子は、異常なまでに「良い子」すぎるのではないかと、感じたのだ。




　セシリアはそれに、ただならぬ危機感と反発心を抱いた。

　しかしそれは同時に、彼女の信じてきた教会の思想に対する疑問にもなり得た。

　実際トオルは、教会的な考え方でいけば、これ以上無い程に見事な「良い子」であり「理想の勇者」だ。自分より他人を優先し、欲望にまみれた私し利り私し欲よくで動くことなく、更には自身の力の無さを弁えた上で尚なお、最大限の努力をもって、人々の救済にあたる。

　まさに教会の理想を体現すると言っていい少年であるし、なればこそ、心から教会を信仰して生きて来たセシリアの目にも非常に魅み力りよく的に映ったはずなのである。

　しかし、そんな実に素晴らしいはずの彼の考え方に。

　セシリアは、違和感を覚えずにはいられなかったのだ。

　そしてその違和感は、彼と共に旅をすればする程、余計に膨ふくれあがっていった。

　トオルを嫌きらいになっただとか、幻げん滅めつしただとか、そういう単純な話ではない。むしろ彼は知れば知るほどに魅力的な少年で、セシリアもすっかり魅み了りようされ通し──ではなく、心から感心するばかりである。

　しかし、戦せん闘とう中や、冒険中のふとした折につけ、その「良い子」さに何か行き過ぎた部分が見え隠かくれする。

　そうして彼を観察する中で、その違和感の正体の大部分が「行き過ぎた自己犠ぎ牲せい精神」に由来するのであろうことは、彼女にも薄々分かってきた。しかし、かといって彼は普ふ段だんから鬱うつ々うつとした生きる気力に欠けた死にたがりというわけでもなく、子供らしい無邪気さや活発さを併あわせ持った年相応の遊び盛ざかりな少年でもあり。

　しかしそうかと思えば、時折、自分に敵対する存在への驚おどろくべき容よう赦しやの無さ、底知れぬ狂きよう気きの様なものを見せる場面もあり……今一つ、その核かく心しんを捉とらえ切れない。

　更にセシリア自身、前述したように「教会の理想を体現するトオルに、疑問を抱く自分」というものについても、戸と惑まどいを隠せずにいた。

　彼のありようは教会の信仰に沿って考えれば、理想そのもののはずである。

　にも拘かかわらず、教会を心から信仰する自分が、しかし今は、トオルの思想に対して、なにか言い様のない違和感を抱いてしまっている。




　自らを犠牲にしてでも、強い信念を持って、他人を救わんとする意志の、是ぜ非ひ。




　セシリア・シヴィルはこの命題に対して──未いまだ、明確な答えを見出せずにいる。




　　　　＊




「…………ん…………う……？」

　突とつ然ぜん、意識が闇の中に放ほうり出された。

　体が鉛なまりの様に重く、全身の関節が錆さび付いたかの如ごとく軋きしむ。

「（不調というよりは……鈍なまり、か？）」

　そういえば、つい先さき程ほどまで私は本当に長い夢を見ていた気がする。自分の人生を丸ごと振ふり返るような、そんな夢を。かなりの期間寝ねていたのかも知れない。

　ゆっくりと、こじあけるかのように、鈍どん重じゆうな瞼まぶたを開く。が、結局は何も変わらぬ闇。

「？」

　全く意味が分からず呼吸を荒あらくする。なぜだかどうにも息苦しい。自分の呼吸音が妙みように耳へと木霊こだまする。迫せまる闇の圧あつ迫ぱく感かんがどうにも強く感じられてならない。

「（……？…………？？？）」

　何も分からぬまま、ただ目をしばたかせる。どうやら、私はどこかに寝かされているようだ。そこまで認にん識しきしたところで、ふと、直近の記憶が波の様に押し寄せてきた。

「（そうだ、私は、魔人に腕うでをやられて、ナルス近きん郊こうで……。！　いや、そんなことよりトオルやメルクリウスは──っ、く……）」

　思い出した途と端たん、記憶が堰せきを切った様に大挙して押し寄せ、私は思わず頭を抱かかえて身を捩ねじった。──と、その瞬しゆん間かん、膝ひざがこつりと何かに当たる。……？

　私は頭痛が治まるのを待ってから、改めて、自分の顔の真上へと手を伸のばしてみた。ひたりと、掌てのひらが冷ややかな硬かたい壁かべの様なものにぶつかる。

「これは……なんだ？」

　声が妙に近くで反はん響きようする。そのまま周囲をぺたぺたと手て探さぐっていくと、どうやら、自分が狭せまい、カプセル型の物体の中に完全に閉じ込められているらしいということが分かってきた。

「どうりで、暗いわけだ。……まさか棺かん桶おけではなかろうな？」

　深い土中に埋うめられている自分や、火か葬そうされる自分を想像してヒヤリとするも、すぐにそれはないだろうと思い直す。大した根こん拠きよでは無いのだが、女め神がみ教会で自分がこれまで見て来た棺桶の材質や形状とはかなり違ちがうように思えたからだ。

「死んでないとするならば……なにか治ち療りようでも受けているのか？　だとしたら勝手に動かない方がいいのか？　いやしかしこれは……」

　私は暫しばらく逡しゆん巡じゆんしたが、最終的には「このまま黙だまって闇やみの中にいる方が絶対体に悪いはず」と結論づけ、少し勇気を出して大きく声をあげてみた。

「おーい！　誰だれかいないのか！　おーい！」

　しかし、声はカプセル内で虚むなしく反響を繰くり返すばかり。仕方無く手足で周囲をまさぐるも、今一つ開閉装置等は発見出来ず、仕方無く少し力を入れてカプセル上部を押して見るも、開く気配はなし。ただし、多少たわんだ感はあったから、私が本気で力を込こめれば、ここを破は壊かいして脱だつ出しゆつ出来ないことはなさそうだが……さて……。

「（状じよう況きようが分からなすぎて、そこまでしていいのか、全く自信が持てないな……）」

　これが本当にただの検査中等だったら、とんでもない赤っ恥ぱじだ。医い療りよう器具を派手に破壊して飛び出てくるとか、どんなやんちゃ女だ、私は。しかし、こんな状況で放置され、大声出しても誰も反応してくれない検査など、あるものだろうか？

　それに、なにより……。

「（微かだが……先程から、地面が時折、揺ゆれている気がする……）」

　同時に、炸さく裂れつ音の様なものが聞こえている気も、しないでもない。気のせいと言われればそれまでの、微かなものではあるのだが……。

「（……はぁ。まあ最悪の事態を思えば、私が多少恥をかくぐらい……）」

　私はそう決意すると、一度大きく深呼吸し、目の前の壁に這はわせた手に気力を込め、次の瞬間一気に──

〈ドンドン！　ドンドン！〉

　──カプセルをぶち破ってやろうとしたその矢先、明らかに外側から壁を叩たたく様な音と振しん動どうが伝わってきた。

「──！──！」

　しかも、なにやら誰かが喚わめいているような気配までする。カプセルの気密性や防音性が高いのか、生あい憎にくとても聞き取れるレベルではなかったが、とにかく私も壁を叩き返し、そして、叫さけんだ。

「おい！　誰かいるのか!?　私はセシリアだ！　セシリア・シヴィル！　どうも中に閉じ込められているらしい！　もし可能ならば、外に出して頂きたいのだが！」

「────！────！」

　叩く音こそ止やんだものの、まだ何か言っている雰ふん囲い気きだ。……伝わったのだろうか？

　しばらく傍そばに人の気配を感じながら、状況の進展を待つ。しかし、なかなかカプセルが開く様子はない。手持ち無ぶ沙さ汰たに何気なく腕をさすると、点てん滴てき用か輸血用と思おぼしき針と管がテープで固定されているのに気がついた。少し迷ったが、脱出には邪じや魔まだろうと思い切って抜ぬいてしまう。……なんだか凄すごく悪い事をした気分だった。だ、大だい丈じよう夫ぶだろうか。

　針の刺ささっていた部分を何気なく揉もんで過ごすも、やはり状況が進展しない。不安もあって私は痺しびれを切らし、やはりもうぶち破るかと、外の人間に離はなれる様警告しようと──したその矢先、突然プシュゥッと、圧縮された空気が外に漏もれ出す様な音がした。

　驚く間もなく、カプセルは私の右手側からゆっくりと開いていき、同時に、外から痛つう烈れつな緑光が瞳ひとみに飛び込んで来た。眩まぶしくて思わず目の前に右手を翳かざしていると、その不可思議な緑色の炎ほのおを湛たたえるランプの陰かげから、ぬっと誰かが覗のぞき込んでくる。

　思わずびくっと怯おびえる。するとその人物は……強こわ張ばっていた頰ほおの筋肉を緩ゆるめ、無邪気に破顔し、私に呼びかけてきた。

「やっぱり師し匠しようだ！　良かった！　やっと見つけた！」

「え…………トオル、なのか？」

　近くにある光源の眩しさに目を細めながら顔を確認していると、彼は少し慌あわててランプを引っ込めた。

「あ、ごめん、眩しかったよね」

　途端、周囲を闇が覆おおう。……どうも、カプセルの外もまた、結局暗くはあったらしい。

　私は未だに状況が摑つかめないながらも、トオルの顔を見た途端に自分でも驚く程に安あん堵どし、ゆっくりと起き上がって、その場に腰こし掛かける。

　私が寝ていたのは、やはりカプセル型の何か……の中だったらしい。棺ひつぎではないが、正直、外から見ても得体が知れない。

　とにかくまずは状況を探らねばと、私は足に力を込めてトオルの前に立ち上が──。

「わぁっ!?　し、師匠!?　ちょ、な、なんで!?」

「？　どうした、トオル」

　私が立ち上がったその瞬間、私を照らす様に緑光のランプを掲かかげていたトオルが慌ててこちらに背を向ける。

「おい、トオル？」

「し、し、ししょ、な、なんで、なんで──」

「？」

　なにやら事情は分からないが、彼はえらくテンパっているようだ。……ふむ、ここは、護衛であり師匠たる私がしっかりと受け止めてやらねばなるまい。

　私は使命感に燃えると、ひんやりとした床ゆかの温度を足の裏に感じながら彼へと近づき、自身の力強さのアピールも込めて、少々強引にこちらへと向き直らせた。と、次の瞬間ばっちりと私と正面から向き合った少年は、涙なみだ目めで、あわあわと唇くちびるを震ふるわせながら、私を頭から爪先まで眺ながめ……そして、いよいよ耐たえきれないといった様子で叫ぶ！




「なんでっ、師匠、真まっ裸ぱだかなんだよぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉおおおおおおおお！」




「──え」

　言われて初めて、ギギギと首を下に向ける。光に照らされた肌はだ色いろの中、申し訳程度に膨ふくらんだ二つの小山が……。

「────ぃ」




　──私はその日、生しよう涯がいで初めて「乙女おとめの黄色い叫び声」というのを上げたのだった。




　　　　＊




「それでは、結局トオルも何も分からないのか」

　暗くら闇やみの中、そそくさといつもの騎き士し服に着き替がえながら、衣きぬ擦ずれの音を誤ご魔ま化かす様にトオルへと話しかける。彼は今やすっかり落おち着き払はらい、こちらへと背を向けたままで、実に冷静に応じてきた。

「うん、師匠と同じで、なんか凄い音を聞いた気がして飛び起きたら、もうなんかこんな感じだった」

　……無む垢くで紳しん士しな点は評価に値あたいするはずなのだが、本当にそこまで私の着替えに興味が無さそうだと、なぜだか不思議と落ち込む。……って、何を考えているのだ私は。

　私は馬ば鹿かな考えを払う様に頭を振って、背中越ごしに会話を続ける。

「こんな感じとは、つまり？」

「うん、なんか建物全部……多分病院的なとこだと思うんだけど、真っ暗でさ。ぼくの寝そべってたのは師匠みたいな変テコカプセルじゃなくて、普ふ通つうにベッドだったんだけど、ベッド脇わきにこの小型のランプみたいなのが置いてあったから、それ拝借して。で、部屋の中見たらぼくと師匠の荷物一式があったから、一応それ持って。で、そのまま人気の全然ない廊ろう下かをあてもなく徘はい徊かいしてたら、微かすかに師匠の声が聞こえた気がしたから……」

「ああ、それで、ここに辿たどり着いたと」

　言いながら辺りを見回す。どうやらそこは、集中治療室か何かと思しき……少なくとも普通の入院部屋とは違う、特別な部屋の様だった。私が居たのと同様の寝しん台だいが数台並び、明らかに特とく殊しゆな治療に用いられると思しき医療器具が散見される。

「（しかし……噂うわさには聞いていたが、ナルスの医療技術には凄すさまじいものがあるな）」

　着替えの最中、私はふと嚙かみちぎられた筈はずの二の腕をさする。……トオル達にこそ報告しなかったが、正直、私の実感としては腕の切断まで覚かく悟ごした重傷だった。しかしそれが今は……驚おどろくべきことに、少なくとも暗い中で一見した分にはどこが傷だったのかも分からない程ほどには再生されているようだ。

「（神しん剣けん騎き士し団内では冗じよう談だん交じりに不老不死研究の噂まで囁ささやかれてたが……あながち、それらも夢物語ではないのかもしれんな）」

　この世界にはいくつか特定の技術研究に特化した都市があるが、中でもここの研究成果が人類にもたらした功績は群を抜いている。女神教会も毎年多額の研究資金をナルスに提供するわけだ。

　私はそんな風に感心しながらも装備を調ととのえ終えると、背を向けて待つトオルに声をかけた。

「よし、もうこちらを向いていいぞ、トオル。服、ありがとう」

　私が声をかけると、トオルはにこっと笑って振ふり返る。

「うん、どういたしまして。完全に偶ぐう然ぜんだけど、丁度荷物の中に師匠の服あって良かったよ。それにしても……」

「？　どうしたトオル、そんな、私を眺め回して……」

　もしかして、裸でも思い出されているのかと考え、私は思わず頰を熱くする。

　しかしトオルから返ってきた答えは……ある意味、それと真逆の回答だった。

「あ、うん。師匠、その服着ると、一気に師匠だなって！　なんかようやくしっくりきたよ！　わーい、師匠だ師匠だぁー！」

「…………」

　まるで今初めて私と再会したかの様にはしゃぐトオル。……そうか。キミにとって私は、服を着ていた方が断然テンションが上がる、そんな体つきの女なわけか。…………。

「あれ、どうしたの師匠。なんか元気無い？　あ、まだ怪け我がが……」

「いや、そうじゃない。…………なんでもない。いいんだ……うん……」
















　言いながら胸のあたりを、ぺたぺたとさする。…………。……そ、そうだ、脂し肪ぼうなんて、騎士にとってただ邪魔なだけ……。…………。…………。

「師匠？　もしかして、胸、痛いの？」

「……ある意味な」

「え、そりゃ大変だ！　お医者の先生に診みて貰もらわないと！」

　大おお慌あわてのトオルに、私もまたわたわたと慌てる。

「ま、待てトオルっ、それは流石さすがに最終手段すぎる！　まずはマッサージ程度から……」

「え？」

「ん？……あ……こほん」

　ようやくすれ違ちがいに気付き、私は誤魔化す様に咳せき払ばらいする。とその矢先、遠くの方から確かに何かの炸さく裂れつ音の様なものと、微かな振動を足あし下もとに感じた。

　私とトオルは顔を見合わせ、頷うなずき合うと、とにもかくにも移動を開始する。

　集中治ち療りよう室を出て、トオルの持つランプの灯あかりを頼たよりに廊下を進む。夜の病院というのはやはり不気味だ。トオルは子供らしく、びくびくと怯えて私の袖そでを摑む。

「今、何時なんだろう。凄い夜中なのかな。やだなぁ、怖こわいなぁ……」

　勇者とは思えない立ち振ふる舞まい、不思議とそんなところが愛らしい。

　まったく仕方無いなぁと微笑ほほえましく彼を見守っていると、突とつ然ぜん、廊下の窓に不気味な人ひと影かげが──

「ひゃう！」

　思わず情けない声を上げて同行者の体に縋すがり付く──私。と、しかしすぐに、私は自分が見た人影はランプの緑光が反射して自分達の像を映しただけだと気付いた。

　私はホッと胸を撫なで下ろし、何事も無かったかのようにトオルへ「うむ。では、先へ進もうか」と声をかけると、スタスタと勇ゆう猛もう果か敢かんに先頭を行──

「師匠って、もしかして意外と恐こわがり？」

「ぎくり」

　私はぴたりと立ち止まり、強張った顔をギギギと振り返らせた。

「な、なーにを言っているんだ、トオルは。この私が、何に怯えると……」

「でも今、割と露ろ骨こつに図星つかれた感じで『ぎくり』って……」

「いや私は言ってない。……大方、私達以外に見えない誰だれかでもいたのだろうさ」

「それこそ霊れい現象だよ！……師匠、本当に幽ゆう霊れいとか怖くないの？」

「怖いも怖くないも、いないものに怯えたりするなど馬鹿げてるじゃないか、まったく」

　私は憤ふん慨がいすると、トオルを先導する様にズンズン前へと──

〈カシャン！〉

「ひゃぁぁう！」

　──突然背後から響ひびいた金属音に私は飛び上がり、そしてそのまま硬こう直ちよくする。

　暫しばらくそのままでいると、トオルが、どこか意地悪な声こわ音ねで告げて来た。

「あ、ごめん師し匠しよう、誤って、荷物の金具部分壁かべにぶつけちゃったナー」

「と……トオルぅ……」

　恨うらみがましい視線で背後を振り返る。トオルは「ごめんなさい」と謝りながらも、苦く笑しようで応じてきた。

「でも、幽霊怖いなら怖いでいいじゃん、師匠。ぼくだって怖いし。なんでそんな意地張るの？」

「どうしてって……騎士が実体の無い存在に怯おびえる等、示しがつかないだろう」

「示し？　よくわかんないけど……でもぼく、師匠が幽霊怖がっちゃうとことか、凄すごくいいと思うけどな。なんか、うん、むしろ師匠のこと身近に感じるっていうか」

　その言葉と彼の笑顔に、なぜだか私は急激に頰ほおが熱くなってきた。

「……っ。な、なにを言っているんだお前は。さ、先に行くぞ。ちゃんと照らしてくれ」

「あ、うん、ごめんね」

　トオルが私の横に並び、先を照らす。私は話題を変えるべく、トオルの持つ、明らかに珍めずらしい魔ま法ほう道具たる、幻げん想そう的な緑光を放つランプを見やる。

「しかしトオルも、こういう魔法道具を使いこなせるようになったか」

「魔法道具って、そんな、大おお袈げ裟さな。ただのランプじゃないか。こういうのなら、ぼくの世界にだってあるもんね。ここまで、多少旅もしてきたわけだし」

「それでも立派なものだ」

　謙けん遜そんするトオルを私はそれでも褒ほめるが、当のトオル本人はと言えば、自分の何が褒められているのかイマイチ分かっていないみたいで、ぽけっとしたものだった。

　実際通常の赤い炎えん色しよくならまだしも、こういう珍しい色合いを出す様な魔法作用が絡からんだインテリア系ランプは、通常のランプより点灯操作が複雑だ。それを異世界から来た子供が使えているのだから、大したものだ。もしかしたら、こういうことには子供の方が順応力が高いのかもしれない。

　そのまましばらく廊下を行くも、人には全く会わなかった。そうして分かってきたのは、ここはそこそこ大きな病院らしいということと、しかし病室こそあれどそもそも入院患かん者じやはあまり居なかったようであるということだった。

　時折聞こえる小さな炸裂音に耳を澄すませながら、トオルが話しかけてくる。

「何かが起こって皆みんなが退たい避ひする中、ぼく達が逃にげ遅おくれている……という状じよう況きようかな？」

「そのようだな。とはいえ、街規模の災害に襲おそわれているというわけでもなさそうだ」

　時折窓から窺うかがえる範はん囲いの街並みには、特に騒そう乱らんの様子も感じられず、灯りも灯ともっている。

　疑問を覚えながら出口を目指していると、廊下の角を曲がったところで突然バッタリと、何者かと出くわした。

『!?』

　互たがいに驚き、思わず後ずさってしまう。

「（どうも勘かんが鈍にぶっているようだな。まったく気配に気付けなかった……）」

　驚きながらも、トオルのランプに照らされた人物を見やる。と、それはよく見れば白衣を着た人物だった。黒くろ髪かみで長身細身の男性。年の頃ころは二十代半ばぐらいだろうか。整った顔立ちをしていて、眼鏡の奥の瞳ひとみは怜れい悧りな知性を感じさせ──

「っ!?」

　──と観察をしていた矢先、突とつ如じよ、男性は体勢を低くしたかと思うと、疾しつ風ぷうの如ごとき速さで私の懐ふところに飛び込んで来た！

「く!?」

　即そく座ざに鞘さやから剣けんを抜ぬこうとするも、鈍った体のせいか手が縺もつれてイメージ通りの反応速度が出せない。その隙すきに、白衣の男性は私の腹部に対し、小さな気合いの声と共に掌しよう底ていを打ち込んできた！

「ハァッ！」

「ぐ……！」

　咄とつ嗟さに後ろに飛び退のいて攻こう撃げきの勢いを殺したはずなのだが、しかし想定以上のダメージが私の体を襲う。衝しよう撃げきが波の様に体の芯しんを伝わり、ぐわんと意識がたわむ感覚。大きく吹ふき飛びながらもなんとか膝ひざをついて昏こん倒とうだけは免まぬかれるが、しかし、とてもじゃないがすぐに戦せん闘とう復帰できる状況ではない。

「師匠！」

「（虚きよを突つかれたとはいえ……こいつ！）」

　朦もう朧ろうとする視界で前方を見み据すえると、白衣の男性は既すでに次の動作を開始していた。ゆらりと陽かげ炎ろうの様に迫せまり来る彼の様子に、私はトオルに警告を促うながそうとするも、上手うまく声が出ない。

　しかしトオルは私に言われるまでもなく男性──敵へと意識を向け直す。敵は廊ろう下かの床ゆかを強く蹴けると、その勢いで──壁を走りながら、トオルへと迫った。

「なっ」

　あまりに予想外な動きに、反応が遅れるトオル。そんな彼に、白衣男性の力の籠こもった手刀が振り下ろされるも、しかし──

「だああああああ！」

「!?」

　──トオルがガムシャラに腕うでを振り払はらう。防ぼう御ぎよと呼ぶのさえおこがましい、ただの力任せであてずっぽうな対処だったが、しかしそれは意外にも功を奏した。

　完全に敵の手刀を捉とらえて弾はじいたのだ。

「──っ！」

　いかな武道に精通した強者であろうと、勇者たるトオルの規格外の力で薙なぎ払われては、受け流しも何もない。白衣の男性は腕を思い切り弾かれると、その勢いで体までも吹き飛ばされ、病院の硬かたい壁に強したたかに背中を打ちつけた。

「ぐ……が……！」

　口から唾つばを吐はき、使い物にならなくなったのであろう右みぎ腕うでをだらんと下げながらも、しかし未いまだ眼光鋭するどく臨戦態勢をとり続ける白衣男性。

　しかし私もまた戦闘不能状況であり、トオルがそんな私を気に掛かけなければいけない現状、状況は非常に拮きつ抗こうしていた。

　緊きん張ちようでトオルがごくりと唾を飲み込む中……白衣男性は、私とトオルを交こう互ごに見た後、眼鏡を上げ舌打ちしながら呟つぶやいた。

「……運が悪い。既に目的は果たしたというのに……まさか起きているとは……流石さすがはアヤの……」

「？」

　ぶつぶつとなにやら意味不明の呟きを漏もらす男性。彼はしばらく私達と睨にらみ合った後、ふぅと大きく息を吐いた。

「これ以上ここでやり合う意味は無いか…………ならばっ」

「あ！」

　トオルが驚おどろいた様に声を上げた時には、彼は既に闇やみにかき消えるかのように、凄すさまじい速度で元来た廊下の角を折れて逃とう亡ぼうしてしまっていた。

　トオルは一いつ瞬しゆん彼を追おうとするも、しかしすぐに私のことを思い出して駆かけ戻ってくる。自分が彼の足あし枷かせになったのは心苦しかったが、しかしどちらにせよ得体の知れない手て練だれを単独で追うべきではない。

　私はトオルに肩かたを借りて立ち上がると、しばらく呼吸が整うのを待ってから、「もう大だい丈じよう夫ぶだ」と離はなれる。敵の格かく闘とう術は凄まじかったものの、それは相手を傷付けるものというよりは、無力化することに特化したもののようであった。事実、目眩めまいから回復した私の体に、ダメージはもう殆ほとんど残っていない。

　落ち着いたところで、トオルが困こん惑わく気味に私に訊たずねてきた。

「な、なんか今、ぼくら、お医者さんに襲われなかった？」

「襲われたな」

「お医者さん……なんか凄く強かったね」

「強かったな」

「…………」

「…………」

「師匠、あの、もしかしてこの世界の病院って、全部こういう感じ──」

「なわけあるか」

「だよね」

　てへりと頭を搔かくトオル。まったく。……しかし、状況がさっぱりなのは私も同じだ。

　私とトオルはしばらく考え込んでしまったが、しかし、このまま立ち止まっていても仕方無いと、再び探たん索さくを再開させた。

　今度は、先さき程ほどより慎しん重ちように様子を覗うかがいながら先を進む。そうして、何分経たったろうか。

　暗闇の中での消しよう耗もうは激しく、流石の私も若じやつ干かん気が緩ゆるみ始めた、その瞬間。

　突とつ然ぜん、廊下の奥の方から白いものが迫ってくるのが見えた。

「……っ！」

　思わずびくんと反応する私。しかしトオルはと言えば、勇者の視力がなせるワザなのか、その白い存在を見て「あ、またお医者さんっぽいよ！」と私を振ふり返って来た。

　私はすぐに表情を作り直し、うむ、と頷うなずく。

「どうやらそのようだ。では先程のこともあるし、警けい戒かい心をもって──」

「師匠、今一瞬びびってたでしょ。幽霊かと思ったんでしょ」

　バレてた。しかし私はしれっと話を先に進める。

「ほら、来るぞトオル。注意しておけ」

「あ、うん」

　トオルが前に向き直る。と、少しして、ようやくその妙みように白い存在……白光を放つランプを持ち白衣を纏まとった人物が、私の目にもしっかりと捉えられた。どうやら女医の様だ。年の頃は……二十代後半ぐらいだろうか。遠目にさえ一見してグラマラスと分かる体つきで、長いウェーブの掛かった栗くり色いろの髪かみは腰こしまで伸のびている。

　彼女が小走りで近付いてくるにつれ、徐じよ々じよにその顔立ちもハッキリしてくる。趣しゆ味みの悪い口紅の色を除けば、私がこれまで見た中でも五指に入る美女だった。そして、その顔からは、先程の男性の様な敵意は感じられない。

　彼女は私達の顔を確かく認にんすると、驚いた様に目を見開く。

「まさかとは思ったが……君達、起きていたのか。しかし一体これは……」

　少し息を切らせながらも心底意外そうに訊ねて来る彼女に、私とトオルは二人顔を見合わせてからこくりと頷いて応じる。

「二人とも今起きたばかりで状況が全く飲み込めていないのだが……貴女あなたは？」

　私の質問に、美人女医は一瞬きょとんとした顔をした。それから、「ああ」と何か得心がいった様子で応じて来る。

「そうか、意識のある君達とは初対面だったな。ここ三～四日一方的に治ち療りように当たっていたから、つい、既に知り合いだと認識してしまっていたよ」

「三～四日？　え、ぼく達、そんなに寝ねてたの!?」

　驚くトオルに、女医は柔やわらかく微笑ほほえみ、少し膝を折り曲げて彼に視線を合わせた状態で、握あく手しゆを求めてきた。

「そうだよ、勇者トオル・ミカミ君。君達の話はファルディオ君やルウ君、サクヤ君……それに女め神がみ教会本部の方から既に充じゆう分ぶん聞かせて貰もらっているよ」

「？　教会本部から？」

　私はその発言に少し引っ掛かったが、しかし彼女はトオルとの握手を終えたあとすぐに立ち上がり、私と彼の目を交互に見てから、自己紹しよう介かいへと移行した。

「私は、この《ナルス教会病院》の院長をさせて貰っている、アヤ・ヘルモーズだ。よろしく」

　教会病院──つまり、女神教会直営の病院だったか。ならば得心がいく。教会の「女神の力」「祈いのりの力」こそを重視する教義上、教会病院はその数こそ少ないが、勇者とその一行が運びこまれるべき場所としては、非常に妥だ当とうだ。

　彼女の紹介を受け、私もまた居住まいを正して応じる。

「はい、よろしく頼たのみます、アヤ院長。私は──」

「ああ、そちらの自己紹介は結構だよ、セシリア君。そして、キミ達としては疑問質問が山積み大臣だろうが、とりあえず移動しながらでいいかい？　事態は、少なくとも君達が思っているより緊きん迫ぱくしていてね」

『あ、はい（……山積み大臣？）』

　私とトオルの引っかかりを解消してくれることもなく、引き返すようにして私達の前を行くアヤ院長。トオルと私が黙だまってその背を追っていると、アヤ院長は意外にも状じよう況きよう説明はしてくれず、代わりにいくつか、不可解な質問をしてきた。

「セシリア君にトオル君。キミ達は、二人だけなのか？　他ほかに人とは……」

「あー……その、なんかお医者さんに襲おそわれましたけど……」

　トオルがおずおずと報告する。言葉にするとなんか意外と馬ば鹿かっぽい話だった。

　しかしアヤ院長は真ま面じ目めな表情で唸うなる。

「医者……もしかしてそれは、ヒョロッとした黒髪の眼鏡男か？」

「あ、はい、そうです」

「ふむ、そうか、どうやら確定のようだな……」

『？』

　アヤ院長は一人で何か納なつ得とくしている様だった。彼女は私達の疑問を解決してくれる様子もなく、更さらに質問を繰くり返してくる。

「では、他に人には会ってないか？」

「いえ、会っていませんが……」

「そうか。……ところで、セシリア君。キミ、体調に問題は？」

「？　はい、いえ、特に問題ないと思いますが……？」

「問題無い、か。ふーむ……」
















「えと……あの？」

　なにやら考え込む院長に不安を覚えた私が声をかけると、彼女は少し焦あせった様子で応じてきた。

「ああ、いや、実はキミはまさに治療の最中だったものでね。《事件》が起こってキミを一いつ旦たん放置して《現場》の様子を見に席を外してしまった私としては、気が気でない大臣だったのだよ」

「（なんだその大臣は）あ、そ、そうでしたか。確かに長く寝ていたせいか流石に快調とまではいきませんが、腕の傷も塞ふさがっているみたいですし、全く問題は無いかと」

「ふむ？　特に貧血大臣でもないと？」

「（絶対に政治を任せたくない大臣だ！）ええと……確かに、言われてみれば、少し、頭が重い気もしないではないですが……」

「だろうな。実際丁度輸血作業の直前だったから、そうでなければおかしいというか、もっと深刻な症しよう状じようで普ふ通つうなんだ。……しかし……シヴィル家は……規格外大臣とも……」

　そのまま何か考え込む様子のアヤ院長を見て、正直物もの凄すごく不安になってくる。勝手に輸血用の針みたいなの抜ぬいてしまったのは、やはり失敗だったのだろうか。カプセルも明らかに機能停止していたし……。

　医者の沈ちん黙もく程怖こわいものはない。私がびくびくとしていると、アヤ院長は真面目な表情のまま、私に向き直ってきた。

「セシリア君。ちょっとした検査をさせて欲しいのだが……」

「はい、いつでもなんなりと、どうぞ」

「ではセシリア君。……その場で三回回って『性せい欲よくの渦うず！』と叫さけんでみてくれ」

「はい！　ではいざ、ぐるぐる…………って、なんですかその検査！」

「ふむふむ、ノリはかなり良かったが、最後までは流石にやらない大臣……と」

　なにやら真しん剣けんな顔つきでメモを取る院長。私とトオルが呆あきれていると、彼女はなぜかスッキリした表情で微笑んできた。

「よしセシリア君！　これで私はキミの身体状況に関しては把は握あく大臣だ！」

『何で!?』

　アヤ院長は私の肩をぽんぽんと二回ほどどこかアンニュイな表情で叩たたくと、

「では先を急ごうか、二人とも。いや、なにせここは殆ど迷めい路ろ大臣と言っていい造りでね。非常に不便なんだ。……ま、昔私がそう改装したんだけどね」

　等と言いつつ、マイペースに歩き始めてしまった。

　私とトオルは彼女の背後でひっそりと顔を見合わせると、二人、溜ため息いきをつき。そして彼女に聞こえない程の小声で、同時に漏もらしたのだった。




『（まずい、凄く面めん倒どうなキャラの気配がびんびんする……！）』




　そして二人のそんな予感は、後から思い返してみても、やっぱり完全に大正解と言えるものであった。




　　　　＊




　その後、暗い院内の探索すがらに聞いたアヤ院長の話をまとめると。

　例のゲイン戦後、偶ぐう然ぜんサクヤの乗った馬車に拾われた私達は、勇者の一行という特とく殊しゆな事情柄がら、この教会直営の医い療りよう施し設せつ《ナルス教会病院》に運び込まれていたらしい。

　事前に教会の方からの連れん絡らくを受けて大体の事情を把握していたアヤ院長は、即そく座ざに私達の治療に取りかかってくれた。

　とはいえ、体が特別製たる勇者に関しては安静に寝かしておくぐらいしか出来なかったため、実質彼女の治療対象はメルクリウスと私だけだったらしい。そのメルクリウスにしても幸い臓器に重大なダメージはなかったらしく、運び込まれた翌日には意識を取り戻もどし、アヤ院長の卓たく越えつした医療技術もあって、通常生活を営める程度には回復していた。だが……。

「しかし一番の問題は、セシリア君、まさにキミだったよ」

　そう言ってアヤ院長は、まるで私を責めるように顔を顰しかめて説明してきた。

　曰いわく、私の怪け我が自体は、傷口が恐おそろしい程ほどの鋭えい利りさで綺き麗れいに抉えぐられていたおかげもあり、現代のナルスにおける魔ま法ほう医療を駆く使しすれば再生はそう難しくなかったらしいのだが。

　問題は、私の血液型にあったらしい。

「超ちよう激レア大臣だったよ」

　との言葉からやや興奮気味に始まったアヤ院長による説明に関しては、話が専門的すぎて正直九割方さっぱりだった。まあ要は、彼女が最初に表現した通り、私は希少にも程がある血液型だったらしい。

　そう言われてみれば、幼い頃ころにシヴィル家でそんな説明を受けた気がしないでもないが、幸いなことにこれまで輸血が必要な程に血を失う様な経験が無かったため、すっかり忘れてしまっていた。

　なんにせよ、いかな先せん端たん医療開発特区ナルスの病院といえども、私に合う血液を用意するのは至難の業わざだったらしい。取り急ぎ怪我の治療と増血薬で急場を凌しのいだ後は、〈仮死魔法〉と呼ばれる生命活動を非常に緩ゆるやかにする魔法を掛かけられ、血の調達目め処どが付くまで眠ねむらされていた、というわけだ。

　で、ようやく血が調達出来、さてではようやく輸血作業を──といったところで、現状のこの異変（？）が起こってしまったらしい。

　そこまで聞いたところで、トオルが「ちょっと待ってよ」と少し焦った様な声を上げた。

「じゃ、じゃあ、師し匠しようって今全然血が足りてないってこと？」

　心配そうに私を見つめるトオル。彼の言葉を受け、アヤ院長は嘆たん息そくしながら応じた。

「その通り……なのだが、なぁ。つい先程の『事件』の煽あおりを受けて仮死魔法が解けてしまったらしいセシリア君は……どうも、思っていたよりも元気大臣の様で」

　なにか訝いぶかしむようなアヤ院長の視線。……妙みように気まずく、「あ、ちょっと体が重い気がしないでも……」等と言い訳めいたことを言っていると、彼女は深く嘆息した。

「いくつかこの現状に至る可能性が思い当たらなくはなかったのだが、先程の検査で私が最も有力視していた説も潰つぶされたしなぁ」

「あの検査で何が分かると!?」

　私の言葉を無視する様に、アヤ院長は首をコキコキと鳴らしつつ気け怠だるそうに告げる。

「ま、そうなると、今や私が言えるのは『流石さすがはシヴィル家印』ってことだけだな」

「貴女本当に優ゆう秀しゆうな医者なのですか!?」

　目上の人間に対する態度じゃないのは重々承知だが、しかし、この女医、疑わしいといったらありゃしない！

　彼女は少し心外そうに口を尖とがらせつつ応じてきた。

「失礼だな。私はこう見えて、この大病院の院長を務める女だぞ」

「それは……そのようですが……」

「ま、今やここは殆ほとんど廃はい病院みたいなものだがな。ほら、君達以外に全然人の気配ないだろう？　お察し大臣の通り、スタッフも患かん者じやも最初から全くいないのさ！　はっはっは！」

『全然笑えないんですけど！』

　私とトオルの猜さい疑ぎ心しんがマックスだった。トオルが思わずジト目で訊たずねる。

「アヤさんって、もしかして、ヤブ大臣なんじゃ……」

　トオルのその発言に、アヤ院長はキョトンと返してきた。

「ん？　なにを言っているのだキミは。私は大臣じゃないぞ？」

『他人の大臣発言には引っ掛かるんだ！』

　愕がく然ぜんとしていると、アヤ院長は突とつ如じよカラカラと笑って「ジョークジョーク」と告げて来た。……なんだ、この人、凄く面めん倒どう臭くさい……。

「まあ、そう疑われても仕方無いがな。実際、ここしばらくうちの病院は専もつぱら技術研究専門になってしまっているんだ。昔の名残なごりで病室自体は残したままだが、スタッフも基本は私と助手だけで、あとは小間使い代わりに適てき宜ぎアルバイトを数名雇やとうぐらいだから、普ふ段だんは患者を受け容いれることもない。こうした特殊ケース以外はな。だからまあ、ヤブ大臣っちゃ、ヤブ大臣だわな」

『はぁ……』

「でもま、私、自分で言うのもなんだが、医療従事者界かい隈わいじゃ、天才医師としてちょっとした有名人だからさ。そこは、信用して貰もらっていい系大臣で」

『はぁ……（『大臣』の使い方意外と雑だな、この人……）』

　私とトオルは、納得出来た様な出来ない様なリアクションを返す。まあ実際私の腕うでの傷がこうしてたったの数日で塞ぐという結果を出している以上、過か剰じよう申告というわけでもないのかもしれない。

　私とトオルはこの件をこれ以上深く追つい及きゆうするのはやめておくことにした。

　それよりも今は、もっと聞くべきことが二つもある。

　一つは、さっきからちょいちょい「事件」という単語が出てきているが、実際、現在この病院に一体何が起こっているのか、ということ。

　そしてもう一つは……。

「ね、ねぇ、アヤおば──アヤおねえさん」

　途と中ちゆうで不ふ穏おんな気配を察して素す早ばやく敬けい称しようを変えながら、トオルがアヤ院長に話しかける。

　いっそ不気味な程に上じよう機き嫌げんな様子で「なにかな、トオル君」と振ふり向く院長に、トオルは……私もさっきから訊ねたくても訊ねられなかったことを、勇気を持って切り出した。

「ぼくらって……いったいいつになれば、ここ、出られるの？」

「…………」

　トオルの質問を受け、急に立ち止まり、沈黙する院長。ごくりと唾つばを飲む私達。

　……実際、トオルの言う通りだった。いくら元大病院といえど、こんなに会話しながら歩いてまで出口に辿たどり着かないというのは、おかしいにも程がある。

　可能性として考えられるケースは、三つ。

　一つめは、アヤ院長が、なんらかの目的を持って、わざと遠回りをしている説。

　二つめは、その現在起こっているらしいなんらかの事件の結果、こうなっている説。

　そして三つめ。……実は最も可能性が高く、しかしとてもじゃないが絶対に信じたくない、あまりに残ざん酷こくな、その説とは……。

『…………』

　三人の間に、非常に重苦しい沈黙が降りる。

　そのまま、一体何秒経たっただろうか。

　アヤ院長は、流りゆう麗れいな動きで白衣を翻ひるがえし、美しい髪かみを優ゆう雅がに搔かき上げ、瞳ひとみに知性の光を滾たぎらせながら、艶つややかな唇くちびるをゆっくりと動かして……その真実を、厳おごそかに告げて来た。




「迷子大臣だ」




『迷子大臣か！』

　そうじゃないかとは思ってたけれど！　私もトオルも、話の中ちゆう盤ばんから、完全に迷子大臣だなと確信していたけれども！　それでもそうハッキリと口にされるとやはり衝しよう撃げきだ！

　アヤ院長は、額にだくだくと汗あせをかきながら視線を逸そらす。

「……最近ちょっと物忘れ大臣が少し激しい大臣というか……あ、いや、違ちがう大臣。うん。元々この辺は、私、あんまり足を踏ふみ入れない大臣大臣大臣だから……」

「動どう揺ようが『大臣』のインフレというカタチで現れていますが！」

「さ、さあ、無む駄だ話ばなしはこれまでにして、先を急ごう大臣だっ、二人とも！」

『ええっ、そうしてくれると助かりますねぇ！』

　私達の剣けん幕まくに押される様にして、前を行くアヤ院長。心なしか身長が少し縮んだ気がする。

　私達はアヤ院長に続きながら、もう一つの懸け念ねんに関しても質問しておくことにした。

「で？　現在この病院に起こっている事態は、どういうものなのだ？　この状じよう況きようを見るだに、病院の動力系統に致ち命めい的てきなダメージを受けたのであろうことだけは察せるが……」

「おお、セシリア君は頭脳明めい晰せき大臣だね。素晴らしい。現状把は握あくという意味では、それでもう九割方把握していると思ってくれて間違いないよ」

「そうなんですか？」

　どうも想像していたよりは深刻なことでもないらしい。アヤ院長が説明を続ける。

「この街の病院施し設せつはその殆どが公共の魔法動力供給とは別に予備の動どう力りよく炉ろも持っているのだが、これがつい先程二つともやられてしまってね。結果、この有様大臣なのだよ」

　周囲の暗くら闇やみを指すようにアヤ院長が手を広げる。

「で、どうもそれを引き起こしたのは、うちの助手っぽいんだよねぇ。ほら、キミ達を襲おそったとかいう人物。特とく徴ちようを聞くだにやはり彼、フギン・スクリュゥで間違い無いらしい」

「あの男性が……犯人……」

　私の呟つぶやきに、アヤ院長がこくりと頷うなずく。

「ま、目的は大方、混乱に乗じた研究成果の簒さん奪だつ、あたりなんだろうなぁ。事実、地下の研究フロアが荒あらされているようだし」

「え、そうなんですか。それはまた……」

　神しん妙みような顔で返すも、しかし魔物でさえない人間同士のいざこざならば、どうも私達の領分ではなさそうだ。

　全すべてを聞いてみれば、意外となんてことない話ではあった。どうも私達は想定外すぎる状況で起きたせいか、勝手に事態を深刻に考えすぎていたらしい。

　トオルも私と同様の見解に至ったのか、これまでいくらふざけていても解かなかった「芯しんの部分の警けい戒かい」をようやく解いた様だった。

　そうして少し歩調も緩め始めた私達に対し、アヤ院長が、ちょっとした補足の様に付け足してくる。

「あ、でも話を聞いた限りだと、うちの助手、どうも意識を失っていたキミ達にも用事があったみたいだね。というのも、彼が向かっていた方向には、研究資料など一つもなかった上に、出口とも逆方向だからなぁ。あのやり手の彼が迷うとも思えないし」

『…………』

　話がきな臭くさくなってきた。意識を失っていた私達に、あの明らかに敵意ありの青年が用事……。……あまりいい想像が出来ない。起きてなかったらどうなっていたことか。

　トオルが少し頰ほおをひきつらせながら、私の顔を見上げ、まるで自分に言い聞かせる様に希望的観測を告げる。

「で、でもほら、実際こうして無事わけだし、凄すごい優秀な人でも、道に迷うことぐらいはあるよ……ね？」

「あ、ああ……そう、だな」

　私も歪いびつな微び笑しようを彼に返す。わざわざ悪い方向に物を考えることもあるまい。大だい丈じよう夫ぶ、アヤ院長の話を聞く限り、これはこの院内のゴタゴタに巻き込まれているだけであって、私達にはやはり微み塵じんの関係も無い事件──

「あ、そうそう」

　──と、アヤ院長が、なにか些さ細さいな補足情報を思い出したとばかりに、ぽんと手を叩たたいて告げてくる。




「この事件だけど、どうもファルディオ君とルウ君も一枚嚙かんでいる様なんだ。彼らときたら、なぜかうちの助手に全面的に協力しちゃっているみたいなんだよねぇ」




『────』

　ピタリと足を止める私達。

　アヤ院長はと言えば、そんな私達の反応を受けて流石に笑いを止め……そして、額に汗を滲にじませ、なんだか酷ひどく申し訳無さそうに告げてくる。

「ええと、それにその……更さらに悪いことに、彼らときたら現在も大暴れしながら逃とう亡ぼうを図っており、ナルス都市警察は総力を上げて、最も早はや手て荒あらな手段も辞さないぐらいの捜そう索さく態勢みたいなんだけど………」

「…………」

「えと……やっぱり、ここ出るの急いだ方がいい系大臣……だよねぇ？」

　頰をぽりぽりと搔きながら、そんなことを訊ねて来るアヤ院長に。

　私とトオルは一度視線を合わせた後。

　大病院中に響ひびき渡わたる程ほどの音量で、怒ど号ごうを飛ばしたのだった！




『ええっ、そうしてくれるとホント助かりますねぇえええええええええええええ！』




　前言撤てつ回かい。




　相変わらず私達はこの事態を、未いまだ何一つ理解出来ていないようである。








前日譚　ファルディオ・メルクリウスの受難









【病院襲しゆう撃げき事じ件けんから遡さかのぼること、二日前】




「……ってぇ！」

　脇わき腹ばらから全身に[image: 迸]ほとばしった激痛を受けて、ファルディオ・メルクリウスはベッドから飛び上がるようにして目覚めた。

　痛みに悶もだえる彼の耳に、どこかのほほんとした様子の女性の声が届く。

「うむ、おはよう大臣だな、ファルディオ君」

「ああんっ!?」

　地じ獄ごくの様な痛みの最中にかけられたあまりにとぼけた声こわ音ねに、思わず悪態をつくファルディオ。彼は腹を庇かばいながらもなんとか首を捩ねじって声の主を確かく認にんする。と、そこには、まさに彼にとってドンピシャで好みのタイプたる年上セクシーグラマラス系美人女医が足を組んで座っていた。……が、しかし、流石さすがの彼でもこの痛みの前では、いつものチャラけた軽い態度へとスイッチを切り替かえるのは無理であった。

　腹を押さえて呻うめき続ける彼に対し、しかし女医はまるで心配する素そ振ぶりも見せず、淡たん々たんと語りかけてくる。

「大おお袈げ裟さ大臣だなぁ、キミは。私のパーフェクトな治ち療りよう自体は既すでに終わっているのだぞ」

「……っ……は、あ？……に言って……ぐ……まだ全身痺しびれる程に……痛ぇ……ぞ……」

　あまりの痛みに朦もう朧ろうとしながらも、どうにか女医を睨にらみ返すファルディオ。

　そんな彼に、美人女医はニカッと笑い返す。




「ああ、それは今キミの目を覚ますために、脇腹に軽く電流流したせいだ」




「想定外すぎる最低の回答が返ってきやがった！」

　一時的に痛みも忘れて全力でツッコむファルディオ。女医はカラカラと笑った。

「うむ、元気大臣なようでなにより」

「本当に元気でなによりだよ！　たとえ致ち死し量電流じゃなくても、俺っ、痛みでショック死しかねなかっただろうがっ」

「あ、そこはうっかり大臣」

「最低の大臣だな！　くそっ、とんでもねぇヤブに捕つかまったもんだぜ！」

「失敬な。私の治療が完かん璧ぺきだったからこそ、致死量ギリの電流でも死ななかったのだぞ」

「あ、そ、そうなの？　ま、そういう話なら、感謝──出来るか！　なにそれ!?　え!?　なんで俺、ただ目覚めさせられるためだけにそんな危ない橋渡わたらされたの!?」

「ああ、早急に目覚めさせる必要に迫せまられたからな」

　女医の真ま面じ目めな表情を受け、聡そう明めいなファルディオはすぐに察する。

「そ、そうか、今まさに、この病院で緊きん急きゆう事態か何かが起こっていてそれで……」

「おお、ご明察大臣だ」

　頷く女医。ファルディオは「やはりか」と神妙に頷いた。改めて注意深く周囲を観察してみれば、なるほど、全然他ほかに人の気配がしねぇ。こりゃもしかして、既に他の入院患かん者じや達が退たい避ひして──




「なあキミ、ちょっとパン買ってきてくれよ、パン」




「知るかっ！　んだその前代未聞の殺害未み遂すい理由！　正気!?　正気なの!?」

「いや、私と助手は研究やら特とく殊しゆ血液の調達やらで忙いそがしくてな。頼たのむよパシリ大臣」

「病やみ上がりの人間を勝手に変な大臣に任命すんな！　っつーかなにこれ！　今俺、ホントにどういう状況に置かれてるの!?　ガキんちょや堅かた物ぶつ騎き士しは？　お使い魔まは？」

「あー……それは勇者に憧あこがれたキミがこれまで昏こん睡すい状態の中で見ていた夢の登場人物達や冒ぼう険けんであり、現実のキミは、悲しいかな、私のパシリ大臣だ」

「いやいやいや、悲しすぎるだろ現実！　なんだその夢オチ！　っつか、そういうのいいから、そろそろ真面目に事情をちゃんと──」

　ファルディオがそう言いかけた次の瞬しゆん間かん、女医は妙みように不敵にニヤリと笑い、突とつ然ぜんファルディオの脇腹へと勢い良く触ふれてきた。彼がギョッとして反射的に「いっ──」と口にするも、女医はそれに被かぶせる様にして訊たずねて来る。

「まだ痛いか？」

「──たく、ね、え？」

　狐きつねにつままれたような表情を見せるファルディオ。そんな彼の様子を満足そうに確かく認にんすると、女医は立ち上がり、颯さつ爽そうと病室を去りながら後ろ手をヒラヒラと振ふった。

「じゃ、その調子でリハビリがてら、パン頼むぞ、パシリ大臣」

「え？　あ、う……あ、ああ……わ、分かった……」

　女医の背中を呆ぼう然ぜんと見守りながら、気付けばファルディオはいつの間にかパシリを請うけ負ってしまっていたのだった。




　　　　＊




　ファルディオは渋しぶ々しぶながらも入院服から私服に着き替がえて病室を出た。サッと廊ろう下かを見み渡わたしただけでもかなりの大病院であることが窺うかがえたが、どういうわけか人の気配は全くと言って良いほど感じられなかった。事情は分からないが、殆ほとんど廃はい病院同然らしい。

「（あの女医、パン買え以前に俺に説明すべきこと沢たく山さんあんだろうがよ……）」

　呆あきれながらも、さてこれからどうしたものかと立ち止まって考える。言いつけ通りパンを買いに行こうにも、出口方向が分からない。

「案内の一つもねぇのかよ……なんだこの不親切な病院は」

　思わず一人ごちるファルディオ。しかし立ち止まっていても仕方無い。彼はテキトーにあたりをつけて歩き出そうと──

「あれ？　ファルディオさん！」

　──した矢先、期せずして丁度廊下の角を曲がってきた緑みどり髪がみの子供と出くわした。ファルディオはその良く見知った顔に些いささか驚おどろきながらも笑え顔がおで応じる。

「おう、サクヤじゃねぇか！」

　それは、ファルディオ達が以前長く滞たい在ざいした宿屋の娘むすめ、サクヤ・ルーンであった。

「なんでお前、こんなところに？」

「え？　あ、そっか、あの時ファルディオさんとセシリアさん、気失ってましたもんね」

「？　あの時？」

「ええ、昨日、満まん身しん創そう痍いの皆みなさんと馬車で再会した時です」

　ファルディオがよく分からずに首を傾かしげていると、サクヤは軽く現状を説明してくれた。

　曰いわく、戦せん闘とう後トオルによって街道まで運ばれたファルディオ達は、そこで偶ぐう然ぜんサクヤが乗り合わせていた馬車に拾われ、このナルス教会病院にて治療を受けていたらしい。

　ファルディオはふむふむと頷うなずくも、一つ気になったことがありサクヤに訊ねる。

「で、サクヤはなんで馬車でナルスに？」

「ああ、実は私、世界の宿屋を見聞して回ることになったんです。勿もち論ろん、皆さんとは違ちがって比ひ較かく的てき安全な交通機関とかちゃんと使いますけどね」

「へー、そりゃまた随ずい分ぶんと大だい胆たんな行動に出たなぁ」

「うちの宿、ひいてはヴェリール村の発展のためですから」

「……他にもう一つ、大きな理由あんじゃねえの？」

　ファルディオがニヤァと意地悪な笑みを浮うかべて訊ねると、サクヤは頰ほおを紅あかくして視線を逸そらし、こほんと咳せき払ばらいした。

　ファルディオは改めて訊ね直す。

「それで、今日はトオルの見み舞まいか？」

「あ、はい──」

　サクヤは一瞬素すの笑顔で元気にそう応じかけるも、すぐに何かを察し、宿屋で培つちかわれたのであろう、完璧なすまし笑いで言い直してきた。

「皆さんのお見舞いに、ですね」

「まあそうことにしておいてやるか。……で？　じゃあ、トオルやセシリアの病室もこの辺なのか？」

「あ、まだ様子を見られていませんでしたか。こちらですよ」

　そう言って、サクヤはファルディオを先導するように歩き出す。素直に彼女の背を追うと、ファルディオの寝ねかされていた場所から割とすぐ近くの病室の扉とびらの前で、サクヤは立ち止まった。軽くノックしてから、特に反応が無いのを確認して、「失礼します」と声をかけつつ横開きの扉を開く。

　サクヤに続いてファルディオも入室すると、そこには、自分が寝ていたのと同じ簡素なベッドで、トオルが穏おだやかに眠ねむりこけていた。

　ファルディオは思わずほっと安あん堵どの笑顔を浮かべてしまうも、サクヤにそれを妙に微笑ほほえましく見られていることに気付き、慌あわててトオルから視線を逸らして呟つぶやく。

「か、稼かせぎ頭がしらが無事なようで、なによりだぜ」

「ふふっ。ま、そういうことにしておいてあげますか」

　上手うまいこと切り替えされてしまい、ファルディオはふんと鼻を鳴らす。

　サクヤと共に彼のベッド脇わきまで行き、改めて様子を眺ながめる。血色も良く、本当にただ健すこやかに寝ているだけの様だった。サクヤが彼の顔を眺めながら説明する。

「トオルさんに関しては、単純に消しよう耗もうしているだけのようなので、あまり心配しなくても良いとのことですよ。アヤさんによると」

「アヤさん？　ああ、あの女医のことか？」

「あ、はい、そうです。大臣の人です」

「ああ、大臣の人な」

　その説明で分かる人ひと柄がらってのも凄すげぇなとファルディオが妙な感心をする中、サクヤがトオルの布ふ団とんを直しながら続ける。

「凄すごく変わった人ですけど、腕うでは一流みたいですよ」

「みてぇだな。正直、俺の脇腹のダメージなんて、普ふ通つうに考えて、一日や二日でここまで回復していいレベルじゃなかったしな」

「はい。ファルディオさんの治療風景見てましたけど、凄かったですよ」

「へぇ、そんなにかよ？」

「はい、ホント凄かったです！……特に終しゆう盤ばんの巻き返しが」

「巻き返しが!?　それ絶対前半に致ち命めい的てきなミスあったよなぁ!?　なぁ!?」

　ファルディオの追つい及きゆうを逃のがれる様にしつつ、サクヤは瞳ひとみに少し涙なみだを溜ためて告げる。

「……ファルディオさん、元気になって本当に良かったですね」

「本当にな！」

「ま、まあ、実際ホントに凄い人みたいですよ、アヤさん。助手の方の話では、昔『医者の医者』とか呼ばれていたみたいで。このナルスで何か病気した医い療りよう関係者は、まずここに駆かけ込んでおけば間違い無いと言われるぐらいの女医だったとか。まあ、今は基本研究一筋みたいですけど」

「へー」

「それに、なにせ女め神がみ教会がこの大病院を丸ごと彼女に研究場所として提供するのも惜おしくないと思っている人材ですから」

「教会が、ねぇ」

　ファルディオは酷ひどく訝いぶかしげに表情を歪ゆがめたものの、トオルを見ていたサクヤは特にそれに気付くこともなく、話を切り替かえた。

「じゃあ、セシリアさんの様子を見に行きますか」

　言いながら振り返るサクヤに、ファルディオは表情を引き締しめ直した。

「そういや、アイツは大だい丈じよう夫ぶなのか？　一番怪け我ががやばかっただろ」

　その質問にサクヤは廊下の方へ歩き出しながら、微び妙みような表情で応じる。

「はい、ですが怪我自体はアヤさんの治ち療りようによって殆ど完治出来たみたいです」

「おお、そりゃ良かった」

「ですが……」

「？」

　そのままサクヤが黙もくしてしまったため、ファルディオもまた何も言わず彼女について歩いた。トオルと違いセシリアの部屋はかなり遠く、また実際辿たどり着いた病室はその扉の造りからして既すでにものものしく、中に寝かされている人物が自分達より深刻な病状なのであろうことをいやが上にも認識させられた。

　扉の前で、サクヤが告げる。

「セシリアさんはどうもかなり特殊な血液型だったらしく、調達が難しいみたいで……」

「おいおい、大丈夫なのかよそれ」

「あ、はい、一応今は、生命活動を極限まで緩ゆるやかにして延命する《仮死魔ま法ほう》というものが掛かけられてまして、この部屋で安静に寝かされているんですよ」

　言いながら、サクヤは少し思い切った様子で扉を開く。──と、そこには周囲に医療器具満まん載さいの特殊なベッドに寝かされた入院服のセシリアと、そして──。

「え、あ、あれ？」

　サクヤが戸と惑まどいの声を上げる。ファルディオもまた、身を強こわ張ばらせてしまう。

　そこには、ファルディオにとって全く見知らぬ先客がいた。

　細身で長身の、白衣を纏まとった男性がジッとセシリアを見下ろしている。すぐにここのスタッフの一人だろうとは察しがついたのだが、それでもファルディオは不思議と警けい戒かいを緩める気にはならなかった。

　なぜならセシリアを見下ろしていた彼の目には、黒い前まえ髪がみと眼鏡越ごしにも隠かくし切れない、冷たく淀よどんだ暗い情念が見え──

「ああ、サクヤさん、こんにちは。お見舞いですか？」

　──たと思われた次の瞬しゆん間かんには、彼は端たん整せいな顔立ちに誠実そうな笑顔を張り付かせ、こちらを振り向いてきた。その優やさしげに細められた目には、先さき程ほどファルディオが感じ取った危険な要素は微み塵じんも見られない。

「（勘かん違ちがい……か？）」

　人の本質を見み抜ぬくことにはそこそこ自信のあったファルディオだが、この男性の印象はイマイチ定まりきらなかった。少なくとも、今目の前で浮かべられている微笑みに、欺ぎ瞞まん、悪意の様なものは感じられない。

　ファルディオが黙だまり込む中、サクヤが彼と挨あい拶さつを交かわす。

「フギン先生。こんにちは。私達も、ちょっと様子を見にです。フギン先生は……」

「ああ、実際僕もサクヤ君とさして変わらないよ。現状、彼女に施ほどこせる治療はもうないしね。《仮死魔法》がちゃんと機能してくれているかの確かく認にんといったところかな。……ところで、そちらの彼はファルディオさんだよね？　初めまして、僕はフギンと申します」

　話を振ふられ、ファルディオにしては珍めずらしく男相手に少し緊きん張ちようしながら応じる。

「あ、うっす。ファルディオです。ええと……世話に……なりました？」

「ああ、いえいえ、僕はあくまで院長のサポートですから。お礼ならアヤ先生に」

　見事なイケメンスマイルで謙けん遜そんする、フギン助手。ファルディオはどうにも居い心地ごこちの悪い思いがして、少し茶化すように視線を逸らしながら口を開いた。

「そんな体力馬ば鹿か女、ちょくちょく様子見たりしなくて大丈夫ですよ。っつーか、そいつなら、血なんかなくても気合いで起きるんじゃないッスかね」

「ははっ、随分と信しん頼らいされている様ですね、セシリアさんのことを」

「へ？　あー、いや、別にそういうわけじゃ……」

　ファルディオはつまらなそうに頭を搔かきながらも、直感していた。この男は、俺の苦手なタイプだ、と。イケメンに対し自分のやっかみが多分に入っていることは自覚しているが、やはりどうにも鼻持ちならない。

　そんなファルディオの態度を察したのか、フギンは「じゃあ僕はこれで。アヤ院長は実に人使いが荒あらくてね」と笑い、ファルディオ達と入れ違うように病室から出て行った。

　ファルディオはその瞬間どっと緊張から解放され、嘆たん息そくしながら呟く。

「パンもアイツに買わせとけよな、大臣女……」

「パン？」

　サクヤが首を傾かしげるも、正直説明したくもない話だったので、ファルディオは特に何も返さずセシリアのベッドに近付いた。髪かみが解ほどかれ、当然騎き士しの装備も外されて静かに眠るセシリアは、不思議と年相応のか弱い女にしか見えず、ファルディオは思わず表情を顰しかめた。

「（んだよ……この隙すきに胸の一つでも揉もんでやろうかと思ってたけど……削そがれんなぁ。っつーかそもそも、揉めるほどの胸がねぇし。ったく、まな板騎士め。…………）」

　ファルディオの表情を盗ぬすみ見て、サクヤがくすっと笑う。

「心配ですか？」

「はぁ!?　だ、誰だれが心配なんか！　こいつさえいなくなりゃ、教会との繫つながりもなくなって俺はせいせい…………。…………ま、まあでも、トオルや俺のボディーガードとしては優ゆう秀しゆうな方だから、その、ここで居なくなられるのも、少しは困るかなと……」

「まあ、そういうことにしておいてあげますか」

「く……」

　ファルディオはサクヤから視線を逸そらすと、そのままセシリアに背を向けて歩き出した。フギンと同じで、実際これ以上見守っていても別に意味は無い。

　退室しようと扉を開いたところで、ファルディオはふとサクヤがついてきていないことに気付いた。「行かないのか？」と声をかけてみると、彼女は「あ、体拭ふいてあげたりしたいので」と返答してきた。普ふ段だんだったらゲスな言葉の一つでもかける場面だが……。

「……うぃー、りょーかい」

　不思議とそんな気分でもなかったファルディオは、素直に応じて、一人で部屋を出たのだった。




「……酷い目に合った」

　サクヤと別れてからたっぷり一時間程かけて病院迷路を抜け、ようやく病院を出たファルディオはぐったりと呻うめいた。

「なんであんな妙みような、迷路みたいな造りになってんだよ、あの病院……」

　元々広い病院ではあるのだが、それ以上に、廊ろう下かの角度付けや各所の紛まぎらわしいデザインに悪意が満ち溢あふれすぎていて、結果として同じ所を何度もぐるぐるさせられる。サクヤが苦もなく来られていたところを見ると、正解ルートを辿れさえすればすぐみたいではあるのだが、目覚めたばかりのファルディオにそれが分かるべくもなかった。

　早くも疲つかれてしまいながらも、病院を出てすぐに見かけた街の地図看板を頼たよりに、とりあえず商業施し設せつが集つどうらしいナルス中央繁はん華か街がいを目指す。

　ぶらぶらと歩きながらも辺りを観察すると、流石さすが《先せん端たん医い療りよう技術開発特区・ナルス》の名に違たがわぬ医療施設の多さだった。病院や診しん療りよう所じよは勿もち論ろんだが、なんたら研究機関だの、なんたら製薬だのが至る所に乱立している。

　白を基調とされた街並みは、昼下がりの腹の立つ程の快晴に照らされ、これ以上無い程に潔けつ癖ぺきで清せい廉れんな空気を漂ただよわせている。

　道を行き交う人々もまた明らかに医者、研究員然とした人物ばかりで、ファルディオは本当にこんな街もあるのだなと感心してしまう。ファルディオは他ほかにもいくつか特定の分野に特化した街を訪おとずれたことはあったが、ここまで徹てつ底ていした環かん境きようは初めてだ。

「（凄すげぇけど……なんかこの分だと、美味うまいもんとかは期待出来そうにねぇなぁ）」

　感心はするものの、イマイチ気に食わない、というのがやはり彼の本音だった。

　実際医療の街を称しようしているにも拘かかわらず妙に生命力というか、生活感が希き薄はくで、ここまで「活気」というものと無む縁えんの街も珍しい。大病院が乱立している割には、あまり人の往来も多くない。

「（あの女医のとこみたいに、他もどんどん研究の方に特化してってんのか？）」

　そんなことを考えながら歩いて居ると、ふと、それを象しよう徴ちようするかのような出来事を彼は見かけた。

「え？　ここ、外来診療無くなっちゃったんですか？　そんな……」

　遠方から来たと思おぼしき、老人を連れた中年女性が、病院の門前で心底驚おどろいた様子で声をあげている。

　しかしそれに対する医師と思しき男性は、感情の薄うすい表情で淡たん々たんと応じた。

「はい、うちは先月から新薬研究の方の専門になりまして」

「あの、じゃあ、うちの主治医のゴルド先生は……」

「ゴルド先生も研究の方に携たずさわることになりましたので」

「で、でも、うちの父は特とく殊しゆな…………あっ、ゴルド先生！」

　突とつ然ぜん、中年女性が門の奥の庭を横切っていた壮そう年ねんの医者に声を掛ける。どうやら、例のゴルド先生とやららしい。

　ファルディオがなんとはなしに足を止めて様子を見守っていると、その、ゴルド先生とやらは……。

「え？　ゴルド先生？　先生！」

「…………」

　中年女性を一いち瞥べつこそしたものの、特に何の感情も見せず、そのままふいっと立ち去ってしまった。これには流石にファルディオも少し呆あきれたものの、かといって、どうしてやることも出来ない。

　女性は意い気き消しよう沈ちんしながらもなおも医者に食い下がっていたが、相変わらずとりつくしまもなさそうな応対だった。結局、女性は他の病院にかかることにしたようで、すごすごと老人を連れて立ち去っていく。

　ファルディオはそれを最後まで見守ってしまった後、ハッと気を取り直し、その場を立ち去る。かなりクサクサした気分だった。

「やだねぇ、都会は、人情が無くて」

　おどけた様に呟つぶやいてみるも、気分は晴れない。

　しかし完全なる他人ひと事ごとでいちいち気分を害していても仕方無い。ファルディオは無理矢理意識を切り替かえると、そういえばパンを頼たのまれていたのだったと思い出した。が、別にとんでもなく急ぎというわけでもないだろう。

「街を散策して、禁きん忌き魔ま法ほうの魔導書探して……帰りがけにでもパン屋寄って帰るか」

　そう決意し直して、改めて街中を行く。

　中央繁華街に出ると、そこはファルディオの悲観的な予想よりは幾いく分ぶん、賑にぎわった空気の感じられる場所ではあった。少なくともナルス独特の「白さ」は大分鳴りを潜ひそめている。が、それでも何処どこか「小こ綺ぎ麗れい」で「淡たん泊ぱく」な印象が拭ぬぐいきれないのも事実で、ファルディオは思わず軽く舌打ちしてしまった。

「（こういう真ま面じ目め腐くさった空気、もう勘かん弁べんして欲しいもんだぜ。胸焼けしてくる）」

　昔のことを思い出してしまい、暗あん澹たんたる気分に苛さいなまれる。ファルディオは頭を振ると、意識を切り替えて魔導書探しに専念することにした。

　ファルディオは昔から探し物が得意だ。単純に目ざといということもあるが、それ以前に、父親に言わせれば彼は「求めた答えに辿たどり着く才」とやらに恵めぐまれているらしい。正直今となっては父親から評価されることになんの価値も見み出いだせないが、しかし、一方でそんな自分の特殊な性質に関しては事実なんだろうなとも自覚していた。

「（ミーミル魔法学校飛び出してそう経たたずに、昔から興味あった《勇者》に出くわせた件に関しては、流石に出来すぎだけどな）」

　自分で自分の性質に少々呆れるファルディオ。そして……。

「（ま、結局俺の一番求めている答えに関して、未いまだにその片へん鱗りんも摑つかめていないあたり……この才能もあんまりアテになんねぇか）」

　自じ嘲ちよう気味に笑いながらも、ファルディオは古書店を探して回った。

　医療の街だけに、医学書ばかりが目立って魔導書は殆ほとんど見当たらない。しかしそれでも、ファルディオには不思議と「ここに禁忌魔法の魔導書がある」という確信があった。勿論、論理的な根こん拠きよは微み塵じんも無いのだが。

　しばらく街を歩いていると、たまたま飲食店街に差し掛かかったところで、大分見覚えのある蜜み柑かん色いろの毛玉を発見した。食べ物の匂においにでも反応しているのか、あっちにフラフラ、こっちにフラフラと漂っている。

　ファルディオは一度大きく嘆息してから、その不可解な毛玉を、頭からガッシリと摑んでやった。びっくりした様子の毛玉が、ぐにゅりと変形するほどに身を捩ねじって振り向く。

「こ、これふぁ、ふぁるひほ！　きぐーでしゅな！」

「奇き遇ぐうですな、じゃねえよ。なに仲間の看病もせずにほっつき歩いてやがんだ、てめぇ」

　言いながら手を放してやると、蜜柑色毛玉の使い魔──ルウは、「失敬な！」とぷんすか怒おこってきた。

「ルウは、勇者の使い魔としてちゃんとご主人達を心配しておりましたぞ！　心配しておりましたが……街に辿り着いた時点で既すでに最善を尽つくしきったルウに出来る事と言えば最も早はや、観光と食べ歩きにエステとショッピングぐらいしかなかっただけですぞ！」

「死に瀕ひんした仲間放置してどんだけ満まん喫きつしてんだてめぇは！　鬼おにか！」

「それは酷ひどい勘かん違ちがいですぞ！　ルウは、心配な気持ちを紛らわせるために……あえて、したくもない遊興にふけっておったのです！　ごっくん！」

「今なんかドサクサに紛れて嚥えん下かしただろお前！　何食ってやがる！　誰の金で、何食ってやがるんだ、お前は！」

「……なんですか。仲間達が軒のき並なみ意識を失う中、元気満点の魔物が一いつ匹ぴきで街に出て、『いつも頑がん張ばっている自分へのご褒ほう美び♪』という想おもいから、ちょいと拝借した旅資金を用いて、ちょっとした有名高級スイーツに舌した鼓つづみを打つことの、何が問題なのです！」

「愕がく然ぜんとする程ほどに全すべてが問題だわ！　働き盛ざかり女子の週末旅行かよ！　やっぱり全力で観光を楽しんでやがったんじゃねえかてめぇ！」

「そ、それも、心配を紛らわせようとすればこそ……」

　気まずそうに視線を逸らす、口の横にチョコつけた毛玉。ファルディオは「ったく」と呟くと、まあ結局いつものことかと、それ以上追つい及きゆうするのをやめてやることにした。

　とりあえずルウに自分がリハビリがてら魔導書探しとパンパシリに来たことを伝えると、多少罪悪感でもあったのか「ルウも手伝ってあげますぞ！」と提案してきたため、正直ファルディオ的にはかなり邪じや魔まだったものの、一応同行して貰もらうことにした。

　が、案の常、ルウは魔導書探し等興味無さそうな様子であり、ファルディオは暫しばらくナルス観光に付き合わされてしまった。

　正直ファルディオ的には退たい屈くつ極きわまりないものばかりだったが、ルウはと言えば……。

　ナルス教会にでかでかと掲かかげてあるステンドグラスを眺ながめすぎては「お目々が充じゆう血けつしましたぞ！　世界が真っ赤ですぞぉー！」と騒さわぎ立て。

　ナルス周辺特産野菜らしい《サントマト》を食い荒あらした結果、口周りを汚よごしてかなり恐おそろしげな魔物ビジュアルになり、街に一騒そう動どう起こしてしまったり。

　その挙句、やっとナルスを堪たん能のうし尽くして満足したのかと思えば、突然「ナルスはビビッドな色しき彩さいに欠けますな！　もっと街に赤や黄を！」等と非常にうざい評論を始める始末。

　その段に至っていよいよ堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたファルディオは、毛玉をむんずと摑んで魔導書探しへと戻もどった。

　そうして、不満顔のルウと共に書店等を見て回ること、たった数すう軒けん。ルウの文句も聞き終わらない段階で、実に早々と、二人は目的の魔導書を発見した。

　あったあったと気軽にそれを手に取るファルディオを、ルウは怒いかりも忘れて啞あ然ぜんとした様子で見つめてくる。

「え、え？　き、禁忌魔法の魔導書とは、そんな簡単に手に入るものだったのですか？」

「へ？　あー、いや希少は希少だぜ？　実用性も信しん憑ぴよう性せいも無ねぇから値は全く張らねぇけど、代わりに、現存する数も少ねぇっつか。でもまあ、俺が探せばいつもこんな感じだな」

「は、はぁ。……なんかこう、ルウ的には、かなり肩かた透すかしですぞ」

「そう言われてもなぁ。……さて、じゃあ早さつ速そく買って──」

　そう言ってレジに向かいかけた矢先、ファルディオは奥の書しよ棚だなの方に見知った顔を見つけた。

「あれ、フギンか？」

「ああ、確かにフギン助手ですな」

　そこに居たのは、白衣を身に纏まとった長身細身の黒くろ髪かみ眼鏡イケメンだった。

　珍めずらしいところで見かけるもんだと思い、何気なく様子を覗うかがうファルディオ。フギンからは二人が見えていないらしく、彼は、奥まった部分で書棚を見つめたまま、なにやら独り言の様なものをブツブツと呟いていた。

「……研究…………最終…………そろそろ……丁度…………シヴィル……ガンマ……」

「（？）」

　時折微かすかに漏もれ聞こえて来る単語と、その鋭するどい眼光に、ファルディオはハッとして息を飲む。そうして、詳くわしく彼の言葉を聞き取るべく、そぉっと慎しん重ちように、彼に見つからない様に距きよ離りを詰つめ──

〈ガンッ！〉「──ってぇ！」

　──ようとしたその矢先、上から頭に何かが落ちてきて、ファルディオは思わず声を上げてしまった。次の瞬しゆん間かんにはフギンがこちらを振ふり向き、相変わらずの胡う散さん臭くさい爽さわやかスマイルを浮うかべて近付いてくる。

「ファルディオさんに、ルウさん。こんな所で奇遇ですね。って、あれ、どうかされましたか？」

「ああ……いや……っ」

　ファルディオは頭をさすって呻うめく。そうして、今は足あし下もとに転がっている、自分の頭にぶつかったらしいものを確かく認にんすると、それは……。

「あん？……ナルスグルメガイド完全版……だぁ？…………。………………」

　ギロリとガラの悪い目付きで振り返るファルディオ。と、そこには、下手な口笛を吹ふこうとしながら、明後日あさつての方向を見るルウの姿があった。

　あのドジッ子毛玉野や郎ろう、と心の内で悪態をつく彼に、フギンは親しげに話しかけてくる。

「ああ、ファルディオさん、その手に持っているのって、もしかして、禁忌魔法とやらの魔導書ですか？　ルウさんやサクヤさんから話には聞いていましたが……いやぁ、本当に実在するとは！　凄すごく興味ありますねぇ、僕！」

　突然興奮した様子で前のめりになってくるフギンに、ファルディオは照れて頰ほおを搔かく。

「え？　あー……そうなの？」

「はい！　後学のためにも、是ぜ非ひ一度拝見させて頂きたく──」

「そ、そこまで言ってくれるなら、まあ、別にやぶさかでは……」

　禁忌魔法を好意的に見てくれる人間は少ないため、思わず少し浮かれてしまったものの、すぐにフギンに対する不信を思い出して、「い、いや」と続ける。

「完全に習得するには少し時間かかるから、また、それからで……いいか？」

「あ、そうなんですか？　分かりました、ではその機会を楽しみに待っていますね」

　ニコリと実に好青年然とした笑えみを浮かべるフギン助手。……しかし、なぜだろう。やはりファルディオは、彼に心を許しきる気にだけはどうしてもなれなかった。

「じゃあ、僕はこれで」

　と挨あい拶さつし、去って行くフギン。ファルディオとルウもまた魔導書の会計を済ませると、書店を後にした。

　そうして、なんとなく無言でパンを買いに行く道すがら、ファルディオはフギンがセシリアの病室で見せた表情を回想し……やれやれと嘆たん息そくすると、思わずぽつり呟く。

「……なんで俺様が、あの堅かた物ぶつ騎き士し女の心配してやらにゃなんねぇんだよ……くそ」

「？　なにか言いましたかな、ファルディオ？」

　聞き返してくるルウに、ファルディオは「なんでもねぇよ」とぞんざいに応じるも。

　しかしその数秒後。こほんと咳せき払ばらいした後、改めて、ルウに告げ直したのであった。




「あー…ったく、しゃーね。よし、じゃさっさとパン買って病院戻るぞ、お使い魔」








第二章　欠けた月の記き憶おく









　激動の病院襲しゆう撃げき事じ件けんから一夜明け。

　一いつ般ぱん病室で起き床しようした私は、軽く身み支じ度たくを調ととのえて部屋を出た。

「…………ふぁ」

　だらしないとは分かりつつも、倦けん怠たい感から来る生あくびが止められない。それもそのはずで、結局昨日はあれから散々病院内を迷った挙句、その後は初見の街を舞ぶ台たいに、殆ど夜を徹てつしてのあてもない仲間捜そう索さく。しかもその成果が一いつ切さい無しとなっては……その徒労感たるや。病やみ上がりなことも手伝って、流石さすがの私でも少しまいっていた。

　とはいえ、トオル達に必要以上にだらしない姿を見せたくもない。私は気を引き締しめ直すと、昨夜アヤ院長に言いつけられた通り、病院入り口脇わきの食堂（といっても職員はいないが）へと向かう。と、そこには既に三人の人間が一つのテーブルを囲んで着席していた。

　私が朝の挨拶をすると、三人はこちらに視線を向け、内二人は元気に、しかしもう一人は私と同じくげっそりとした様子で返してくる。

「うむ、おはよう大臣だな、セシリア君」

「おはようございます、セシリアさん！」

「…………おはよう、師し匠しよう」

　ああ、などと応じながら、自分の場所と思おぼしき椅い子すに腰こしを下ろす。すると、私の対面席に居た緑みどり髪がみの少女──サクヤ・ルーンが、場を仕切る様に笑顔で声を上げた。

「では、皆みなさん揃そろいましたし、今日も朝食に致いたしましょうか」

　彼女の言葉を受け、私達は全員で「いただきます」と挨拶してから、それぞれ食事に手をつけ始めた。

　しかしそれでも未いまだに表情を曇くもらせたままの私とトオルに対し、アヤ院長が頰ほお一いつ杯ぱいにリスの如ごとくパンを頰張りながら促うながしてくる。

「ほら、どうした二人とも？　遠えん慮りよはいらんのだぞ？　食費は教会が先さき払ばらいしてくれている入院費に含ふくまれているのだから、たーんと食ったらいいのさ。ま、作ってくれたのはサクヤ君だがな。キミ達の入院からこの方、彼女はちょっとしたナース大臣に就任してくれているのだよ。おかげで、キミ達もいい食事が食べられるわけだ！」

「まあ、職員のアヤ先生まで一いつ緒しよに食べる理由はないんですけどね……」

　苦笑いをするサクヤ。彼女はそのまま、私達に語りかけてくる。

「というわけで、お口に合うかどうか分かりませんが、宿屋の娘むすめとしてそこそこ腕うではあるつもりですので、どうぞ召めし上がって下さいな」

『……ありがとう』

　しかし、そう言われてもやはり食事が遅ち々ちとして進まない私達に、大人びた笑みを浮かべたサクヤが更さらに言葉を続けて来る。

「その、ファルディオさんやルウちゃんのことが心配なのは分かりますけど、落ち込んでいても始まりませんよ、お二人とも？　聞けば、昨夜は殆ほとんど一晩中、アテもなく街を捜さがし回ったそうじゃないですか。残念ながら成果は無かったみたいですけど……その、でも、今後の活動のためにも、ご飯ちゃんと食べて、元気つけて下さい。ね？」

　彼女の年ねん齢れいに似合わない実に大人な物言いを受け、私とトオルは思わず顔を見合わせると、二人同時に一つ息を吐はき、彼女の言う通りだなと反省し改めて朝食に取りかかった。

　ようやく動き始めた私達を見て、サクヤがテーブルの中央のボウルからサラダをとりわけ始める。……そのあまりの女子力の高さに、少し心が挫くじけかける。また目玉焼きが美味うまい。本当に美味い。私は思わず呟つぶやく。

「こういう定番料理を美味おいしく作れるというのは、素す晴ばらしい技術だな」

「そんな、褒ほめすぎですよ。セシリアさんだって、目玉焼きぐらいは作れるでしょう？」

「ああ、いや、私が作れる卵料理など、精々ぐちゃぐちゃに搔き回して焼くだけの──」

　照れ笑いを浮かべながら、私は皆みんなに告げる。




「──あら汁じるぐらいだな」




『出来ないよ！』

　食しよく卓たくの全員が愕がく然ぜんとした表情で私を見つめている。一体どうしたというのだろう？

　サクヤが笑顔を引きつらせながら訊たずねて来る。

「す、スクランブルエッグの、間ま違ちがいですよね？　そうですよね？」

「すくらんぶるえっぐ？　何を言っているのだ、サクヤは。溶といた卵をフライパンの上でかき混ぜながら焼くと出来るものなど──あら汁ぐらいだろう」

「いやいやいや！　え？　セシリアさん、何の話をしているんですか!?　これ、料理の話ですよねぇ!?　錬れん金きん術じゆつの話じゃないですよねぇ!?」

「無論だ。あ、そうか、一つ補足をつけ忘れた。あら汁が出来るのは、十回中、九回だ」

「超ちよう高確率で謎なぞの錬金術が発生しているじゃないですか！　普ふ通つうにスクランブルエッグが出来るのが十回に一回だなんて、それどういう──」




「いや、残りの一回は『てっぽう汁』が出来るぞ。──当たりだ」




『当たり!?』

　また全員が目を飛び出させている。アヤが「なんだその料理にあるまじき概がい念ねんは！」と叫さけんでいるが……一体どうしたというのだろう？

　イマイチ話が嚙かみ合わないので、私はとりあえず食事に集中することにした。すると皆も一度頭を抱かかえてから、何かを忘れようとするかの如く、黙もく々もくと食事に戻もどる。再び平和な朝食風景が戻って来た。実によろしい。

　実際、サクヤの用意してくれた朝食は全すべてが美味しかった。実に圧あつ倒とう的てき女子力である。トオルなどは、病み上がりなのにいつもより食事が進んでいる有様だ。悔くやしい。

　が……しかし、取り分けてくれたサラダに関してだけは少々見た目がアレだった。

　私は大人げないと分かりながらも、やんわりと、しかしここぞとばかりに突つく。

「ふむ……しかしこのトマトは、かなり酸っぱそうではないか？」

　輪切りのトマトにフォークを突き刺さしながら言う。するとサクヤは少し怪け訝げんそうに「そうですか？」と応じて説明を続けてきた。

「この地域特産の《サントマト》というのを、店のおじさんに薦すすめられるままに買ってみたんですけど……そんなに酸っぱそうですかねぇ？　私的には凄く美味しそうだと思ったんですが……」

「子供だと舐なめられて、まだ未熟なものを押し付けられてしまったのかもな」

　言いながら、フッと大人の余よ裕ゆうを含んだ笑みを浮かべつつ、トマトを口に運ぶ。そうしながらも、私は彼女にしつけを施ほどこすが如く胸を張って語った。

「ふふっ、なんだかんだ言って、まだまだ子供だなキミは。いいか、サクヤ。旅先で地元食材を購こう入にゆうする際は、ちゃんとその性質や鮮せん度どや熟うれ方を確認してからだな──」

　ぱくり。




　──信じられない程ほどに美味なトマトだった。っていうか生しよう涯がいナンバー１トマトだった。




　私は即そく座ざにテーブルに頭をこすりつけて謝罪する。

「申し訳御ご座ざいませんでした。騎き士し一筋の私が料理を語る等、百年早うございました」

　私の全力謝罪に、サクヤは困った様に笑う。

「あ、あはは、褒めて貰もらうのは嬉うれしいですけど、これはほら、《サントマト》が美味しかっただけで、私の料理の腕は関係ないですから。頭を上げて下さいよセシリアさん」

　その慈じ愛あいに満ちた言葉に、私は感動すら覚えながら頭を上げる。

「サクヤ……私は少々キミを誤解していたようだ。キミは、本当は実に家庭的な──」

「あ、でも料理出来る女子と出来ない女子なら、確か、トオルさんは断然出来る人が好きなんでしたよね。ねー、トオルさん？」

「──しかしそれでいてやはり天性の悪女でもあるようだな！」

　トオルの口についたトマトの汁をナプキンで甲か斐い甲が斐いしく拭ふいてあげながら、私にどこか勝ち誇ほこったような笑みを見せてくるサクヤ。……くっ、その歳としにしてなんたる「女」っぷりだ！　これが世間一般の女子というものなのか！　だとしたら、どうなっているんだ私の女子力は！　覚かく醒せいはまだなのか！　このままじゃ手て遅おくれになるぞ！

　しかし当のトオルはと言えば、特にサクヤと私の間の火花に気付いた様子も無く、「え、そんなこと言ったっけなぁ？　あれぇ？」等と実にのほほんと首を傾かしげていた。……いや、まあ、やはりこれが、この年代の普通だろう。このサクヤという少女は、接客業経験がなせる業わざなのか、やはりかなり大人びているようだ。私からすると、悪い意味の方で。

　私はムスッとしながらも、乱暴にサラダを貪むさぼる。しかしこんなにクサクサしていても、それでもやはり《サントマト》は舌がとろける程に美味しいのであった。




　　　　＊




「で、昨夜はあまり見回らなかった中央繁はん華か街がいまで来てみたはいいものの……」

　活気溢あふれる商店街の中程まで来て、私は途と方ほうにくれた様に足を止める。

「……なにを、どう捜せと言うのだ」

『うーん……』

　私の問いかけに、同行者二人……トオルとサクヤも困ったように唸うなる。

　朝食を終えた私達は、三人揃って街に出て来ていた。目的は勿もち論ろん、昨夜の病院襲撃時に黒幕と協力して都市警察から目下指名手配中のメルクリウスとルウの発見及および確保である。教会からの働きかけのおかげで、都市警察には彼らが私達、勇者一行の関係者だとまでバレなかったのは幸いだったが……。

　トオルが、珍めずらしく本当にまいったという風ふ情ぜいで肩かたを落とす。

「強い敵の登場とか、旅での遭そう難なんとか、そういう覚かく悟ごは最近出来始めていたけど……寝ねて起きたら仲間の半数が犯罪者だなんて、夢にも思わなかったよ……」

「うむ、私の長い騎士人生の中でも、あまりにイレギュラーすぎるトラブルで対処法が全く思いつかんな」
















「あ、はは……」

　流石さすがに最も早はや笑うことしか出来ないらしいサクヤも含め、三人、どんよりとした気分になる。厚い雲に覆おおわれた空は、まるで私達の心を映す鏡だ。しかも予報によると、この雲は長いこと停てい滞たいするらしい。

　サクヤがぽつりと漏もらす。

「でも昨日までは、本当に爽さわやかな快晴が続いていたんですけどね……」

『…………』

「……あ、なんか、すいません……」

　……いけない。このままでは、いつまでも落ち込んでしまう。

　私は気分を切り替かえる様に、街並みを眺ながめながら二人に話しかけた。

「さて、これからどうしたものかな。三人手分けするのも手だが……私とトオルはまだ全くこの街について知らないしな。出来れば、今日はサクヤに軽く案内して貰えると助かるのだが」

「はい、それは勿論！　私もルウちゃん心配ですから。……あ、ファルディオさんも」

　笑え顔がおで快かい諾だくしてくれるサクヤ。うむ、やはりこの子は基本良い子だな。さりげなくメルクリウスの扱あつかいが一段下なあたりも、私的には高評価だ。これなら意外と仲良く──

「で、セシリアさんが街に馴なれるであろう明日あしたからは、セシリアさん単独の『独身騎士』チームと、私とトオルさんによる『仲良しさんチーム』に分かれて探たん索さくしましょうね！」

　──前言撤てつ回かい。この子はやはり敵だ。下手すると魔ま人じん以上の、私の敵だ。実際彼女、恐おそろしいことに満面の笑みでさも名案とばかりに提案してきた。凄すごいな。女って、ホント凄いな。いや、私も女のはずなのだが。……取りあえず軽く睨にらんでおこう。

　しかしそんな女同士の水面下の攻こう防ぼうの中、やはりトオルはのほほんと何も察せず……しかしだからこそ、このパワーバランスを一気に破は壊かいする無自覚爆ばく弾だん発言を投下する。




「え、チーム組むなら、ぼくは師し匠しようとがいいなぁ」




『!?』

　刹せつ那な、私とサクヤに動どう揺ようが走る！　サクヤはショックで呆ぼう然ぜんとし、私は頰ほおを一気に熱くしてしまっていた。

　色んな意味で二人の女の胸がバクバクと鳴る中、トオルはニコッと笑って続ける。

「だってぼくと師匠、戦せん闘とうだと凄く息合うんだよ、サクヤ」

「せ、戦闘……ですか」

　だくだくと顔に汗あせを搔かき始めるサクヤ。しかしそれに気付きもしない無む邪じや気きなトオル。

「うん！　だからさ、ルウとファルディオ見つけて、更にその、フギンさん？　にまで出くわしたとしてもさ。全快したぼくと師匠が揃そろってれば、一気にカタつけられると思うんだよね。でも二人離はなればなれだと、単独じゃ手に余りそうっていうか。ほら、ああ見えて、ファルディオとかルウも、ぼくらより一枚上手なとこあるし……」

「あ、ああ、そういう…………でも……」

　サクヤが、悔しそうに私の方を見てくる。それに対し、私はと言えば……。

「……ふっ」

「!?」

　ここぞとばかりに勝ち誇ってやった。女子力方面では遅おくれをとるばかりだが、しかし「旅を共にする仲間」という部分では、私に遥はるかに分があるらしいな。

『…………』

　ばちばちと、私とサクヤの間に火花が散る。正直子供と張り合うなど騎士のすべきことではないが、しかし、この子は既すでに立派な「女」。私とて気を抜ぬいては──

「ねぇねぇ、ところで、二人とも、いつまでここで立ち話するのさ？」

『あ』

　トオルに言われ、ようやく本来の目的を思い出す。……いけない。一体私は何をしているのだ。騎士としてあるまじき失態だ。

　サクヤも少し反省したのか、私への敵対視線を緩ゆるめてこほんと咳せき払ばらいする。

　そんなわけで、私達は改めてメルクリウス達の捜そう索さくを再開させたのだった。




　　　　＊




「でも実際、襲しゆう撃げき事件って、何があったんですか？　私、少し離れた宿屋泊とまっているので、朝食作りにきてアヤ先生に話聞くまで事件があったことさえ知らなかったのですが」

　街をぶらつきながら放たれたサクヤの質問に、トオルが困った様に頭を搔く。

「ぼくらも事件が大体終わってから起きたから……。でも、アヤおねーさんが言うには、なんかまず動力系統を破壊された上で、混乱に乗じて、色々盗ぬすまれたらしいよ」

「色々って……医い療りよう器具とかですか？」

　確かに、病院から盗まれるものと言ったらそれぐらいしか思いつかない。後は、個人情報やらなにやらか。しかし実際は……。

　私は表情を引き締しめて口を開く。

「いや、アヤ院長の研究成果が盗まれたらしい。その具体的内容は聞いていないが、彼女の様な優ゆう秀しゆうな研究者が、女め神がみ教会の全面バックアップを受けた上で、しかし情報を知る関係者を極限まで絞しぼった上で行っていたという研究だ。それは……」

「あー……思ってたより、重大事件っぽいですねぇ」

　サクヤが今いま更さらながらに困った顔をする。私は「そうなんだ」と肩を落とした。

「で、現在でこそ回復しているものの、元々かなり厳重であったはずの動力周りのセキュリティが全く機能しなかった時点で最有力候補として疑われているのが、例の事件で私達と交戦した上に、現在はメルクリウス達と共に姿を消しているという……」

「あ、フギン先生ですか？」

「知っているのか？」

　少し驚おどろきながら訊たずねる。サクヤは「ええ」と頷うなずきながら応じてきた。

「病院で面識はありましたよ。そうそう、それこそセシリアさんの病室でも」

「わ、私の病室にヤツが？　それは一体……」

　襲撃事件の容疑者として疑われている人物が、意識を失っている自分の部屋に居たなど、あまり気持ちの良い話ではない。そんな私の反応をサクヤは察してくれたのか、「あ、いえいえ」と優やさしげに微笑ほほえんでくれた。

「普ふ通つうに、お仕事として、様子を見に来てくれていただけだと思います。フギン先生、いい人でしたし……って、今言ってもあんまり説得力ないですかね」

「いや、そんなことはない。……ありがとう、サクヤ」

「いえいえ。私は思った通りに言っているだけですよ」

　にっこりと微笑むサクヤ。うーむ、トオルが絡からまない限りは、やはり凄くいい子なのだがなぁ……。

　私がもやもやとしていると、サクヤが「あ」と何か思い出した様に声をあげる。

「どちらかというと、ファルディオさんが、凄く苦手そうでした。フギン先生」

「メルクリウスが？」

　思わずトオルと顔を見合わせる。……いまいち、どう判断していいか分からない情報だ。実際ヤツはそこそこ信しん頼らいに値あたいする目と頭脳を持つ男ではあるが、しかしそうかと思えば割としょーもない判定基準で人を見たりもするからな……。

　サクヤが続ける。

「だから、アヤ先生も言ってましたけど、ファルディオさんやルウちゃんがフギンさんに荷か担たんしているとしたら、それは、よっぽどの事情というか……その、やっぱり何かで脅おどされている可能性が高い気がします」

　サクヤの言葉を受けて、トオルが「あー」と脱だつ力りよくして唸る。

「なんだろ、こんなこと言うの不ふ謹きん慎しんかもだけど……脅されて酷ひどいことに巻き込まれているあの二人って構図、なんだか凄く似合ってるよね」

『あー……』

　確かに、物凄くしっくりきてしまった。彼の言うとおり不謹慎ではあるが。

　しかしトオルのその言葉で、私達の心持ちが幾いく分ぶん楽になったのも事実だった。正直、昨晩などは、起きてすぐの混乱状態も相あい俟まって、心に余よ裕ゆうなど微み塵じんも無く、悪い想像ばかりを重ねてしまっていたのだ。

　しかしトオルの言うように、「いつもの様にあの二人が災難に巻き込まれているだけ」という風に考えると、別に状じよう況きようの何が変わったわけでもないのだが、不思議と前向きな気分になってくる。

　心に少しゆとりが出来た私は、改めて街並みへと目を向けた。

《先せん端たん医療開発特区ナルス》は、その名の通り医療施し設せつが多いため、正直なところ街を歩く上での見所は少ない。そんな中でも目につくものと言えば、どこでもやたらに積まれたサントマトや、つい先日目もく撃げきされたという謎なぞの凶きよう悪あく毛玉モンスターの張り絵（ルウに酷こく似じしている気がするが、顔が凶悪かつ口周りが妙みようにグロすぎるので違ちがうだろう）。

　後は、どうやらこの街単位での流行だったらしい、趣しゆ味みの悪い口紅ぐらいだった。……先端医療の研究に従事する様な頭のいい女達というのは、ファッションへの考え方でも最先端を突つっ走っているのだろうか。流行どころか、そもそも「ファッション」という概がい念ねん自体が欠けつ如じよしがちな私にとっては、少々理解しかねる世界だった。

　しかしそんな、決して観光地としては映はえない都市にだって、一つや二つぐらいは見所となる場所もあり。

「おお……これはまた……壮そう観かんだな……」

　ナルス中央繁はん華か街がいを少し外れた区画にある、ナルス教会広場。

　その中の中央に鎮ちん座ざする巨きよ大だいな教会堂には、長年教会に仕えるセシリアでも初めて見る規模の……。




　荘そう厳ごんかつ美び麗れいなステンドグラス装そう飾しよくが、実に堂々たる偉い容ようで掲かかげられていた。




　何らかの魔法加工でも施ほどこされているのだろうか。陽ひが出ていないにも拘かかわらずそのステンドグラスは眩まばゆい輝かがやきを放っている。

　トオルと私は、しばらく時を忘れて呆然とそれを眺めてしまった。

　青々と生おい茂しげる木々と、それを映す鏡面の様な美しい湖が、ガラス工芸とは思えない程ほどの繊せん細さいさで描えがかれている。

　元々期待が皆かい無むで訪おとずれたせいもあるのだろうが、それは、まず間違い無くこの街一番の見所と言って差し支えのないものであった。

　既に一度見た事のあったらしいサクヤが、少しだけ誇ほこらしげに話す。

「凄いですよねぇ、これ。私も、医療の街というイメージばかりあったので、偶ぐう然ぜん通り掛がかって見た時は感動しちゃいました」

「うん……あんまり芸術とか分からないぼくでも、流石さすがにこれは凄いや……」

　ステンドグラスの反射か、トオルの目がキラキラと輝く。私もまた、芸術方面には正直からきしだが、それでも、心から感かん嘆たんの言葉が漏もれた。

「実に、力強い生命力を感じさせられるな……」

　その私の言葉に、トオルとサクヤは目を見合わせる。……あれ？

　彼らはどうも、私とは違う感想を持っていたようだ。トオルが「ぼくは……」と切り出す。

「どちらかというと、こう、哀あい愁しゆうとか寂さびしさみたいなもの感じるかな……」

「ええ？」

「ですね。私も、郷きよう愁しゆうみたいなもの感じましたよ。あとは、情熱的な恋れん慕ぼとか？」

「れ、れんぼ？」

「あ、確かにそういうのもあるかもね、サクヤ」

「はい、ですよね、トオルさん！」

「く……っ？」

　見れば、またサクヤに勝ち誇った様な顔をされていた。……く、まさかこんな子供達に、芸術へ対する理解度で遅れを取るとは！　しかしこのステンドグラスを見てそんな若じやつ干かん捻ひねった感想にすぐ辿たどりつくなんて、二人ともどれだけ感受性豊かなのだ！　これではぽけっと脊せき髄ずい反射的に物もの凄すごくストレートな感想を言った私が、馬ば鹿かみたいではないか！

　そんな私の悔くやしそうな反応に気付いたのか、トオルが慌あわててフォローしてくる。

「あ、いや、こういうのの感想は、人それぞれだと思うよ？　ぼ、ぼくは好きだなぁ、師し匠しようのそういう……なんだろ、ま、前向きなとこ？」

「やめてくれトオル！　そんな大人な対応をするな！　なんだか余計胸が痛む！」

　私の絶ぜつ叫きようを受け、素す直なおに謝るトオルと、涙なみだ目めの私。そしてそんな私をニヤニヤと見守っていたサクヤが、実に意地悪な顔で切り出してくる。

「あ、ちなみに実際このステンドグラスの題名はですねぇ、生命力とかじゃなく──」

「悪あく魔まかっ！　私に意い気き揚よう々ようとトドメを刺さしに来るのはやめろぉおおおおお！」

「そうですか？　じゃあ、ここは私がトオルさんにだけ耳打ちを……」

「!?」

　そう言って、トオルに実に自然に密着して耳にひそひそやり始めるサクヤ。

　なん……だと？　今のくだりは、私への攻こう撃げきとトオルへの接近を兼かねた、完全必殺の罠わなだった……だと？　恐おそろしい……恐ろしいにも程があるぞ、サクヤ・ルーン！




　とにもかくにも、こうして三人、なんだかんだで和わ気き藹あい々あい（？）と街内を見て回り、仲間捜索一日目は意外な程に何事もなく過ぎ去っていったのだった。
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　捜索二日目は、結局のところ私とトオルが二人で行動することになった。ただ理由は私とサクヤの攻防が云うん々ぬんではない。

　そもそも無む闇やみに一いつ般ぱん人たるサクヤを荒あら事ごとに巻き込むわけにもいかないのは勿もち論ろん、彼女には彼女の仕事（勉強兼かねて滞たい在ざい先の宿屋を多少手伝っていくらしい）もある。そんなわけで、サクヤにはもし何か見かけたら連れん絡らくをくれるようだけ伝え、基本は私とトオルの二人で動くこととなった。

　ちなみにアヤ院長はと言えば、一番の被ひ害がい者しやの割にはあまり犯人捜さがしに積極的でもないようだった。というより、とにかく研究以外に興味が薄うすいらしい。私とトオルが出る際に「あ、ついでにパン買ってきてくれ、パン。頼たのむよ探たん偵てい大臣」とか言ってきたところを見ると、いよいよ危機感が欠如しているようだ。……まったく、天才というヤツは。どうにも浮うき世よ離ばなれしているというか、なんというか……。

「ああ、今にも降ってきそうだなぁ」

　隣となりでトオルが空を見上げて呟つぶやく。つられて視線をやると、ナルス上空は今日も予報通りに鈍どん重じゆうな雲に覆おおわれていた。この分だと、本当に暫しばらくの間この街で晴れ間が覗のぞく機会には恵めぐまれなさそうだ。私はやれやれと息を吐つく。

「早く旅を再開させて、太陽の光を拝みたいものだな」

「だね。そのためにも、さっさとルウとファルディオを助けてあげなきゃね、師匠」

「ん？……ああ、そうだな。助けて、あげなければな」

　私は微笑んでトオルに返す。……まったく、本当に純じゆん粋すいな子だ。彼らが病院襲しゆう撃げきの犯人に協力していると聞いてもなお、二人を疑う気持ちは微塵もないらしい。

　私とトオルはしばらく街の中を歩いて回った。都市警察から教会を通して捜そう査さ情報は手に入れていたが、しかしやはり確定的なものは何一つなかったため、私達に出来る事は結局街を虱しらみ潰つぶしに散策することぐらいだった。

　しかし、全くの無策が故ゆえの行動かというと、そういうわけでもない。私とトオルが二人きりで行動していれば、もしかしたら、あちらからコンタクトがあるかもしれないとも考えていたのだ。

　だから──

「わぁっ、師匠！　あっちにもランチの美味おいしそうな店があるよ！」

「む、何処どこだ何処だ？」

　──一見私達が実に楽しそうに観光を満まん喫きつしているように見えても、それは、あくまで捜査の一いつ環かんであって、決して、ただただトオルと二人きりのデートを堪たん能のうしているわけでは、ないのである！　心の中では、物凄く仲間を心配しているのである！

　私はしかしこんな素晴らしい状況を提供して下さった女め神がみ様に全力で感謝しつつ、トオルの指した店に向かい、二人で和気藹々と昼食を取る。……至福だ……。

　ちなみに料理は、どうも毒々しいビジュアルの海老えびと、殆ほとんどジュースの様な色合いの葡ぶ萄どう酒しゆを頂いた。毎回味は良いのだが、どうもこの街の食材は見た目が悪い気がする。もしかして何らかの実験の産物（味だけに特化した）じゃないかと邪じや推すいもしたが、まあ同どう伴はん相手のトオルが特に気にした様子も無く美味しく頂いている現状、わざわざ水を差すようなこともあるまいと、私の感想はそっと胸にしまっておいた。

　午後からは露ろ店てんの並ぶ目め抜ぬき通りを散策し、各種様々な店を冷やかして回った。

　いい武具屋があればこの機会に装備の新調を図っても良いと思っていたのだが、そこはさすが医い療りよう特区。武具屋自体が少なく、そしてその数少ない武具屋の品質も決して高くはなかったため、私は装備の新調を諦あきらめた。

　そんな肩かた透すかしを喰くらった結果、何か代だい替たいを求める様な気持ちになってしまったのか、気付いた時には私は、普ふ段だんなら入らない装そう飾しよく品ひん店てんへと足を踏ふみ入れてしまっていた。

　トオルと二人、見るともなく商品を眺ながめる。と、その中に一つ、不思議と目を惹ひく髪かみ飾かざりがあった。三日月を象かたどったそれは、説明を見るだに特に何か魔法効果があるでもなく、頭部の防ぼう御ぎよ性能を高めるでもない、騎き士しとしての自分にしてみれば本当に何の価値も無い、正しよう真しん正しよう銘めいただの髪飾りであったのだが。

　どういうわけか中々目が離はなせず、思わずうっとりと眺めてしまう。

　一人でしばらく呆ほうけていると、突とつ然ぜん私の隣に姿を現したトオルが、ひょいっと勢い良く手を上げて、店の奥の主人を呼びつけた。

「あ、すいません、おじさーん！　これ、くださーい！」

「!?　トオル!?」

　ギョッとして彼を見やる。トオルはと言えば、どこか悪戯いたずらな笑えみを私に向けていた。

　私が啞あ然ぜんとしている間にも、あれよあれよという間にトオルと店主の商談が進む。そうして次に気付いた時には、店主のおじさんが微笑ほほえましそうに見守る中、中ちゆう腰ごしに屈かがんだ私の頭に、トオルが、三日月の髪飾りを着けてくれていた。

　立ち上がり、頭の髪飾りに触ふれ、しかし未だ呆ぼう然ぜんとする私に、トオルが告げてくる。

「えへへ、師匠にはどっかのタイミングで無理矢理物買おうって決めてたんだよね」

「？　それは、どういう？」

「だって師匠、出で逢あってからこの方、全然自分の買い物しないでしょ？　ファルディオとかルウは勝手に教会から支給されてるお金とか、ルザルで貰もらった賞金とか使って豪ごう遊ゆうしたりするのにさ。だから、もし師匠が何か旅の必ひつ需じゆ品ひんとか以外を少しでも欲ほしそうにしたら、絶対買ってあげようって思ってたんだ！」

「トオル……」

　なぜだろう、仲間から些さ細さいな厚意を受けただけなのに、自分でも意外な程に心の核かくが揺ゆれ動き、油断をすれば涙まで零こぼしそうだった。自分の脆もろさに愕がく然ぜんとするが、しかし、思えばシヴィル家からは勿論、自分自身からでさえ、私という人間には食事以外での「褒ほう美び」と呼ばれるものが与あたえられたことは無かったかもしれない。

　動どう揺ようし、どうしていいか分からない私に、少年は照れた様に微笑む。

「なにより、師匠が珍めずらしく着目しただけあって、ぼくもそれ、師匠に似合うと思ったからさ。……うん、実際凄すごく似合ってるよ、師匠！　ばっちり！」

　言われて、私も脇わきの姿見で自分の姿を確かく認にんする。そこには……ただ髪飾りをつけただけだというのに、途と端たんに騎士ではなく、一人の女の子になってしまったかのような、なんとも軟なん弱じやくで面おも映はゆく……しかし決して悪くはない、そんな自分の姿が、あった。

　私は込こみ上げてくる感情をぐっと堪こらえて、ただただ感謝の微笑みをトオルに向けると、声が震ふるえない様精せい一いつ杯ぱい努力して、彼に伝えた。

「ありがとう、トオル。……一生、大事にさせて貰うぞ」

「あははっ、大おお袈げ裟さだなぁ、師匠は」

　トオルが笑い、店主がまるで仲の良い姉弟きようだいでも見るかの様に、優やさしく見守る中。

　私は一人、彼らにバレないように、小さく呟く。

「一生……大事にするよ……。本当に……」

　そうして私はそっと、目め尻じりに溢あふれた涙を拭ぬぐったのだった。
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　結局それから更さらに丸二日間、事件自体には何の進展もなかった。私とトオルは毎日見回りをしたものの、二人を発見することも、あちらから接せつ触しよくされることもなく。トオルと二人で街を歩くという状じよう況きようは、それはそれで楽しくはあったのだが、流石さすがに仲間二人が犯罪者として追われたままで心底浮うかれ続けていられるほど、私達は薄はく情じようでもなかった。

　かといって焦あせってもまた何も変わらない。私達はただただ、次に繫つながる「何か」が起こるのを待つしかなかったが、ナルスという街は無情にも平和そのものだった。

　ただ一応、多少街のトピックスがないわけでもない。

　近ちか頃ごろとみに大病院の閉へい鎖さ・もしくは研究機関への転向が多い傾けい向こうにあるだの、研究に特化しすぎているせいか街に冷たい人間が多くなっただの、商業施し設せつが減っただの、でも街の収益自体は向上しているだの……まあ、割とありがちな話題だ。

　中でも一番気になったのは「最近街中で魔ま物ものの目もく撃げきが相次いでいる」ということだったが、しかし、この手のトラブルもどの土地にもつきものな上、正直今回の事件への関かかわりは殆ど無さそうではあった。一応私達も多少気にして街を見て回っているが、今のところ魔物に遭そう遇ぐうはしていない。……あまりアテにならない情報だろう。

　ちなみに一番どうでもいいけど個人的に報告しておきたいトピックスとしては、「サクヤが私の髪飾りをちらりと盗ぬすみ見る度たび、最近私は渾こん身しんのドヤ顔を決めてやっている」というものがあるのだが……いや、やっぱりこれはいいか、うん、失礼した。

　とにもかくにも、ナルスでの日々は、良くも悪くも平和に過ぎ去っていた。

　そう。

　あの日。




　黒衣を身に纏まとったファルディオ・メルクリウス達の襲撃を、受けるまでは。








前日譚　ファルディオ・メルクリウスの災難









【病院襲撃事件から遡さかのぼること、一日前】




「謂いわば神への挑ちよう戦せんとも言えるだろうな」

「はぁ……」

　院内食堂でサクヤ手作りの朝食をとりながら、ファルディオ・メルクリウスはちぎったパンを片手に、露ろ骨こつに気の無い相あい槌づちを打った。が、女医はそんな彼の反応をまるで意に介かいした様子も無く、フォークを振ふり回しながら滔とう々とうと語る。

「そこなへっぽこ大臣よ。人類が他ほかの動物や魔物より決定的に優すぐれている部分はなんだと思う？」

「…………」

「そう、医療技術だよ、ファルディオ君！」

「いや俺は何も答えて──ってやっぱり俺だったのかよっ、へっぽこ大臣！」

　誰だれに話しかけているのかなと思ったら、自分だったことに愕然とするファルディオ。サクヤとルウが失しつ笑しようする中、アヤの演説が続く。

「医療こそが、人を人たらしめるものであると同時に、人を更なる高みへと導くもの……つまりは、神大臣へと近付く手段そのものであるのだよ！」

　神大臣って表現だと、なにやら歴代の大臣でも一番有能だった人物みたいだなとファルディオはぼんやり考えた。その間にもアヤのご高説は続いていたが、そんな中ファルディオは自らの中にふと湧わいた反論を、ぽろりとそのまま零こぼしてしまう。

「俺なんかは、魔法こそが、人類の叡えい智ちの象しよう徴ちようだと思うがなぁ」

　ファルディオの言葉に、予想通りアヤは呆あきれた表情を見せた。

「ああ、分かってないな、キミは。魔法はあくまで、女め神がみの恩おん寵ちようによりもたらされているものではないか。失言大臣にも程ほどがあるぞ、ファルディオ君」

　なんだかリアルにイヤな大臣に任命された。失言大臣。実に任期が短そうだ。

　ファルディオはしかし、それでも食い下がる。

「おやおや、研究者ともあろう方が、教会サマの教え通りに女神を信じているのかよ？　あぁ、そうか、ここ教会から援えん助じよ受けている病院だもんなぁ。少なくとも表向きには、女神サマを信しん仰こうしていることにしないといけないよなぁ、わりぃわりぃ」

　ついつい口調がとげとげしくなってしまう。こういう絡からみ方は駄だ目めだなと思いつつも、それでもどうにも自制が効かない自分に、ファルディオは少し驚おどろいた。

「（あー……なんか過去の自分や魔法学校のヤツらの努力を、全部『女神様の恩寵』で済まされたのが気に食わなかったのか？　俺）」

　自分で自分を分ぶん析せきして、青いなぁと思わず苦笑いしてしまう。こういうとこで飄ひよう々ひようとできてこその、大魔ま導どう師しだろうに。

　ファルディオが自じ嘲ちよう気味に笑っていると、アヤは少し表情を引き締しめて続けて来る。

「確かに私は女神の存在を確信しているが、それは信仰からというより、最新の研究や医学的見地から考えても実際理に適かなった存在だからだ。というのも……」

「いやいや、いいよその辺は。俺も悪かった。んで、話を思いっきり戻もどさせて貰うけどさ。そもそも俺、ただ、アンタが何の研究してるのかって興味本位で聞いたんだけど」

　そのファルディオの言葉にアヤは目をパチクリと数回瞬またたかせ、やがて今気付いたかのようにハッとした様子で「ああっ、そうだったそうだった！」と笑う。

「ふむ、一言で表現するのは難しいが……要は、医療の発展と人類の更なる飛ひ躍やくのために尽じん力りよくしている、移植大臣とでも言うのかな」

「……全然分からないんだが。異色？　確かにアンタ変わっているけどよ……」

　散々話を長引かされた挙句、思っていた以上にアバウトな答えが返ってきたため、ファルディオはげんなりと肩かたを落とす。

　ルウとサクヤが、最初から会話への参加を放ほう棄きした様子できゃっきゃと二人朝食を食べる中、アヤが再び切り出してきた。

「手広く色々やってはいるのだが、教会や世間から私が期待・評価されているのは《移植》という分野に関してだな。臓器や体の一部を、提供者から受給者に移し植える医療のことだ。そういう意味では、セシリア君の特とく殊しゆ血液調達などに関して、私は一流の専門大臣と言って良いだろうな。だからこそ教会は私を頼たよったのだろう」

　偉えらそうに豊満な胸を張るアヤ。ファルディオは少し照れながら呟つぶやく。

「へ、へー、そりゃ運が良かったな、あいつ」

「ちなみにファルディオ君の複雑骨折やらなにやらに関しては、完全に門外漢大臣だな」

　再び豊満な胸を張るアヤ。ファルディオはパンを皿に叩たたきつけて激げき昂こうする！

「そりゃ運悪かったなぁっ、俺！　っつうか、なら俺の治ち療りよう請うけ負うな！」

　しかしそんな彼の態度にも、アヤは不思議そうに首を傾かしげて応じた。

「でもほら、丁度私、ジグソーパズルとかしたい系大臣だったからさ……」

「だからなんだよ！　俺の骨をパズル感覚で楽しんで組むのやめてくれる!?」

「ああ、確かに、私も途と中ちゆうで『あ、これは不ふ謹きん慎しん大臣だな』と反省したよ」

「そりゃそうだろうよ！」

「だから私は、あと３ピース余ってたけど作業を途中でやめたんだよ。無念大臣だ」

「やめたの!?　やめちゃったの!?　いやそこは最後まで治療しようよ！　っていうか何!?　じゃあ俺、骨３ピース抜ぬけているってこと!?」

「まさに骨抜き大臣だな。……ぷっ」

「いや何も笑えねぇよ!?　え、なにこの史上最も軽いノリの医い療りようミス発覚！　ヤブめ！」

「なんだ、フギンに用事か？　あいつはまだ出勤してないが……」

「お前だよお前！　おい！　俺の骨を奪うばった事の重大さ、分かってんだろうな！」

「ああ……分かってるさ。すまないなとは、思っている。ごめん大臣だ」

「謝罪にまで大臣つけてんじゃねえよ！　一気にふざけた感じになるだろうが！　ま、まあでも、悪いと思っているっつーことなら、そこは胸の一つでも揉もませ──」

「まさか、キミの体の中にメスを放置してきた件ではなく、骨抜きの件の方で怒おこられるとは夢にも思っておらず……」

「夢にも思ってねぇこと言われたのは俺の方だぁあああああああああああああ！　なに!?　今アンタ、なんて言った!?」

「患かん者じやの笑え顔がおこそが、私にとって最高の報ほう酬しゆうだと」

「言ってねぇ！　そんな上等な医者らしいこと言ってなかったろお前！　そうじゃなくて、重大なミスの方の話だ！」

「あ、メスの話？　めんご」

「大臣つけなくてもその謝罪はねぇよ！　俺どんだけ医療ミス受けてんの!?」

「よし、『歩く医療ミス大臣』の称しよう号ごうをキミに授けようではないか」

「それ俺の称号じゃねえから！　むしろお前のだから！」

「いや、私は大臣とかって響ひびき、基本嫌きらいなんだよ」

「衝しよう撃げき発言すぎるわ！　アンタのアイデンティティが崩ほう壊かいするわ！」

「そんなに叫さけぶと、キミの骨も崩壊しちゃうぞ。…………ぷっ」

「いやだから笑えねぇよ!?　どこがポイントなのそのギャグ!?　っつーかこれマジで都市警察呼ぶべき状況じゃね!?　なあっ、サクヤっ、ルウ！」

　ファルディオが息せき切らせて見み渡わたすと、二人は……。

『ふぅ、ごちそうさまでした』

「この状況で朝食きっちり食ってやがっただとぉ!?　薄情だ！　薄情すぎるぞお前ら！　これ、医療ミス受けたのがトオルだったら、絶対そういう態度じゃねえだろ！」

『勿もち論ろん』

　二人に真しん剣けんな目でキッパリ返されるファルディオ。彼は「聞かなきゃ良かった！」と叫んだ後、再びアヤに向き直った。──と、

「って、おいおいおい！　ヤブ！　なんでお前、自分の食器を厨ちゆう房ぼうの流しに持ってこうとしてんだよ！　まだ話終わってねぇぞ！」

「いや、そう言われてもなぁ。私も忙いそがしいし、なにより……」

　そう言うとアヤは困った様に頰ほおを搔かき、そして、ファルディオの脇わき腹ばら辺りを指した。




「キミの体、むしろ前より快調になってるだろ？　私が、要いらない骨を取ったからな」




「……へ？　い、要らない……骨？」

　人の体にそんなものがあるのだろうか、と訝いぶかしむファルディオ。しかしアヤは彼に構わず、厨房の方に去りながら手をプラプラと振って背中越ごしに補足する。

「ああ、あと、メス置いてきたってのは半分冗じよう談だんだよ。確かに医療器具を入れたが、それは骨の補強用だし、数日で体に馴な染じむものだ。……これで安心大臣か？　じゃ、私は研究あるから。キミはトオル君とセシリア君の看病と……あと昼食のパン頼たのむぞー」

「え？　あ、お、おう……」

　サクヤとルウも立ち上がる中、一人ぽつんと食堂に取り残されるファルディオ。

　彼はしばらく呆ぼう然ぜんと立ちすくんだ後……振り上げた拳こぶしをどこに振り下ろしたもんか分からず、クサクサした気分で、とりあえずサクヤの作ってくれた朝食を、一人で寂さびしく食べたのであった。




　　　　＊




「そんなわけで、今日はあのヤブ女の研究を邪じや魔ましてやろうと思うぞ、毛玉」

「どんなわけですかっ！」

　朝食後、ごまんとある空き病室の一室にて。ルウから猛もう反はん発ぱつを食らったファルディオは、やれやれと肩を竦すくめた。

「だから、さっきから言っているだろう？　どうもあの女医……ついでにフギンの野や郎ろうも、なーんか気に食わないからだ。研究を邪魔する理由がこれ以上必要か？」

「いや何度聞いてもただの最低犯罪者の言葉にしか聞こえませぬが？」

　ジトーッとファルディオを見つめるルウ。こりゃこのまま本音で説得してもラチがあかねぇなと判断したファルディオは、少し方向性を変えて攻せめることにした。

「うん、邪魔って言い方が悪かったな。要は、アイツらのやっている研究を盗ぬすみ見てやろうってこった。その上で更さらに、アレな研究だったら、邪魔するってだけで」

「……どういうことですかな？」

　よしのってきた。ファルディオは密ひそかに心の中でしめしめとほくそ笑むも、しかし表面にはそんな態度をおくびにも出さず、至って真ま面じ目め腐くさった表情で続けた。

「考えてもみろよ、毛玉。確かにアヤって女医は、凄すご腕うでの様だ。研究者としてもかなり結果を出している有名人らしい。しかし……だからこそ、怪あやしくねぇか？」

「ルウは自じ称しよう大魔導師の方が全然怪しいと思いますぞ」

「いいや、違ちがうね。本当の悪党ってヤツぁ、普ふ段だんの人当たりがいいヤツなのさ。俺みたいな、見るからにチンケな小悪党たる男とはワケが違う！」

「それ自分で言ってて悲しくないのですかな？」

「とにかくだ。あいつらの研究はきっとロクでもねぇ。特にフギンは怪しい。うん、そう、あれ多分魔人。もしくは魔人の息がかかった人間とか、そんな感じ、うん」

「わー、すっごい言いがかり推理ですなぁ。ルウ、本気でびっくりですぞ」

「まあ確かに極論だが……しかし、ルウ。今はあの二人の腕にトオルと騎き士し女の命がかかっているんだぜ？　なのにそいつらの素す性じようもやっていることも全然分からねぇって、実際どうなのよこれ」

「う……それは、確かに、そうかもしれませんな……。まあ、そういうことなら……」

　いよいよ、渋しぶ々しぶといった様子でルウが折れる。ファルディオは笑顔を見せた。

「（よっしゃ共犯者ゲット！　もしもの時は全責任被かぶってもらうぜ！）」

　本音こそ最低だったが、実際、彼がルウに語った理由も全部が噓うそではなかった。彼は彼なりにトオルやセシリアを心配していたし、なにより、アヤはさておきフギンに関しては本当に訝しんでいる部分があった。

　……とはいえ研究を盗み見る理由は、九割が興味と私し怨えんであるのだが。

　早さつ速そくファルディオ達は、病院の地下にあるらしき研究フロアを目指した。迷路の様な作りの中、普通の病室に紛まぎれて存在する階段部屋へと歩いて行くファルディオ。

　彼の頭にちょこんと座っていたルウが、不思議そうに訊たずねる。

「しかし、よく階段部屋が分かりますな？」

「ああ、一度女医をストーキングしたからな」

「ここまで質問の度たびに最低の答えが返ってくると、いっそ清すが々すがしいですな。しかし、この迷路の様なフロアでも迷わないというのは……」

「俺ぁ目的がハッキリしてる時は強いんだよ。前から言っているだろう？　探し物が得意なんだよ、俺は」

「ファルディオは妙みような才能の坩堝るつぼですなぁ」

「うっせ」

　そんな会話をしているうちに、二人は階段部屋へと辿たどり着いた。が、当然ながら……。

　ガチャガチャと何度か部屋の戸を押し引きして、ファルディオが嘆たん息そくする。

「そりゃ掛かかってるよなぁ、鍵かぎ」

「当然ですな。しかも見る限り、これは例の《決断の洞どう窟くつ》にも似た認にん証しよう装そう置ちみたいですぞ。個人を特定して解かい錠じようするため、合い鍵を持って来ればいいというわけでもなさそうですなぁ」

　ふよふよと浮ういて認証装置を調べた後、ファルディオを振ふり返って完全にお手上げだ、というジェスチャーをするルウ。

　しかしファルディオは、余よ裕ゆうの態度でそれに応じる。

「俺様を誰だれだと思っていやがるよ、毛玉」

「え、『歩くルウ置き場』だと思ってますが……」

「そんな認識だったの!?　いや違ちげぇだろ！　大魔ま導どう師し様だろ！」

「違います」

「真顔＆敬語でガチ否定かよ！　いいの！　大魔導師なの！　俺は天才魔法使いなの！　自分じゃそう評価してんの！　で、数年後には世界中の人間に崇あがめられる予定なの！」

「などと青年は供述しており……」

「事件記事みたいにすんな！　ああっ、もう！　とにかく、だ！」

　ファルディオはどこからかぬっと杖つえを取り出すと、それをしっかりと構えて、不敵に笑った。




「俺の新たな禁きん忌き魔法、そのまあるい目ん玉かっぽじって、とくとみやがれや！」




　　　　＊




「……うーん、まあ、うん、その、そう……いい魔法なんじゃ、ないですかのぅ」

「なんだその微び妙みようなリアクション！」

　数秒後。

　見事階段部屋を通り抜け、地下フロアを闊かつ歩ぽしながら、二人はファルディオの新禁忌魔法について語っていた。

　しかし自信満々のファルディオに対し、ルウの反応は極きわめて微妙だった。むーと唸うなって目を棒の様に細めながら、ルウが語る。

「使えるような、そうでもないような、らしいような、らしすぎて今後の使用目的が心配なような、とはいえ悪用するにもやっぱり使い道が限られるような、でも禁忌魔法は全部そんな感じなような……つまりは、『ああ、いつものだなぁ』という感じですな！」

「なんつう手て応ごたえの無いリアクションだよ！　お前、人の評価はメリハリつけるべきなんだぞ！　褒ほめるとこはちゃんと褒めろよ！　凄すごいだろ、この魔法！」

「確かに効果としては悪くないのですが、禁忌魔法は、毎回どうにも制限が……」

「ぐ……いやまあ、そこはほら、天才たる俺様が追々改良をだな……」

「はいはい、期待しておりますぞー」

　ルウのテキトーな聞き流しは癇かんに障さわったものの、今は他ほかにすることがあるかと、ファルディオは改めて地下の風景を見渡した。

　そこは、ファルディオが想像していたよりは、「普通」の病院地下だった。特におどろおどろしい雰ふん囲い気き等ではなく、地上階と同じ雰囲気が続いている。ただ流石さすがに迷路構造ではなく、素す直なおに真まっ直すぐな廊ろう下かと、その脇わきに整然と並ぶ複数の部屋によって成り立っているようだった。

　しかし、一つ気になることと言えば……。

「……広いな」

「……広いですな」

　そう、地上階と同じなのは、その広さも同様だった。事前に主な研究者がアヤとフギンしかいないと聞いていたファルディオは、もっとこぢんまりとした地下研究部屋を想像していたため、少々面食らってしまった。

　咄とつ嗟さの事態に備えてのことか、現在はファルディオの頭に乗らず彼の横を自力でふよふよと飛ぶルウが、げんなりと声を上げる。

「これでは、広すぎてどこを見ればいいのか全然分かりませんぞ。ファルディオ、こういう場合はどうするか、当然想定してきているのでしょうな？」

「ぐ……。……お、おう、任せとけよ毛玉。俺は探し物が得意なんだよ。即そく座ざに核かく心しんへと迫せまれる才能があるっつうの？　た、例えばだなぁ……」

　言いながらキョロキョロと周囲を見回して歩き、目についた手近なドアを開けるファルディオ。続いてルウも覗のぞき込むも、室内は暗く、よく様子が見えない。

　完全にハズレの部屋と思われたが、しかしファルディオは意地を張って中に足を踏ふみ入れると、ドア脇にあった照明スイッチらしきものを押し込んだ。と、その瞬しゆん間かん──

『!?』




　縦長の水すい槽そうの様なものの中に、魔物が浮かんでいる光景が目に飛び込んで来た。




『!?!?!?』

　しかもよく見てみれば、それは一体だけじゃない。部屋を取り囲む壁かべ全すべてに、奇き妙みような水槽が並んでいる。ファルディオがざっと見ただけでも、狭せまい部屋だというのにその数実に十。それら全ての中に、意識の無い様子の魔物が捕とらえられ、浮いている。

「こ……れ、は……」

　流石のファルディオも想像だにしなかった異様な光景にごくりと唾つばを飲む。魔物に取り囲まれた部屋の中央まで歩く。ルウもまた、愕がく然ぜんとその光景を観察していた。

「ただの標本……というわけでも、なさそうですな」

「ああ……理り屈くつは分からんが、どうやら、生きているみたいだ」

　ファルディオは恐おそる恐る、水槽の表面に触ふれてみる。当然の様にヒヤリと無機質なガラスの触しよつ感かんが返ってくるも、それでも尚なお、彼にはこの光景が信じがたかった。

「あれは、なんでしょうな」

　ルウが水槽の下部にはめ込まれた金属プレートを指す。そこにはそれぞれ文字が記されていた。

「《ドラウプニル・ガンマ、七日目》。……隣となりは、《カスタム・ガンマ、七日目》。で、更にその隣が……《サーバント・オリジナル》？　これには、何日目ってのがねえな……」

「？　種族名か何かでしょうか？　でも、ルウにはそっくり同じ魔物に見えますが……」

　ルウが不思議そうに呟つぶやく。実際、ファルディオにもその三体の魔物はそっくり同じに見えた。というか、よく見れば、割とポピュラーな魔物だ。確か種族名は……。

「ブラッディ・レオだったか。立派なたてがみが特とく徴ちよう的な魔物だ。その爪つめや牙きばは極めて鋭するどく、気き性しようも獰どう猛もうそのものの……。少なくとも、どらうぷなんたらって名前じゃあねえぞ」

「ではこれは一体……」

　言いながら、金属プレートを近くで確認しようと下まで降りていくルウ。──と、

「あ、おい、ルウ。そこなんかボタンが──」

「へ？（ポチ）」

「あ」

　ルウの近くになんらかのボタンを発見してファルディオが注意を促うながしたものの、しかしむしろそれが災わざわいし、振り返ったルウの耳がぺちんとボタンに触れ、押してしまった。その刹せつ那な、凄すさまじい勢いで目の前の水槽の中の水がどこかへ排はい水すいされていく！

「うおっ!?」

　焦あせってたじろいだファルディオは、更さらに踵かかとでローブの裾すそを踏んでしまい、よろよろとバランスを崩くずした。そうこうしている間にも「ドラウプニル・ガンマ」と記された水槽の排水は完全に終しゆう了りようし、中では──パチリと、獰猛な魔物がその凶きよう悪あくな目を見開く。

「ひゃあ！　ファルディオ！　ファルディオ！」

　驚おどろいたルウは猛もう烈れつな速度でファルディオへと縋すがり付き、しかしそれによってバランスを更に崩されたファルディオは、よろよろと、部屋の正面奥にあったなんらかのボタンが並んだデスクへと、倒たおれ込むようにもたれかかり──

〈ポチッ〉

『あ』

　勢いで再び何かを押し込んでしまったかの様な音に、二人同時に嫌いやな予感を抱いだく。

　果たして二人のその予感は見事的中。なんと……。

〈プシュゥゥゥ……〉

『え』

　今さっき水が排水され、目を覚ました魔物を閉じ込めていた水槽ガラスが……天てん井じように収納されるように開き、見事にブラッディ・レオが解放されて──。

『ぎゃあああああああああああああああああああああああああああああああああ!?』

　刹那、一目散に部屋から駆かけ出し、すぐ傍そばにあった角を折れ曲がり、とにかく猛もうダッシュで廊下を駆け抜ける二人。

　が……。

　ファルディオの肩かたに摑つかまったルウが大きく声を上げる！

「ファルディオ！　ファルディオ！」

「ああんっ、んだよ毛玉！　ミスへの文句だったら後でいくらでも──」

「そうではなくて！　廊下出てすぐ右に来てますが、地上への出口は反対の、左方向だったのでは!?」

「!?」

　それを聞いて慌あわてて立ち止まるファルディオ。即座に背後を振り返り、状じよう況きようを確認するも、ブラッディ・レオは見えない。が、いつ通路の角から姿を現すかも分からない。

　ファルディオは嫌な汗あせを全身に滲にじませながら、ルウに返した。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだろ！　他のルートからでも上に行けるんじゃ──」

「いえっ、少なくとも地下に降りてからあの部屋までは一本道でしたぞ！　他に地下と地上を結ぶルートがあるなら、よいのですが……」

「……いや、俺の調べた限りじゃ、セキュリティのためか例の階段部屋以外入り口は無さそうだった」

「では……」

「い、いや、そうだ！　一いつ旦たん他の部屋に入って、とりあえずヤツをやり過ごそうぜ！」

「そ、そうですな！」

　ファルディオはルウと頷うなずきあうと、即座に手近にあったドアを開こうとする。が……。

「あ、あれ？　鍵かぎが……。じゃ、じゃあこっちは──」

　次々とドアを開けようとするも、全て鍵が掛かかっていた。その事実に愕然とする二人。

「んでだよ！　さっきの部屋は問題無く開いたじゃねえか！」

「もしかしたら……魔物解放操作を行ったことで、逆に、安全のために施し設せつ内の全室ロックがかかったとかそういう……」

「じゃ、じゃあ、あのブラッディ・レオもあの部屋に閉じ込められて──」

「ファルディオ、逃にげるときドア、閉めてきましたかな？」

「…………」

「…………」

　二人の間に沈ちん黙もくが降りる。しかしすぐにこのまま立ち止まっているのはまずいと、改めて出口から離はなれてでも先を目指すも、しかし……。

「い、行き止まりだと!?」

　廊下の先には重厚な扉とびらが存在し、すっかり道を塞ふさいでしまった。どうやら、ここも認にん証しようが必要だったらしい。

　ルウが慌てた様に声を上げる。

「さ、、さっきの禁きん忌き魔ま法ほうは……」

「だから説明したろ！　あれの欠点の一つ！　一時間に一回しか使えねぇって！」

「じゃ、じゃあ、どう──って、ぎゃあああ!?」

「!?」

　ルウの悲鳴を受けて慌ててその視線を追うようにファルディオが振ふり返ると、今まさに、廊下の角からブラッディ・レオが姿を現したところだった。

　絶対絶命の状況に、ファルディオとルウは怒ど鳴なり合う。

「おい毛玉！　《鮮烈なる太陽の恵みビビツド・サン》でも撃うてよ！」

「飛ばす物が無いですぞ！　ファルディオこそ、ハイクオリアで痛覚を……」

「強化したところで、攻こう撃げき手段ねぇぞ！　やってみてもいいが最終手段だ！　変に刺し激げきしてすぐ襲おそって来られても困る！」

「で、ではルウは、《静謐なる月の調べサイレント・ムーン》で一人防ぼう御ぎよ態勢を……」

「あ、ずりぃ！」

「と、あ、あれ？　どうしたことでしょう！　体が震ふるえて、上手うまく丸まれませんぞ！」

「おうおう、いい気味だぜ！　一人だけ助かろうとするからだ！」

「なんですと！　ファルディオなんか、全力のヘルファイア撃って紅ぐ蓮れんの炎ほのおで血の一ひと滴しずくも残らない程ほどに自分を丸まる焦こげにしてしまえばいいのですぞ！」

「なんだとこら！……って、紅蓮……血……。……そ、そうだ！」

「？　どうしたのですかな？」

　何かを思いついた様子でローブのポケットをごそごそ漁あさるファルディオに、ルウが首を傾かしげる。

　ファルディオはごそごそと探し物をしながら告げた。

「ブラッディ・レオって魔物は、その名の通り、血が大好物なんだよ！」

「そんな絶望的な性質を喜々として語られましても……」

「そうじゃなくて！　厳密に言えば、ヤツら、《血の赤》に大興奮しやがるんだ！　つまりは……」

　言いながら、ファルディオはポケットからついに「それ」を取り出す。

　意味が分からずぽかんとするルウに対し、ファルディオは意い気き揚よう々ようと「それ」を掲かかげ、胸を張って提案した。




「朝食後に厨ちゆう房ぼうからこっそりくすねておいたこの《サントマト》さえあれば、ブラッディ・レオの意識を一瞬逸そらして、その脇わきを駆け抜ぬけることも可能なわけよ！」




「おおっ！　相変わらずサラッと告白されるゲスい行動の暴ばく露ろには著いちじるしい嫌けん悪お感かんを禁じ得ませんが、今回ばかりはグッジョブですぞっ、ファルディオ！」

「よぉし、そうと決まれば……」

　そう言って、右手に《サントマト》を握にぎり込み、いつの間にか大分近付いてきていたブラッディ・レオと対たい峙じするファルディオ。ルウもその肩にしっかりと摑まる。

　数秒の沈黙と、睨にらみ合いの後。

　ブラッディ・レオがいよいよこちらに襲いかかろうと速度を上げて跳はねてきた瞬間、ファルディオは思い切り──《サントマト》を壁かべに投げつけた。

　ブラッディ・レオの視線が一いつ瞬しゆんそちらに向く。しめたとばかりにファルディオは、その隙すきを突ついてブラッディ・レオの脇をすり抜け、そして──

「げふっ！」

　──すれ違ちがいざまに、背中を思いっきりその後ろ足で蹴け飛とばされた。

　ずざざざざと、顔面から廊ろう下かに擦こすり付けられる様に倒れ込むファルディオ。ルウは即そく座ざに彼の肩から離れ、その頭の上を飛行しながら必死で声を上げた。

「大丈夫ですかなっ、ファルディオ！」

「…………うぐぐ……な、なんで……」

　顔を廊下に突っ伏ぷしたまま、未いまだに動けないファルディオ。そんな彼の上空をくるくる飛び回りながら、ルウが焦った様に叫さけぶ。

「ファルディオ！　魔物が思いっきりこっち見てますぞ！　トマトにまるで興味ナッシングですぞ！　こりゃ駄だ目めですな！　作戦失敗ですな！　珍めずらしく、日常での些さ細さいなアイテムを、ここぞという場面で全く活用出来ませんでしたな！」

「ぐ……く、なん、で……」

　ファルディオは起き上がれないながらもどうにか体をひっくり返して、ブラッディ・レオの方を向く。……確かに、思いっきりファルディオ達を狙ねらっていた。《サントマト》に関しては、ファルディオが急に壁へ炸さく裂れつさせたから何事かと思って一瞬意識をやっただけの様だった。つまり、全然、これっぽちも騙だませていない。

　ブラッディ・レオが、倒れたファルディオに襲いかかるべく足に力を込こめる。

　それを見て覚かく悟ごを決めたファルディオは、これまでにない真しん剣けんな声こわ音ねで、ルウへと呼びかけた。

「さっさと逃げろ毛玉！　二人とも食われてやる義理はねぇさ！　へへっ、流石さすがに俺が壮そう絶ぜつに血撒まき散らしてりゃ、お前が逃げても絶対追わねぇだろうよこいつぁ！」

「っ！…………！…………！…………！」

「!?　お、おい、毛玉!?」

　ファルディオが覚悟を決めたその矢先、ルウがきゅうっとローブの肩部分を摑み、その小さな体で懸けん命めいに羽をばたつかせ、彼を引き摺ずろうとする。ファルディオはその行動に啞あ然ぜんとし、その無む駄だな足あ搔がきに怒いかりが湧わいて来ると共に、どこかで、泣きそうに──

〈ザッ！〉

『!?』

　──刹那、いよいよブラッディ・レオが飛び上がり、上空からファルディオの体へと飛び込んで来る。ファルディオはいよいよ最後かと、ぎゅっと目を瞑つぶり壮絶な痛みを覚悟した。

　直後、ファルディオの体にどすんと、強い衝しよう撃げきが走る。意外にも激痛はなく、ただただ魔物の重さだけが感じられたが、目を開けばそこには酷ひどい光景が繰くり広げられているのだろうなと、ファルディオはジッと目を瞑ったままで耐たえた。

　……そのまま、一体どれほどの時間が経過したろうか。

「……ディオ！　ファルディオ！」

「…………？」

　ルウの呼ぶ声に気がついたファルディオは、こいつまだ逃げてねぇのかよと多少呆あきれながらも、恐おそる恐る、目を見開いた。

　するとそこには、案の定ブラッディ・レオがファルディオの体に覆おおい被かぶさり──




　──しかしそのまま、ぐったりと、倒たおれ伏ふしていた。




「？」

　状況が分からないながらも、ゆっくりと身を起こすと、ブラッディ・レオはずるりとファルディオの体から滑すべり落ちる。……彼には、魔物が死んでいるように見えた。事実、少し待つと魔物は光こう粒りゆうに変化して消えていってしまう。

　不思議に思いながらもファルディオは、とりあえず自らの体を確認してみる。……刺さし傷も、嚙かみ傷も、ザッと見た限りでは全く確認出来ない。

「これは……一体……」

　どうにかよろよろと立ち上がりながら声を漏もらすと、ルウもまた不思議そうな顔をしたままで、「さあ……」と応じてきた。

「ルウにもなんともですが……ルウが見ていた限りだと、ブラッディ・レオは、飛び上がったものの、そのまま倒れ込むようにファルディオの体の上に乗ってきて、そのまま、ぐったりとしてしまったように……」

「……ええと……お前が何か新しん技わざで攻撃したとかじゃなく？」

「そんな攻撃技あったら、最初から使ってますぞ」

「……だよなぁ」

　どうもルウが噓うそをついている感じでもない。しかしとなると……。

　ファルディオは思わず眉み間けんに皺しわを寄せて、呟つぶやく。

「もしかして、なんか病気とかだったのか？」

「あ、それはあり得ますな。実際、突とつ然ぜん元気をなくした様子でしたし……」

「……どちらにせよ、こんな魔物をいじってやがるあたり、ここの研究は──」




「──ここの研究が、どうかされましたか？」




『!?』

　突然背後から割り込んで来た二人以外の声に、ぎょっとして振り返る。そこには、いつもの様にニコニコと実に好青年な笑えみを顔に張り付けた医師……フギン・スクリュゥが立っていた。

　フギンは倒れ伏す魔物をちらりと一いち瞥べつしてから、不気味な笑顔を二人に向けて来る。

「さて、ここでお二人には二つの選せん択たく肢しがあります。あ、勿もち論ろん、すんなり一いつ切さいおとがめなく無罪放ほう免めんというのはありませんので、それは期待しないで下さいね」

『…………』

　緊きん張ちように唾つばを飲む二人。何を言われるのか、何をされるのか。様々な予測が二人の脳内を飛び交かう。

　フギンはニコニコとしたまま、まず人さし指を伸のばす。

「一つ。ここで見たことを黙もくした上で、今後僕の忠実な協力者として働く選択肢」
















　ファルディオとルウは思わず顔を見合わせる。……正直、ファルディオとしてはこっちの選択肢は無さそうだなと思った。絶対ロクでもないことに巻き込まれるという確信があった。ルウもまた、同様の見解の様である。

　しかし、そんな二人の考えは……フギンが中指を伸ばしながら提案してきた次の選択肢によって、即座に吹ふき飛ばされてしまう。




「二つめは、妙みような正義感を振ふりかざして暴走した結果、現在意識不明の大事なお仲間二人が、『不幸にも』、そのまま帰らぬ人となってしまうという、選択肢」




『────』

「お二人の賢けん明めいな判断を期待していますよ」

　ニコニコと満面の笑みで世間話の様にそんなことを語るフギンに。

　ファルディオは血が出る程に拳こぶしを握り込み、ルウは魔物本来の敵意に満ちた瞳ひとみを見開く。

　しかしどんなに反はん抗こう心しんを抱いだいてみたところで。

　二人に選択の余地は、最も早はや微み塵じんたりとも残されていないのであった。








第三章　反転









　その事件は、私達の覚かく醒せいから六日目の早朝に、なんの前まえ触ぶれもなく起こった。

　その日もその日とて、四人で平和に朝食を頂いていたまさにその最中。

　──突然、けたたましい破は砕さい音と共に、食堂のベランダから黒衣を身に纏まとった二人の人間が飛び込んで来たのだ。

『っ！』「きゃあ!?」「!?」

　私とトオルは殆ほとんど同時に立ち上がって構えを取る中、サクヤは怯おびえた様子で頭を抱かかえてテーブルの下に潜もぐり込み、アヤ院長は呆ぼう然ぜんと立ち尽つくして二人の襲しゆう撃げき者を見やっていた。

　襲撃者二人は床ゆかに着地し体勢を整え直すと、即座に次の行動に移り始める。

　一人は意外と鈍どん重じゆうな動きで私に迫せまり、もう一人は──

「トオル！」

「分かってる！」

　──素す早ばやい身のこなしでアヤ院長へと迫っていたため、私は幾いく分ぶん彼女に近い位置に居たトオルへと指示を出したが、既すでに彼は私に言われる前に動いていた。

　アヤ院長の首へと凄すさまじい勢いで伸びた手を間かん一いつ髪ぱつのところでトオルが蹴けり上げる様にして払はらうのを確かく認にんしながら、私も自らに迫る襲撃者へと意識を戻もどす。

「（こっちは……弱い！）」

　明らかに戦せん闘とう慣れしていない動きで近付いてくる、黒いローブを目ま深ぶかに被った人間。その右手には小型のナイフがしっかりと握にぎられていた。動きはトロくとも、殺意はあるようだ。私は初撃をかわすべく一いつ旦たん後方に退こうと──

「っ!?」

　──した矢先、自らの顔面目め掛がけて恐るべき精度と速度で迫る何かを察知し、慌あわててそれを手の甲こうで打ち払った。が、その瞬しゆん間かん、何かが破は裂れつするような感かん触しよくと共に、私の周囲を白はく煙えんが覆う！

「（しまった！　罠わなか！）」

　一気に視界が奪うばわれる中、襲撃者のナイフが私の喉のど元もとをかすめていく。……嫌いやな汗あせが背中にぶわっと噴ふき出すのを感じた。

「（くそっ、思っていたよりずっと鈍にぶってるのか私は！　動きにキレが無い！）」

　怪け我がの回復直後から感じていたことではあったが、ここまで致ち命めい的てきとは思っていなかった。ここ数日捜そう索さく活動で鍛たん錬れんを殆ど怠おこたっていたのも原因か。とにかく、体が重い。そしてなにより……。

「（この敵の、鈍重ながら私の行動パターン知り尽くした様な動きと、どこからか私の目に向けて放たれた飛来物。これは……）」

　嫌な想像を膨ふくらませていると、視界の優すぐれない中、今度は襲撃者が懐ふところから杖つえを覗のぞかせて先せん端たんを光らせる。しまったと思った時にはもう遅おそかった。光が自分の体を覆い、次の瞬間には致命的な変調をもたらす。

　私はどうにか後方に飛び退のき、膝ひざをついて自らに起きた異変の把は握あくに努める。

「（く、強化されたのは案の定痛覚か。床に強くついた膝が痛む。失った微び少しよう器官の方はなんだ？……音が聞こえていることを考えると、鼓こ膜まくではないようだが……）」

　既に襲撃者の正体を看破しながらも、動どう揺ようを抑おさえつつ状じよう況きよう把握に努める。──が。

「（っ……めまいが……！）」

　ぐらりと頭が揺ゆれる、そうこうしている間にも再び迫る、襲撃者の白はく刃じん。いくら相手の戦闘能力が低くとも、こちらは怪我は回復しきっていない上にこの異常なめまい。素人しろうとのナイフを紙一ひと重えでかわすのも難なん儀ぎする。しかも更さらに追加で、石いし礫つぶてによる援えん護ご射しや撃げき──《鮮烈なる太陽の恵みビビツド・サン》も飛んでくるため、私は想定以上の危機に陥おちいっていた。

「（くそっ、敵に回るとなぜそんなに厄やつ介かいなのだっ、お前達は……！）」

　顔を隠かくした黒衣の襲撃者──いや、ファルディオ・メルクリウスの攻こう撃げきを必死で避よけながら、ちらりとトオルの状況も確認する。

「っ──でりゃあああっ！」

「っ!?」

　──あちらはあちらで、かなり苦戦している様だった。相手は動きから見ても、まず間ま違ちがいなく例の医師──フギンだろう。私もトオルも武器が無い現状、こと近接格かく闘とう技術においては彼の方が遥はるかに上である。いかな勇者だろうと易やす々やすと太刀たち打ちは出来ないようだったが、しかし、トオルはその体の頑がん丈じようさと規格外の力に任せて、どうにかこうにかフギンと渡わたり合っているようであった。……ギリギリではあるが、まだ大だい丈じよう夫ぶそうだ。

　安あん堵どすると同時に再びめまいが襲おそって来る。──と、よろめいた所に再び、メルクリウスの一撃が迫った。私は思わず反撃する様に彼の胸へと向かって拳を突つき出すも、その攻撃はするっと空を切り、同時に、いつの間にか目の前からメルクリウスの姿が消えている。

「（なに!?）」

　動揺したのも束つかの間、次の瞬間首筋に嫌な気配を感じた私は、確認もせずに前方へと前のめりに倒たおれた。刹せつ那な、うなじを刃は物ものがすべっていく感触。一瞬死の覚かく悟ごをするも、どうやら風圧を感じただけでギリギリ切られてはいないようだった。

　床に倒れ込むと同時に翻ひるがえり、更にナイフを振りかぶるメリクリウスと目が合った私は……いい加減耐こらえきれずに、思わず、叫さけぶ。

「どういうつもりだっ、メルクリウスッ！　ルウ！　事と次し第だいによっては、貴様ら……今後の支給旅費を大おお幅はばに削けずるぞ！　つまり観光禁止だっ、禁止っ！」

　緊きん迫ぱくした状況に似合わない台詞せりふなことは重々承知していたが、襲撃者の正体にトオルが動揺しすぎない様、あえて軽い言葉を用いる。しかしその瞬間──

『!?』

　──メルクリウスの動きと、《鮮烈なる太陽の恵みビビツド・サン》の援護がぴたりと止やんだ。

「（……？　まさか、今の一言に怯えたわけでもなかろうに……？）」

　ここまでするような覚悟を持った人間が、あんな軽い説得に心動かされるだろうか？

　私は疑問に思うも、しかしメルクリウスはナイフを構えたままで止まり……そうして次の瞬間には、もう一人の襲撃者に向かって怒ど声せいを上げた。

「おいおいっ、こりゃどういうこったよフギン！　話が違ちげぇぞ！」

　その、あまりにメルクリウスらしい物言いにギョッとしたのは、むしろ私達の方だった。……操あやつられたりしているわけでは、ないのか？

　私とトオルが動揺する中、なぜか、フギンもトオルへの攻撃の手を緩ゆるめて、こちら側を向く。

「……想定外の状況だな。これはまた、厄介な事態に──」

　そう、彼が言いかけたその矢先だった。

《グァルゥ！》

『!?』

　場違いな獣けものの唸うなり声を受けてその場の全員が食堂入り口を振り返ると、そこには。

「うぇぇ!?　またかよぉ！」

　メルクリウスが情けない声を上げる。また、という意味は分からないが、そこには確かに私でも少し怯ひるむ様な凶きよう悪あくな魔ま物もの……ブラッディ・レオが唸りながら立っていた。

　メルクリウスが必要以上に怯える中、フギンは舌打ちして身を翻す。

「ここは一旦退きますよっ！」

「言われるまでもねぇ！」

　言ってメルクリウスも背を向けると、窓の外に飛び出て、毛玉状の魔物……ルウと合流し、走り去って行く。更には、そんな彼らを、何か恨うらみでもあるのか猛もう然ぜんと追うブラッディ・レオ。

　そうして、状況に取り残された私達を無視して、襲撃者達と魔物は見る間に去って行ってしまった。追おうかとも思ったのだが、明らかに院内から魔物がやってきたことを考えるとサクヤやアヤ院長を放置してしまうわけにもいかず、私とトオルはただただ目を見合わせる。アヤ院長はと言えば、先さき程ほどからなにやらぶつぶつと一人、「そうか……だから……なるほど……」などと呟つぶやいている。何か分かるのなら説明して欲しいものだ。

　そんな中、テーブルの下からひょっこりと顔を覗のぞかせたサクヤが、恐おそる恐る私とトオルを交こう互ごに見て尋たずねてきた。

「それであの……一体今、何が起こってたんですか？」

　その素そ朴ぼくな質問に、私とトオルは肩かたを竦すくめて、全く同時に同じ言葉で返したのだった。




『さっぱり分かりません』




　　　　＊




「《ガンマ》？」

　例の襲撃から数分後。

　取りあえずロビー脇わきの治ち療りよう室に場所を移した私達は、サクヤに打ち身などへの軽い手当てを施ほどこして貰もらいながら、アヤ院長の話を聞いていた。

　彼女はどこか気まずそうな笑えみを浮うかべて「ああ」と応じる。

「私達の研究の一いつ環かんだよ。再生医い療りようを追究する上で、普ふ通つうの動物とは違い、その組成が半エネルギー体と言っていい魔物は格好の研究材料だからな。正直あまり大きな声で言えるものではないが、魔物を捕ほ獲かく、研究し、場合によっては生成、管理もしている。その過程の中で、人工的に作られた魔物の呼び名が……」

「《ガンマ》、ですか」

「ご名答大臣だよ、セシリア君」

　アヤ院長はニッといつもの様に笑っているものの、私はどうにも笑い返す気にはなれなかった。いくら人類のためとはいえ、魔物を生成するような研究というのには、生理的な嫌けん悪お感かんが付きまとう。しかしそれは教会から支し援えんを受けている研究でもあるわけで……私は、えらく複雑な気分に陥っていた。

　私の微び妙みような空気を察してか、トオルが話を引き継つぐ。

「それがどうして急に出て来て、ファルディオ達を襲ったの？」

「さあ……なぜだろうな。実は君らが目覚めた日の襲しゆう撃げきで、何体か《ガンマ》を逃にがしてしまっていてね。それらのうちの一体が、たまたま、ファルディオ君に何か執しゆう着ちやくを持っていたのかもしれない。彼は恨まれ大臣的なとこあるからね」

　そんな大臣は絶対勘かん弁べん願いたい。私が嘆たん息そくしていると、治療を終えてベッドに腰こし掛かけたサクヤが不思議そうに訊たずねて来る。

「で、結局フギンさん達の目的ってなんだったんですか？　また研究を奪いに来たんでしょうか？」

「いや、それだけにしては物ぶつ騒そうすぎるだろう。今回の彼らの目的は恐らく……」

　アヤ院長はそこで私をちらりと見るも、私と目が合った途と端たんにふいっと目を逸そらした。

　彼女にしては珍めずらしい反応だなと思っていると、アヤ院長はしばらく何か考え込む。

　そうして数秒後、覚悟を決めた様子で、重々しい空気と共に告げてきた。

「フギンは、確実に私を、殺そうとしてきていた。……そうだろ、トオル君？」

「それは……。…………うん。彼、最初の一撃もそうだけど、ぼくと戦っている間中もずっと、アヤさんに攻撃する機会を窺うかがっているみたいだった」

　トオルが、少し俯うつむきながら応じる。それを受けてアヤ院長は「やはりか……」と嘆息した後。今度は私の方を見つめて、少し言葉を探す。

　しかし私は、彼女の言わんとしていることを察し、「いいですよ、分かってますから」と笑いかけた。アヤ院長は複雑な表情をするも、改めて、私をしっかりと見み据すえてその事実を告げてくる。




「そして……明らかに、ファルディオ君とルウ君は、キミを殺しに来ていた」




「……はい」

　私とアヤ院長のやりとりに、トオルとサクヤがごくりと息を吞のむ。

　トオルが、わたわたと手を振ふりながら必死にフォローしてきた。

「で、でもほら、何かの勘かん違ちがいってことも……」

「いや、そんなことはない。それはあの二人と戦った私が一番よく分かっている。二人は確実に、自らの意志と、その持てる能力の全すべてを賭として、私を……殺しに来ていた」

「そんな……一体なんで……」

「分からない。……アヤ院長の考えはどうですか？」

　私に話を振られたアヤ院長は、顎あごに手を当てて考え込む。

「そうだな……やはり、フギンに何かろくでもないことを吹ふき込まれた可能性が高いだろうな。私への攻撃理由は、研究を自分だけのものにするためといったとこか……」

　室内を重苦しい沈ちん黙もくが包み込む。そんな中、サクヤが気を遣つかった様に口を開いた。

「でもファルディオさん、話が違うとかなんとか言ってましたよね」

「ああ、しかも実にメルクリウスらしい口調だった。となると、洗脳ではなく……」

　私の言葉を、アヤ院長が引き継ぐ。

「やはりフギンに騙だまされている、もしくは脅おどされている、という線が濃のう厚こうだろうな」

　そう言ってアヤ院長は「さて」と立ち上がる。

「そろそろ、私は地下の研究フロアに戻もどるかな」

　その言葉に全員が啞あ然ぜんとする。代表する様に、サクヤが訊ねた。

「研究って……こんなことがあった直後なのに、ですか？」

「おかしなことを言うなキミは。こんなことがあったからこそ、だろう？　時間は、待ってはくれないんだ。常に、有効に使わなければな」

「それはそうですけど……」

　理解出来ないといった様子のサクヤに構わず、アヤ院長は「じゃーなー」といつものようにプラプラと手を振って治療室を出て行ってしまう。

　残された私達は目を見合わせると、しかしまあ確かに彼女の言う通りここに留とどまっていても仕方無いかと、それぞれに行動を始めることにした。

　サクヤは、荒あれた食堂の片付け。当初は私達もそれを手伝っていたが、残りは殆ほとんどアヤ院長が雇やとったという業者さんがやってくれるらしい上、しばらくは病院に都市警察が張っていてくれるから安全だとの説得を受け、サクヤに送り出された私達は結局いつもと同じく、メルクリウスとルウの捜そう索さくにあたることとした。

　いつものようにアテもなく街を歩いていると、私はふと立ちくらみを覚えてよろめく。

「師し匠しよう、大だい丈じよう夫ぶ？」

　慌あわてて私の体を支えたトオルが心配そうに覗き込んできた。私は額に脂あぶら汗あせを滲にじませながらも、それにどうにか「大丈夫だ」と応じる。

「ハイクオリアのせいかな？　アヤさんの見立てによると、どうも『耳じ石せき』っていう三半規管の一部を消されて、目まいが起こっていたようだって話だけど……」

「いや、ハイクオリアは既すでに解除されているようだ。ヤツが逃げる際にでもそうしたのか。実際、手の甲こうをつねっても大して痛くないしな」

「だったら……」

　心配そうに見つめてくるトオル。……仕方無い。あまり言いたくはなかったのだが、私は、素す直なおに自分の身体状じよう況きようを告白することにした。

「どうも、最近体調が優すぐれなくてな。いや、どこが痛いとかそういうわけでもないのだが、鈍にぶったのか、それとも怪け我がの後こう遺い症しようか、体が上手うまく動かないんだ」

「え、大変じゃん！　アヤおねーさんに診みて貰った方が……」

「ああ、そうだな。……この一件が片付いたら、そうして貰おうと思う」

「いや、そんな悠ゆう長ちようなこと言ってないで、今すぐにでも……」

「トオル。本当に悠長にしていられないのは、この事件の方じゃないか？」

「……それは、そうかもだけど……」

　不服そうなトオル。私は、本当に優やさしい子だなと、彼の頭に手をぽんと置いて微笑ほほえむ。

「大丈夫だ。無理はしていないさ。さっきも言ったが、痛いとかじゃないんだ。せいぜい、倦けん怠たい感とかその程度だ。むしろ体を動かしていた方がいい」

「そう？　まあ師匠が、そう言うなら……」

　トオルは未いまだに完全に納なつ得とくはいっていない様だったが、引き下がってくれた。

　……実際のところ、体調は余り芳かんばしくない。いくら奇き襲しゆうだったとはいえ、メルクリウス程度のナイフを避よけるのもやっとでは、二割も力を出せていないと見ていいだろう。

　しかしそれでも、私はどうにも、今アヤの診しん療りようを受ける気にはなれなかった。……自分でも意外な程に、ガンマとやらの研究への嫌悪感が強かったのだ。

　そもそも、さっきはサラッと流されてしまったが、ガンマとはなんなのだ。そんなものを生成しなければいけない理由とは、なんだ。

　そんなことを考えながらもトオルと二人、中央繁はん華か街がいの方まで出ると、そこで、ちょっとした喧けん噪そうが巻き起こっているのに気がついた。

　急いでトオルと二人、騒さわぎの方へと向かっていく。と、そこで私達が見た物は……。

『な……』




　繁華街の往来を堂々と闊かつ歩ぽする、ブラッディ・レオの姿だった。




　しかしその歩調はゆらゆらと定まらず、目の焦しよう点てんも虚うつろ。……なんだ？

「師匠、あれって……」

「ああ、メルクリウス達を追っていったやつで間違いなさそうだな……」

　トオルと二人、臨戦態勢を取りながらも小さく言葉を交かわす。状況を見るだに、大方、フギンの反撃やメルクリウスのハイクオリアあたりを食らったのだろうが……。

　解せないのは、あの魔ま物ものが、全く人を襲おそう気配もなく……ただただ、どこかへ向かって歩いていることだ。

「（魔物が……人を、襲わない？）」

　確かに魔物は、状況によっては人を襲うことよりも他ほかの何かを優先することはあるが……しかし、これほどまでに多くの人の中を、完全に無視してただ歩くという状況は普通には考えられない。……それが、《ガンマ》とやらの特性か何かなのだろうか。

　トオルと二人、しばし群衆に紛まぎれて様子を見守る。ブラッディ・レオは、徐じよ々じよに私達の方へ向かってきていた。もしかしたら自分達が目的なのかと少し移動してみるが、しかしどうやらそんなことはないらしく、私達が来た方向……つまりは……。

「（教会病院に向かって……いるのか？）」

　そこまで考えたところで、ようやく駆かけつけた都市警察達が、一気にブラッディ・レオを取り押さえに掛かかった。一いつ瞬しゆん私達も協力すべきかと思ったが、しかし……。

「（……反撃しない？）」

　一いつ切さい反撃の様子もなく、大人しく捕つかまるブラッディ・レオ。トオルがぽつりと呟つぶやく。

「あれじゃまるで、飼かい猫ねこだなぁ」

「飼い猫……」

　……もしかしたら、《ガンマ》とは、そういう……人間を襲わない魔物か何かなのか？

　いや、しかしだとしたら、なぜあの時は全力でメルクリウスを？

　考えれば考える程ほどに、疑問が溢あふれてくる。

　そしてもう一つ、気になることと言えば……。

「なんか……結構冷静なんだね、ナルスの人って。魔物が街中に出たっていうのに、なんかぼやーっと観察している人結構居たっていうか。ヴェリール村とは随ずい分ぶん違うなぁ」

「ああ……そうだな」

　トオルも私と同様の印象を抱いだいていたらしく、場を取り囲む野次馬達を眺ながめる。

　元々活気の無い街の印象はあったが、まさかここまで感情の起き伏ふくが薄うすいとは思わなかった。勿もち論ろん、中にはきゃーきゃー騒いでいるウェイトレスらしき女性や、アレなら俺でも取り押さえられたと息巻く商人らしき男性、腰こしを抜ぬかすご年配の婦人などはいるのだが、しかし、多くの人間……医い療りよう従事者と思おぼしき人々は、ぼんやりと事の成り行きを見守ると、何事も無かったかのように解散していった。

　様々な疑問が残るものの、しかし、考えていても答えは出そうにない。

　とりあえず私達はブラッディ・レオが都市警察に捕とらえられるのを最後まで見守った後、気を取り直して、再びメルクリウス達の捜索へと戻ったのであった。




　　　　＊




　結局私達は丸一日かけてメルクリウス達の捜索をするも殆ど収しゆう穫かくも無くナルス教会病院へと帰き還かんした。病院ではサクヤが宿にも戻らずに夕食を用意してくれていた。本当に、彼女の気き遣づかいには痛み入るばかりだ。

　割れた窓を含ふくめ、既に食堂は殆ど完全に復元されていた。まるで朝の襲しゆう撃げきなど夢であったかのようだ。とはいえ正直この場所で食事することに些いささかの抵てい抗こうがあったのだが、俗ぞく世せのことなど極きわめてどうでも良さげなアヤ院長の「別にここでいいさ」との一声で、結局私達はそこで夕食をとることになった。

　流石さすがに世間話も弾はずまない食事を淡たん々たんとこなした後、サクヤの淹いれてくれた紅茶を啜すすって一息ついた私は、改めて、目の前に座るアヤ院長へと話を切り出す。

「アヤ院長。貴女あなたの研究の一いつ環かんであるという、《ガンマ》についてなのだが……」

　瞬間、紅茶に唇くちびるをつけていたアヤ院長の顔が珍めずらしく不快そうに歪ゆがんだ。

　サクヤとトオルも敏びん感かんに空気を察して緊きん張ちようを見せるが、しかし私は構わず続ける。

「研究を拝見させて頂くわけには、いかないか？」

「いかないね」

　にべもなく断るアヤ。……まあここまでは予想通りだ。

「ではせめて、もう少し、詳くわしいことをお聞かせ願えないだろうか」

「詳しいことと言われてもな。一体何を聞きたいんだい、名探たん偵てい大臣」

　明らかに嫌いや味みであったが、しかし、私は構うことなく訊たずねる。

「そもそも、何のために魔物の育成、培ばい養ようめいたことに手を出しているんだ？」

　私の質問に、アヤ院長は面めん倒どうそうに頭を搔かきながら応じる。

「医療の発展のために決まっているだろう？　要は実験動物さ。……おいおい、まさか倫りん理り的にどうこうって議論に持ち込む気じゃないだろうね？」

「教会の人間としてはそこも気になりますが、今話したいのは別の部分です。それは小動物ではなく、危険な魔物を使う意味があるのですか？」

「答えはＹＥＳだ。前にも言ったが、魔物と他の動物では体の組成がまるで違ちがう。私達が研究せんとしているのは、あくまで魔物の再生機構についてだ。そして対象が魔物である以上、危険でないものなんかない。だから実際セキュリティには万全を──」

　とそこまで言ったところで、私達三人からのジトッとした視線を受け、アヤ院長はこほんと咳せき払ばらいする。

「──万全を期していても、まあイレギュラーはつきものだな、うん。だが実際内部の人間が悪意を持って何かを仕掛けない限り絶対安全な程度には、徹てつ底ていしていたよ」

「しかし実際悪意を持った内部の人間は現れた。フギンという、人間が」

「それを言われると弱いが、一応弁解しておくと、私は元々一人でここを切り盛りしていたんだ。そこに無理矢理助手を押し付けてきたのは、女め神がみ教会の方なのだがねぇ」

「教会がフギンを送り込んで来た？」

　それは実に意外な情報ではあったが、だからといって、状況に新たな解かい釈しやくをもたらす程ではなさそうだった。私は更さらに踏ふみ込む。

「では、最初の襲撃事件以降、街で魔物の目撃情報が出始めたのは……」

　私の質問に、アヤ院長は心底弱った様子で頭に手をやる。

「まあ十中八九うちから逃にげ出した《ガンマ》だろうなぁ。大方こちらや都市警察の混乱を誘さそうために、襲撃に乗じてフギンが放したのだろう」

「ふむ……？」

　理に適かなった説明だが、一方で余計フギンの目的が分からなくなってきた。。私が次の質問を考えていると、少し焦じれた様子で、横からトオルが口を出してくる。

「じゃ、じゃあ、ルウとファルディオがフギンって人に協力している理由は？」

　彼の質問に、アヤは紅茶を一口すすって答える。

「流石にそこまでは私にも分からんよ。ただ、最近分かったことなのだが、例の襲撃事件の前日……つまりキミ達が目覚める一日前に、どうも、ファルディオ君達は勝手に地下の研究フロアへ入ったようだ。つまり不法侵しん入にゆう大臣だよ」

「ファルディオ達が？」

「どうやって入ったかまでは分からないが、どうにも、フギンと彼らの接点はそこみたいだな。そこで、なんらかの取引が行われたと見るべきだろう」

「それ、アヤおねーさんは知らなかったわけ？」

「残念ながら、フギンから報告は上がって来てなかったね。これは後から研究フロアの記録を調べて分かったことだから」

「そっか。……でも結局、ファルディオ達はなぜフギンに従っているんだろう？　二人をここまでさせる脅きよう迫はく材料って一体──」

　トオルがそこまで言ったところで、アヤ院長が、なんの気なしにサラッと告げる。

「そりゃ、キミ達二人の命あたりだろうさ」

『────』

　その、なぜかまるで考えていなかった──しかし言われてみれば妙みようにしっくりくる解釈に、私達は言葉を失う。サクヤが、焦あせった様に口を開いた。

「え、一体どうしてそういうことに……」

「まあフギンの立場ならば、意識不明の二人の生せい殺さつ与よ奪だつは全部握にぎれていたしなぁ」

「でも、じゃあ、ぼくらが回復した今、もう言うこと聞く理由はないんじゃ……」

「さあなぁ。ただこういう状じよう況きようである以上、まだ何か、あるんだろうな。諸悪の根源であるフギンが持つ、二人を脅おどすための『力』とでも呼ぶべきなんらかの要素が」

『…………』

　押し黙だまる私達三人を見て、アヤが紅茶をぐっと飲み干して立ち上がる。私は慌あわてて彼女に声をかけた。

「待て、まだ話が──」

「ああ、すまない、私は研究があるのでな」

「け、研究研究って、貴女はそれが一番大事なのか！」

　私の少し怒いかりを含んだ疑問に……しかしアヤ院長は、素す直なおに首を傾かしげて私を見る。

「ではキミには、騎き士しとしての使命以上に大事なものがあるのか？」

「っ、それは──」

　咄とつ嗟さに言葉を返せなかった。そうこうしているうちに、アヤ院長はスタスタと去っていってしまう。

　そうして残された私達はただただ、無言で、冷めた紅茶を飲むしかなかった。




　　　　＊




「というわけで、トオル。私達は今から地下の研究フロアに潜せん入にゆうしようと思う」

「どういうわけさ、それは！」

　深夜。サクヤが宿に帰り、流石のアヤ院長も帰宅。私達もそれぞれの病室に戻もどって睡すい眠みん──に入って数時間後。

　私はトオルの部屋に突とつ入にゆうし、寝ねぼけ眼まなこの彼に対し、さも正当な提案ですよと言わんばかりに真ま面じ目め腐くさった顔で語りかけてみるも……しかし、上手うまくいかなかったようだ。

　眠ねむりが浅かったのかトオルは意外とすぐに覚かく醒せいすると、全力で抗こう議ぎしてくる。

「駄だ目めだよそんなことしちゃ！　アヤおねーさんには、凄すごくお世話になってるのに！」

「大だい丈じよう夫ぶ。アヤは帰宅しているし……うん、バレなきゃ特に迷めい惑わくでもないハズだ」

「凄い論理だね！　師し匠しよう、なんか変わった!?　かなり考え方がお堅かたい騎士からかけ離はなれてきているけど！」

「そんなことはない。事件解決、ひいては市民の安全のためだ。実際騎士にはある程度特権が与あたえられているのだぞ？」

　あくまで正当性があると主張する私に、しかしトオルは、嘆たん息そく混じりに渾こん身しんの反論を浴びせて来る。

「でもそれ、多分、数日前にファルディオが取った行動と殆ほとんど同じだよ？」

　胸にグサリと巨きよ大だいな矢が刺ささる。メルクリウスと同じ。かつてこれほどまでに屈くつ辱じよく的な評価があったろうか。

　私は思わず挫くじけそうになりながらも、しかし、それでも潜入は必要だと主張した。実際、《ガンマ》はやはり捨て置けない存在だ。それに、そもそもフギンの動機が地下での研究にあるのだとしたら、そこの調査は決して無む駄だじゃないどころか、大きな手がかりになる。

　なにより、ファルディオ達がこうして敵対するキッカケもそこにあったとなれば、尚なお更さらだ。

　そんな私の熱弁を受け、トオルはついにやれやれといった様子で折れた。

「分かったよ、ぼくも行くよ。仕方無いなぁ。……あ、でも、セキュリティばっちりだとかいうドアは、どうやって突とつ破ぱするつもり──」

「…………」

　トオルをジッと見つめる私。……そう、トオルをわざわざ誘った意味は、そこにある。

　トオルが、私の視線を受けて、だくだくと汗あせを流す。

　…………。

　そうして、その会話から、約五分後。




〈ズドォォォォォオオオオオン！〉




　派手な破は壊かい音と共に猛もう烈れつな勢いで吹ふき飛ぶ階段部屋へのセキュリティドアという光景が、私達の目の前に展開されていた。

　トオルが今まさにドアを蹴けり飛ばした靴くつを眺ながめながら、おいおいと嘆なげく。

「モルジさん、ごめんなさい。ぼくは、悪い子になってしまいました……」

「モルジ？　誰だれだそれは。大丈夫、優やさしい女神様は勇者の行いを容認してくれるさ」

「……まあ勇者って基本他人の家に不法侵入して家や捜さがししてもお咎とがめ無しだよね……」

「？　なんだそれは、どこの常識だ？　よく分からんが、とにかく今は先に進むぞトオル。…………都市警察が駆かけつけて来る前に」

「って、ほらぁ！　やっぱりこれ、警察に追われる様な犯罪行こう為いなんじゃないかぁ！　師匠のばかぁ！」

　涙なみだ目めになりながらトオルがついてくる。

　私達は部屋の中の階段を降りて、研究フロアへと足を踏み入れた。途と端たん、フロア全体に光が灯ともっていく。どうやら人を感知して自動で点灯する仕組みらしい。

　入り口を限定しているせいなのか、廊ろう下か自体は一階とは対極に一本道の様な造りで、脇わきには沢たく山さんのドアが並んでいた。

　試ためしに一つ開けて中を覗のぞいてみると──

「わっ」「っ」

　──壁かべ一面に、魔ま物ものの標本めいた水すい槽そうが鎮ちん座ざしていた。事前に《ガンマ》の話を聞いていたとはいえ、私達は思わず言葉を失ってしまう。

　しばらく呆ぼう然ぜんと部屋の中の光景を観察した後、トオルが、ごくりと唾つばを飲み込みながら呟つぶやいた。

「これは……師匠、見ておいて正解だったかも。だって、思ってたよりも、ずっと……」

　トオルはそれ以上言葉を続けなかったが、私にも彼の言わんとしたことが推察できた。

　これは想像よりも遥はるかに…………醜しゆう悪あくだ。実験動物を使う研究が必ずしも悪いとは思っていない。しかし、この狭せまい部屋でずらりと凶きよう悪あくな魔物が水槽の中で生き長らえさせられている光景からは……言葉以上に、邪じや悪あくさの様なものが感じられてならなかった。

「これが……本当に、教会の支し援えんしている研究だというのか……？」

　噓うそであって欲しいと願いつつも、まじまじと魔物を観察する。と、水槽の下にそれぞれなにやら彫ほられているのに気がついた。

「《ドラウプニル・ガンマ、三日目》。……こっちは《カスタム・ガンマ、三日目》。それにこっちは《サーバント・オリジナル》？　《ガンマ》というのが、人工的に作られた魔物だとは聞いたが、しかしドラウプニルやらカスタムやらサーバントというのは……」

「さあ……ぼくの目には、正直全部同じ魔物にしか見えないけど」

　トオルの言う通り、それらは全すべて同じ魔物にしか見えなかった。確かレギンドッグとかいう種族だ。群をなして人を襲おそう獰どう猛もうな野犬の様な魔物。確か個体によって毛並みの模様は千差万別であったはずだが……目の前に居る三体は、確かに、一見した分には見分けがつかない程ほどに似ていた。

　疑問は尽つきないものの、この部屋でこれ以上得られる情報は無さそうだ。私とトオルは一いつ旦たん外に出て、隣となりの部屋や向かいの部屋も調べたが、どこも似た様な魔物部屋であったため、その一帯に見切りをつけて奥を目指す。

　途と中ちゆう、廊下を塞ふさぐ様に再び大きな扉とびらが現れたものの、今度は私が促うながさなくても、トオルは自主的にそれを破壊した。どうやら、彼もこの研究には疑問を抱いだいたらしい。

　扉を抜ぬけると、再び廊下と小部屋という構成が続いていた。とりあえず手近な部屋をいくつか覗いてみるも、どれも雑多な倉庫の様になっていた。

　トオルが辺りを見回しながら口を開く。

「大事な研究資料とか作業場所って、奥の方にありそうだよね。なんとなくだけど」

「普ふ通つう、危険な魔物こそを、いざという時隔かく離りしやすい様に奥に置かないか？」

「んー、でも、そこは、アヤおねーさんだからなぁ……」

　トオルのその言葉には妙な説得力があった。思わず納なつ得とくしてしまう。

　私達はしばらく廊下を歩き、最奥を目指す。が……。

「……っ」

「師匠？」

　ふと立ち眩くらみがして、思わず壁に手をつく。トオルが慌てて私の背に手を置いた。

「師匠、やっぱり怪け我がが完治してないんじゃ……。例の襲しゆう撃げきで、結局輸血もロクに出来なかったみたいだし……」

「ああ……確かに、良くはない様だな。だが、トオル。キミがそう深刻な顔をする程じゃないさ」

　彼を安心させる様に微笑ほほえみかける。正直なところ指先の震ふるえが止まらなかったが、私はぐっと拳こぶしを握りこんでそれを隠かくした。そうして、再び廊下を奥に向けて歩き出す。

　トオルは不安そうにしながらも、私の隣に並び、「そういえば」と声を上げる。

「襲撃で中断させられちゃったらしい、師匠の輸血さ。アヤおねーさん、どうして改めてやってくれないんだろう？」

「うん？　確かに、そうだな。まあずっとバタついていたし、私は歩き回れる程度には元気だったし、なにより彼女は研究一筋の様だからな。大方、忘れているのだろう」

「んもうっ、いい加減だなぁ！」

　腕うでをぶんぶん振ふってぷんすかと怒おこり出すトオル。どうもこの子は、自分の事にはとことん無む頓とん着ちやくな癖くせに、近しい者のことに関しては意外な程に沸ふつ点てんが低いところがある。

　私がそんな彼の珍めずらしく子供っぽい様子にクスクス笑っていると、トオルは「師匠も師匠だよ！」と私にまで嚙かみついてきてしまった。

　そうして、トオルから「自分の体は大事にしないとっ！」という、正直彼に言われても驚おどろくほど説得力のない小言を聞きながら歩くこと約一分。

　廊下の最奥に一ひと際きわ大きな扉を見つけた私達は、鍵かぎ部分を破壊した後、軽く頷うなずき合ってから部屋へと足を踏ふみ入れた。

　同時に、室内に光が灯る。と、そこに広がっていたものは──

『────ッ!?』

　──二人、即そく座ざに口元を押さえる。それは、目の前の恐おそろしい光景が故ゆえか、もしくは立ちこめる異様な臭しゆう気きが故か。

　そこには、簡素な寝しん台だいの上に寝かされた夥おびただしい数の、魔物の姿があった。──体中にチューブやらメスやらの突つき刺さった、魔物の、姿が。

「っ、なに、こ、れ……。これが……研……究？」

　顔を青ざめさせるトオル。とても子供に見せていい光景ではなかったが、しかし、生あい憎にく私にも彼を気き遣づかっている余よ裕ゆうは無かった。

　恐きよう怖ふ、動どう揺よう、嫌けん悪お感かん、そして怒いかり。様々な感情が胸の内を渦うず巻まく中、私は数歩室内へと向かって歩みだし、その地じ獄ごくの様な光景を目に焼き付ける。

「星に還かえらぬ様、どの個体も、ギリギリの部分で生命を長らえさせられている……。しかもご丁てい寧ねいに、傷口が勝手に再生せぬよう細工までされて……」

「そんな……いくら、魔物相手だからって……こんなの……」

　私に続いて、トオルも室内へと進み出てくる。

　私達は必死に怖おぞ気けを抑おさえながらも、調査を再開させた。とても好んで見ていたくない光景ではあったが、しかしだからこそ急ぎ真相を究明せねばならぬことを、二人とも肌はだで感じていた。

　そうして魔物達を見ていて、一つ気付いたことがある。なぜか、同種の魔物が二体ずつ並べて寝かされているのだ。そして……。

「移植……しているのか？　片方から、片方に、臓器や部位を……」

「そういえば、アヤさんの専門は移植だって言ってたっけ。じゃあ……魔物を、練習台にしているっていうこと？」

「練習台……」

　確かに、移植技術を確立する上で、こういった実験は必要不可欠なのかもしれない。傷口の勝手な再生を許していないのも、残ざん酷こく趣しゆ味み等からではなく、移植部分を徐じよ々じよに馴な染じませるためのものだろう。……しかし、そう分かった上でも尚なお……嫌悪感は抑えられなかった。

　更さらに調べていくと、魔物の寝ねかされているベッドに、見覚えのある金属プレートが嵌はめられているのに気がついた。

「《サーバント・オリジナル》と《カスタム・ガンマ》……？　どの魔物も《カスタム・ガンマ》の方から《サーバント・オリジナル》に臓器を提供している……のか？」

　それにどういった意味があるのかは分からない。しかし……。

「師し匠しよう！　これ見て！」

　考え込んでいると、いつの間にやら部屋の奥の方まで進んでいたトオルに呼ばれる。

　思考を中断してそちらに向かうと、トオルは、奥の壁かべ際ぎわに立てかけられた機材を指していた。

「これは……」

「うん。さっき見てきた水槽と同じものが二台並んでいるみたいなんだけど……でもさ」

　言いながら、ゆっくりと人指し指を上に向けるトオル。その先には……、

「なんだ、あれは……」

　二つの水槽の間で、光輝かがやく黄金の腕輪が悠ゆう然ぜんと浮ふ遊ゆうし回転していた。

　一見して思ったのは、実験に使うなんらかの魔法道具であろうなということであった。事実、二台の水槽上部から出た喇らつ叭ぱの様な金属管は腕輪の光を受けとめんとするかの如ごとく配置されている。

　それらの水槽の片方にはメドラという爬は虫ちゆう類るいの様な魔物が入れられており、もう片方の水槽は水に満たされているだけの空の状態だった。例の金属プレートもしっかり張り付けられており、魔物の居る方には《オリジナル》、空の方には《ドラウプニル・ガンマ》と彫られている。

　私は思わず首を捻ひねった。

「オリジナル？　さっきの《サーバント・オリジナル》というのとはまた別なのか？　それに……この空の方が《ドラウプニル・ガンマ》となると、もう、何がなにやら……」

「あ、ちなみにぼくは最初からその辺の理解とか諦あきらめているけどね」

「おいトオル」

　呆あきれて彼を見やると、トオルは両手を頭の後ろで組んで苦く笑しようしていた。

「だって、字読めないし、なんたらガンマやらサーバントやら、名前違ちがっても全部同じ魔物に見えるしさー。なんか多分、専門的な違いのアレなんでしょ？」

「……まあ、確かに、その違いを検証することに大きな意味はないかもしれんな……」

「でしょ？　じゃ、他ほか調べよっか？」

「ああ、そうだな」

　そう応じて、私達は改めて部屋の中の他の部分を調べようと──

〈ブゥゥゥゥゥゥゥウウン！〉

『!?』

　──水槽に背を向けたその瞬しゆん間かん、背後から眩まばゆい発光と、同時に何かが激しく空を切る様な音を感じ、慌あわててバッと二人振り向く。と、そこには……。

「し、師匠!?　なんか腕輪が物もの凄すごく光りながら回転してるんだけど!?　しかも残像で球体化してさえ見えるんだけど!?」

「な、なんだ!?　何かが作動したということか!?　一体どうしたら……」

　わたわたと慌てる私達に構わず、腕輪は更に回転と発光を強めていく。そうして、回転音が最大限に高まったその瞬間──腕輪は一度目も眩むほどの光を放ち、しかし次の刹せつ那なにはすっかり回転を緩ゆるめ、元の状態に戻もどってしまった。

　腕輪を見つめたまま、私が呆ぼう然ぜんとしていると……トオルが突とつ如じよ、私の袖そでを引っ張りながら声を上げた。

「師匠！　あれ！　あれ！」

「？」

　トオルに促され、私は彼が指す方を見やる。それは、二台の水すい槽そうの内の、元々中が空だった方──

「!?」

　──のはずなのだが、そこには現在魔ま物ものが……メドラが存在していた。

　慌ててもう一台の方の水槽を確かく認にんする。と、そこには当然、元々居たメドラ。

　トオルが目を大きく見開きながら告げる。

「同じ魔物が……増えた？」

　確かに、起こった現象としてはその通りだ。しかし……。

「そんな、まさか。生成や培ばい養ようをするにしても、こんなもの、現代の技術を大おお幅はばに──」

　そこまで言ったところで、私はハッとして腕輪を見やり、ぽつりと呟つぶやく。

「まさか……神工物……？」

「え？　神工物って確か、遺い跡せきとかから見つかる、現在の魔法技術じゃ仕組みを解明出来ない道具や場所……だったっけ？」

「あ、ああ……」

　呆然としながら、水槽へと近づき、二体の魔物をまじまじと観察し、もう一度金属プレートを見やる。元々居た魔物が……《オリジナル》。複製された方の魔物の水槽が……《ドラウプニル・ガンマ》。

「まさか……そういう、ことなのか？……だとすれば……そもそも、私達は……」

「師匠？」

　私の呟きにトオルが反応する。私はごくりと唾つばを飲み込んで、二体の魔物を観察する。

　もしここの研究が、私の想像する通りの……そして私達が肌で感じてきた通りの、醜しゆう悪あく極きわまりないものだったのだとすれば。

　フギンやファルディオ、ルウが何度も襲撃を仕し掛かけてきたのは、もしかしたら……。

「……的外れな行動を取っていたのは、むしろ、私達の方……だったの、か？」

「え？　そ、それって、つまり師匠……」

　トオルが何かを察した様に強こわ張ばった声を上げた、次の瞬間。




「いやはや、まいったなぁ、こりゃ。まったく、流石さすがは──」




『っ！』

　トオルと二人、即座に振り向く。気付けばいつの間にかそこには、白衣を身に纏まとい、醜悪極まる非道な研究に身をやつした諸悪の根源──




「──流石は、探たん偵てい大臣だねぇ、セシリア君。……余計なことをしてくれる」




　──アヤ・ヘルモーズ院長が、いつものように面めん倒どうそうに頭を搔かきながら、感情の読めない表情で私達の前に立ちはだかっていたのだった。








前日譚　ファルディオ・メルクリウスの決断









「はぁ!?　てめぇが、神しん剣けん騎き士し団諜ちよう報ほう部ぶの人間だぁ!?」

「はい、実はそうでして」

『…………』

　相変わらずの好青年然とした笑えみで身分を明かすフギン・スクリュゥに、ファルディオとルウはただただ呆然とするしかなかった。

　例の研究フロアにおける脅きよう迫はく行こう為いから約十分。一階の空き病室の一つに場所を移した上で、早さつ速そくフギンの口から語られた彼の素す性じように、ファルディオ達は驚おどろきを隠かくせずにいた。

　フギンは壁かべに背を預けて腕うでを組み、ファルディオ達に苦笑いを向ける。

「もしかして、僕、なにかとんでもない悪人か何かだと思われてましたか？」

「いや、思われてたも何も、お前、実際さっき……」

「そうですぞ！　ご主人達を人質に取り、ルウ達を脅迫したばかりではありませんか！」

　ルウが敵意を剝むき出しにしてフギンに詰つめ寄る。ファルディオもまた、鋭するどい眼光で彼を睨にらみ付けていた。しかし、実際その対象であるフギンはと言えば──

　──妙みように、きょとんとした表情を返してきた。

「へ？　脅迫……ですか？……あ、確かに、警告はしましたけど……」

『け、警告？』

　ファルディオ達の気の抜ぬけた表情を見て、フギンは何か得心がいったという様に笑顔で頷うなずいた。

「ああ、なるほど。そういうことですか。ふふっ、確かに、僕の言い方が悪かったかもですね。お二人には、僕が『言うことを聞かないと仲間を殺すぞ』と言っているように聞こえてしまったわけですか」

「？　実際そうだろ？」

　今一つ事情が飲み込めずに訊たずねるファルディオ。しかしフギンは「いえ」と首を振ふった後……少し表情を顰ひそめて続けてきた。

「あれは、『こうなってしまった以上は、単純な正義感で直情的に動かず、慎しん重ちように、僕の指示通りに動いてもらわないと、二人の命が危ないですよ』というそのままの警告の意味であって、それ以上に含ふくむところはないんですよ」

『……へ？』

　その言葉に、ファルディオ達は思わず気の抜けた声を返してしまった。……確かに、直接的に脅迫されたわけではなかったが……。

　しかしそうなると、新たな疑問が湧わいてくる。

「で、でもそうなると、なんで二人の命が危ないんだよ？　てめぇが手を出す様なつもりはないってんだろ？　だったら……」

「ああ、はい、それこそが、あの研究を目もく撃げきされた挙句に、七日目の《ドラウプニル・ガンマ》と交戦までされてしまったお二人への本題なわけですが……」

　そう告げるとフギンは少し俯うつむき……反射で眼鏡めがねを光らせながら、その衝しよう撃げき的な一言を告げて来た。




「この状じよう況きようでこちらが下手をうつと、院長が……つまり、アヤ・ヘルモーズが、トオル君やセシリアさんに手を出す可能性が極めて高いのです」




『な──』

　ファルディオとルウは思わず絶句する。状況が元々想定していたものよりもあまりに反転しすぎていて、頭がついていかなかった。

　そんな二人の混乱を察したかのように、フギンが優やさしく一から説明を開始する。

「既すでにあのフロアを御ご覧らんになられたお二人は勘かんづいておられると思いますが、彼女が現在行っている研究は、尋じん常じようなものでは御ご座ざいません。実際奥の部屋などはもっと露ろ骨こつなのですが……要は、研究・実験のために大量の魔物を抱かかえているのです」

「それは……移植技術の向上のため、ですかの？」

　ルウの質問に、フギンがこくりと頷く。

「半分正解ですね。ただそれだけならば、多少倫りん理り的な問題こそあれど、教会が僕を送り込むような事態にはなっていません。実際教会はアヤ先生の移植技術に、長年、大変世話になってまいりました。特に教会上層部の特権階級などは、独どく占せんした彼女の技術でどれだけ延命して貰もらっていることか」

「はっ、実に教会様らしい話だな」

「まったくです」

　自分もそこに所属する人間だというのに、フギンはやれやれと溜ため息いきをついた。それを見てファルディオは、ようやく、自分がフギンの何を気に入らなかったのか、理解出来た気がした。

「（要は、あの堅かた物ぶつ女……セシリアに似た空気感があったのか）」

　なおかつイケメンなのだから、それはもうファルディオにとって苦手で当然だ。

「それで、大量の魔物を抱えるもう一つの理由、というのは？」

　ルウが話の先を促うながす。フギンは一つ頷いて、続けた。

「単純そのまま、戦力の確保だと、教会は見ています。だからこそ僕が送り込まれた」

「ちょ、ちょっと待てよ」

　その話にファルディオは思わず待ったを入れる。

「なんだそれ、戦力の確保って。おいおい、あの女医が魔物の軍勢作って、教会に反旗でも翻ひるがえそうってのか？」

「上は概おおむねそういう見方をしていますね」

「……おいおい、わっかんねぇな。いくつか大きなツッコミ所はあるが……まずそもそも、なんのメリットがあって、あの研究一筋女がそんなことすんだよ」

「研究一筋女だからこそ、ですよ」

「……は？」

　意味が分からず訊ね返すファルディオに、フギンは至って真ま面じ目めな表情で説明する。

「確かに教会はアヤ先生──いえ、アヤの研究を支し援えんしてきましたし、また彼女の移植技術は長年教会に恩おん恵けいをもたらして来ましたが……しかし一方で、教会にとって彼女は少し煙けむたい人間でもありました」

「？　なぜですかな？　お互たがいメリットのある関係に聞こえますが……」

　ルウが口にした疑問は、ファルディオも抱いだいたものであった。

　フギン「表面的にはそうですね」と応じた後、と先を続ける。

「ただ教会にとって真に重要なのは、アヤ当人ではなく……どちらかというと、彼女の所有する神工物《ドラウプニル》の方なのです」

「《ドラウプニル》……」

　覚えのある単語だった。確か、研究フロアで見た魔ま物ものが入った水すい槽そうの一つに、そんな単語の書かれた金属プレートがあったっけ。

　フギンが説明を続ける。

「神工物《ドラウプニル》は腕輪型の神工物です。そして、その機能は──」

　そこで少し間を置き、フギンは……核かく心しんを告げる様に低い声で告げた。




「──生物の、複製」




『!?』

　そのあまりに荒こう唐とう無む稽けいな情報に思わず息を吞のむ。とても信じられないという思いは強いものの……しかし、そう考えるといくつかのことに得心がいくのも事実だった。

「一日一体という制限こそありますが、《ドラウプニル》は、その所有者が指定した対象の生物を複製します。まあ、とある些さ細さいな欠損と、非常に致ち命めい的てきな性質を付加されますが、それ以外は殆ほとんど完かん璧ぺきな複製個体が出来上がるわけでして。……つまり、こうして作られた魔物の名めい称しようが、贋にせの魔物、《ガンマ》。正式には《ドラウプニル・ガンマ》です」

　それはまさに、ファルディオ達が地下で見た金属プレートの名前そのものだった。額にねばっこい汗あせが滲にじんでくる。

「おいおい……とんでもねぇな」

「ええ、とんでもないですね。だからこそ、教会はそれを自分達の管理下に置きたい。しかし……」

　フギンの言葉の先を、ルウが引き取る。

「なるほど、どういう経けい緯いか分かりませんが、現在の所有者はあくまでアヤ女医。そしてそのアヤ女医は、必ずしも教会に従順な存在ではないと」

「そういうことですね。そして《ドラウプニル》の所有者が交代するのは、所有者が明確な意志をもって譲じよう渡とするか、死亡した場合のみ。となれば……」

「……教会とあの女医の関係は、現在極きわめて微び妙みような緊きん張ちよう状態にある、と」

「ご明察です」

　フギンにニコリと笑いかけられるも、ファルディオはそれに鼻を鳴らして応じた。……相変わらず、いけすかない野や郎ろうだ。余よ裕ゆうのあるイケメンという存在の、憎にくたらしいこと憎たらしいこと。その上仕事面でもかなり有能そうとくりゃ……とりあえず、ファルディオの視界に入らないところで生息して頂きたいものだった。……見ると妙に滅め入いるから。

　ファルディオは思わず嚙かみつくように次の質問をする。

「でも、あの女医が、その《ドラウプニル》とやらで増やした魔物をいくら抱えてたところで、それを戦力としてカウントするにゃあ、無理があんだろ。言っても、ただの魔物だぜ？　制せい御ぎよが効かない力なんて……」

「そこで出てくるのが、《カスタム・ガンマ》という存在なんです」

　それもまた、ファルディオ達に覚えのある単語だった。フギンが説明を続ける。

「この辺りからが、僕が潜せん入にゆうして調査した領域なのですが……。《ガンマ》は、ただ複製した段階では、通常の魔物の複製……つまり、《ドラウプニル・ガンマ》でしかありません。これはファルディオさんの指し摘てき通り、結局はただの魔物。制御など効きようも無い」

　そこでフギンは人指し指を立て、空中に線を引くような動作をする。

「ただ、元々《ドラウプニル》の所持者と複製存在には『繫つながり』と呼べるものがありましてね。親と子を繫ぐ臍へその緒おの様なものを想像して貰えるといいのですが……とはいえ、やはりそのままでは本当に意味を成さない、薄うすい繫がりです」

　線を描えがくのをやめるフギン。彼は腕を組み直すと、これまでとは少し違ちがい、どこか感心するようなニュアンスを含んだ口調で続けてきた。

「しかし院長……アヤはそこに意味を持たせる技術を開発しました。それが《最終調整カスタム》」

「カスタム……」

「はい。実際具体的な手法は、未いまだ助手たる僕にも明かしてくれていませんが……彼女によって《最終調整カスタム》を受けた複製存在は、その繫がりを通して動く──完全に、所持者の忠実な下げ僕ぼく──傀かい儡らいと化します。……それこそが《カスタム・ガンマ》」

『……っ！』

　もう今日何度目になるか分からない衝撃に言葉を失うファルディオ達。説明するフギンもまた、その恐おそろしさを再認にん識しきしているのか、あくまで余裕の笑えみを浮うかべようとはしながらも、額に汗が滲み始めていた。

「これの恐ろしいところは、その《見えない繫がり》を通した関係のため、遠えん隔かくだろうとなんだろうとお構いなしで所持者の思い通りに制御が効くところです。つまり……」

「個々が強大な力を持ちながらも、統率のとれた軍勢の出来上がりっつうわけかよ……」

　室内に重苦しい沈ちん黙もくが降りる。……それが本当の話だとしたら、事はアヤと教会の問題だけで済みそうにはなかった。複製とはいえ、魔物を制御する技術……それは、この社会を根幹から揺ゆるがして余りある技術だ。

　ようやくファルディオにも、事態の深刻さと、そしてフギンの「慎重に行動して貰いたい」という言葉の意味が理解出来始めていた。

　フギンが補足するように続ける。

「実は《最終調整カスタム》にはもう一つ意義があります。それは、複製個体の長ちよう寿じゆ化です」

「長寿化？　何百年も生きるようにすんのか？」

「いえ、そうではありません。ただの複製個体……《ドラウプニル・ガンマ》と比べての、長寿化です。というのも、《ドラウプニル・ガンマ》は、そのままでは生存期間が約一週間程度しかないのです。……実際に、お二人も御覧になられたでしょう？」

「え？　何を……って、ああっ、あのブラッディ・レオ！」

　フギンに言われて、ファルディオは思い出す。研究フロアで、自分に飛びかかってきたブラッディ・レオが突とつ然ぜん力尽つきてしまったことを。よくよく思い返せば、アレの入れられていた水槽には《ドラウプニル・ガンマ、七日目》と記されていた。

　思わずファルディオが納なつ得とくしていると、フギンが頷うなずく。

「あの様に、神工物《ドラウプニル》による複製個体は、単体では生存しつづけられないのです。どうやら、最初からそのように設定された神工物のようで。複製個体の臓器を、オリジナルへの移植などに使う分には何の問題も無い様なのですが……」

「なんだか、悲しい存在ですな……」

　ルウがしょんぼりと返す。フギンは「ええ、ホントに」と応じた後、先を続ける。

「そこで登場するのが、やはり《最終調整カスタム》です。どうも《最終調整カスタム》という行こう為いは神工物《ドラウプニル》の《寿じゆ命みよう設定》に、あくまで副次的にではありますが、なんらかの影えい響きようを与あたえる様でして。多少期間にムラがあるみたいですが、延命を図れるようです」

「しかし延命したところで、《カスタム・ガンマ》は結局あの女医の傀儡、と……」

「はい。しかも《最終調整カスタム》によって繫がりを強化された《ガンマ》は、所持者が死亡した際、連れん鎖さ的に消しよう滅めつする運命にさえあります」

　フギンの話を聞き終え、ファルディオは思わず「くそっ」と備え付けのベッドの足を蹴けってしまう。彼は決して正義感の強い人間ではないと自負していたが、それでも、胸にはどうしようもなく不快感が込こみ上げてくる。……悪あく趣しゆ味みこの上無い研究だ。

　そんな淀よどんだ空気を少し緩かん和わさせようとしてか、ルウが「そういえば」と切り出した。

「もう一体ルウ達が見た《ガンマ》……確か、《サーバント・オリジナル》とかっていうのは、一体なんなのですかな？　ただの《オリジナル》とは違うのですかな？」

　ルウの質問に、フギンは「ああ、それを説明していませんでしたね」と応じる。

「単純に《オリジナル》と表記されていれば、それはただの複製元……つまり普ふ通つうの魔物です。ですが、《サーバント・オリジナル》と表記されていた場合……それは、《カスタム・ガンマ》から臓器提供を受けた、オリジナル個体という意味です」

「？　それは……何か普通の魔物と違うのですかな？」

「ええ、大いに。そうですね……言うなればそれこそが、教会上層部が最も危険視している彼女の研究成果と言っていいでしょう。実際それの何が厄やつ介かいかと言えば、《ドラウプニル・ガンマ》からの臓器移植とは違って──」

　フギンはそこまで言ったところで、突とつ然ぜん表情を強こわ張ばらせた。何事かと訊たずねようとするファルディオ達を、彼は厳しい表情で窘たしなめる。

「（静かにっ！）」

　その小さいながらも力の籠こもった言葉に、ファルディオ達はぎくりと身を強張らせる。

　そうして、その数秒後。

〈カツン、カツン……〉

「…………！」

　廊ろう下かから響ひびいてくるヒールの足音を捉とらえてやっと、ファルディオ達にもフギンの反応の意味が理解できた。

　アヤ・ヘルモーズだ。

『…………』

　三人が緊張に押し潰つぶされそうになるなか、ヒールの音は徐じよ々じよに近付いてくる。

〈カツン、カツン、カツン、カツン……〉

　どんどんと大きくなる足音。それは恐らく研究フロアに向かうためであって、この部屋に向かってきているのではないだろうと考えるものの……ファルディオは動どう悸きと呼吸が激しくなるのを抑おさえられなかった。

「（俺達が、フギンと三人でこんな何も無い病室に居る理由なんて……、明らかに一つしかねぇよな。だから、もし見つかったら……）」

　当然、その時点でファルディオ達は勿もち論ろん、その仲間たるトオル達もアウトである。研究一筋のアヤに、勇者を手にかけることの倫りん理り的抵てい抗こうを期待しても無む駄だだろう。

　そこまで考えたところでふと、ファルディオの頭にある考えが過よぎる。しかし……刹せつ那な、それを察したかのようにフギンが音もなく近付いてくると、彼の耳元で囁ささやいた。

「（アヤを討うってしまえばいいとかは、考えない方がいいです。普段の様子からはまるで推おし量れませんが……どういうわけだか彼女、尋じん常じようならざる戦せん闘とう力を有しています。僕は以前一度、彼女が自らの手で魔物を捕ほ獲かくするところを偶ぐう然ぜん目もく撃げきしてましてね……。……戦闘にはそこそこ自信のある僕でも、アレを見た日は、震ふるえが止まりませんでしたよ。自分は、なんという存在の元に遣つかわされてしまったのかと、ね）」

　そう告げる彼の瞳ひとみには珍めずらしくまるで余裕が無く、聞いているファルディオの方が息苦しくなるぐらいだった。

　そうこうしている間にも、アヤの足音はどんどん近付いてくる。ファルディオが最も早はや恐きよう怖ふと緊張で吐はきそうになる中、足音は彼らの想定通り、病室前を通り過ぎ──

〈カツ──。…………〉

　──ずに、立ち止まった。あまりの緊張にルウが悲鳴を上げそうになるも、フギンが音もない神速の動きでその口を抱かかえ込み、息を殺す。

　そうして、一体何秒過ぎた頃ころだろうか。

〈……カツン、カツン、カツン、カツン……〉

　アヤは何事も無かったかのように歩みを再開させ、その場から遠ざかっていった。

　彼女の足音が聞こえなくなるのを待ってから、三人、どっと息を吐く。

『…………っはぁ！』

　激しい運動をしたわけでもないのに、全員が、汗だくだった。フギンでさえ、ぐったりと床ゆかに尻しりをついて壁かべにもたれかかり、荒あらく息をしている。……その人間らしい動作を見て、ようやくファルディオは少しだけフギンに心を許す気になった。

　そして、それと同時に……。

「る、ルウは、人の強さを推し量れる実力もなければ、フギンの話を全面的に信用する謂いわれもないはずなのですが……しかしファルディオ。こ、これは流石さすがに……」

「……ああ」

　ファルディオもそれに同意する。

　最早、信用するとかしないとかの話じゃなかった。なにせ──

「（冗じよう談だんじゃねぇぞ、おい）」

　──アヤが部屋の前で立ち止まった時の、怖おぞ気けのするような邪じや悪あくな気配は、武道を嗜たしなむだの嗜まないだのの遥はるか以前のレベルで、ファルディオ達にも感じ取れたからだ。

　フギンが息を整えながら呟つぶやく。

「彼女の能力の根源は、僕にも理解出来ません。……それが、神工物《ドラウプニル》の所持者に付帯される能力か何かなのか……もしくは、彼女の医い療りよう研究の成果の一つか何かなのか……。ただ、確実に一つだけ言えることは……」

「俺達程度なら、三秒もかからず皆みな殺ごろしに出来る力を持っている、っつうことか」

「……ご明察です。ファルディオさんは、実に勘かんがいいですね」

「お前に褒ほめられても全っ然嬉うれしくねぇよ」

「ははっ、つれないですねぇ。僕らは最早一いち蓮れん托たく生しようの、運命共同体だと言うのに」

　ようやく余よ裕ゆうが戻もどってきた様子のフギンが笑う。……こんなイケメン野や郎ろうと仲間関係を築かなきゃいけないだなんて悪夢の様だとファルディオは落ち込んだが、しかし、どうも我わが儘ままを言っていられる状じよう況きようでも無さそうだ。

　ファルディオは一息ついたところで立ち上がると、フギンに提案した。

「とりあえず、残りの話はもっと落ち着ける時にしようぜ、フギン。別にお前、まだアヤに完全に疑われているわけでもないんだろう？　だったら、とりあえずこのまま様子見をして、トオル達の目覚めを待ってから、俺達には関係ないところで改めて──」

　そこまでファルディオが言ったところで、フギンは露ろ骨こつに表情を曇くもらせた。

『？』

　事情が分からず困こん惑わくするファルディオとルウに……フギンは、実に頼たよりなさげな苦く笑しようを浮かべる。

「それが……実はこのまま何もしなくても、それはそれでかなり、まずいんですよね」

「？　どういう意味だ？　このままだと、何がどうなるって？」

「それが……」

　フギンは眼鏡をくいっと上げてから……実に申し訳無さそうに、その絶望的な言葉を、告げたのだった。




「このまま何もしなかったらしなかったで、明日あした、セシリアさんの人生が終わります」




『…………は!?』




　どうやら、数々の謎なぞが解けたところで、ファルディオ達の目の前には依い然ぜんとして、問題が山積みのようであった。








第四章　歪ゆがんだ真実









「──というわけで、各種《ガンマ》の基き礎そ的な説明をザッとしてみたわけだが……これで私の研究に対するご理解は頂けたかな？　探たん偵てい大臣と、勇者大臣君」

　私達の目の前に突然現れるなり、まるで言い訳を試みるかのように勝手に滔とう々とうと自分の研究成果について語り続けた女医……アヤ・ヘルモーズは、どこか演劇がかった動作で腕うでを広げ、私達に問い掛かけてきた。

『…………』

　しかし私達二人はと言えば、互たがいに武器を構えたまま、彼女に何も返さない。いや、返せないでいた。

　なぜなら、アヤが喋しやべる間もずっと、私達は、どうしようもなく怯おびえていたからだ。




　彼女の中で不気味に蠢うごめく、禍まが々まがしい力の気配に。




「（下手をすると魔ま人じん達と同格か、それ以上。……どうなっているんだ、一体！）」

　焦あせりで剣けんを持つ手に汗あせが滲にじむ。アヤとはこの一週間日常生活を共にしてきたが、この様な側面を隠かくし持っているだなんて、微み塵じんも察知出来なかった。実際彼女の日常の動きは、本当に鈍どん重じゆうな素人しろうとのそれであり……それは、演じてどうこうなるものではない。

　しかし今目の前にいる彼女はと言えば……私達が一つ対処を間ま違ちがえれば、一いつ瞬しゆんで命を刈かり取られる様な凶きよう悪あくさを漂ただよわせている。

「ん？　二人とも、無視大臣かい？　それはちょっと困るなぁ……」

『っ！』

　言うと同時に彼女の眼に殺気が宿る。今にも戦闘に雪崩なだれ込こみそうな場面を、しかし、トオルが答えを返すことで回かい避ひした。

「ぼくは、アヤおねーさんのやっている研究が、全部悪いとは思わない」

「ほぅ」

　トオルの言葉にアヤが露骨に気を良くする。私は思わず「トオル？」と顔を振ふり向かせるも、彼の表情に媚こびている気配等は一いつ切さいなく、本当に、素す直なおな意見のようだった。

「それって、最後には人の病気とかを治すのに役立つ研究なんだよね？　だったら、それ自体は、本当に素晴らしいことだと思う。……もしアヤおねーさんがぼくの世界に居たら……ぼくは、兄さんを助けるために、多少の悪事なんか目を瞑つぶって、先生を頼るよ」

「トオル、お前……」

　私はぞくりと背筋に冷たいものを感じた。やはり、この子の純じゆん粋すいさは危険だ。善と悪の判断基準が、明らかに狂くるっている。……このままだと、どちらにも、転びうる。そしてその天てん秤びんが傾かたむく先によっては……勇者どころか……。

　しかし私の危き惧ぐとは真逆に、アヤは彼の回答がいたく気に入ったようだった。「素晴らしい！」などと手を叩たたいて応じる。

「キミはよく分かっているなぁ、トオル君。そう、教会も民衆も、些さ末まつなことに心を囚とらわれすぎなのだよ。この研究は確かに一見悪あく趣しゆ味みで、多くの犠ぎ牲せいを出しているように見えるかも知れない。しかし、それは非常に表面的な物の見方だ。その先にある、多大な恩おん恵けいが見えていない。しかしトオル君、キミには小さいながらきちんとその一いつ端たんが見えている！　それは素晴らしい慧けい眼がんだよ。それでこそ勇者大臣だ」

「ありがとう、アヤおねーさん」

　ニコリと微笑ほほえむトオル。私は、この子が今にもアヤ側についてしまいそうでヒヤリとするも……しかし次の瞬間、トオルは笑顔のままで、キッパリと言い放った。

「でもぼく、アヤおねーさんの研究は大っ嫌きらいだ」

「……ほぅ？」

　アヤが眼を細める。気分を害した、という様子でも無いが……しかし、一いつ触しよく即そく発はつの空気は漂う。

　気が気でない私に構わず、トオルは続けた。

「まずその、一週間しか生きられない命の創造っていうのが、凄すごく嫌い」

「なぜだ？　寿じゆ命みようが一週間未満の生物など、世の中にはごまんといるだろう」

「そりゃそうかもだけど。でも、アヤさんが複製しているのって、そうじゃない命でしょ？　本来もっと長く生きられるはずの命に、無理矢理短い寿命押し付けるのって……」

　そこまで言って……トオルは突とつ然ぜん声のトーンを落とすと、体中に怖おぞ気けがする様な気配を纏まとわせながらアヤを睨にらみ付けた。




「ぼく、ちょっと、頭にクるなぁ……」




『っ！』

　その暗く重たい存在感に、私のみならずアヤまで圧あつ倒とうされる。私は全身に鳥とり肌はだが立つのを感じながらも、彼の境きよう遇ぐうを思い出す。
















「（確か、兄が病気だったか……なるほど、短い寿命設定というのが、逆げき鱗りんなわけだ）」

　そう表面的には理解は出来たものの、それでも、トオルの漂わせる気配に対する言いしれぬ不安感は一切薄うすまってくれなかった。

　しかしトオルはパッと表情を切り替かえると、更さらに話を続ける。

「あとその……寿命は延びるけど、アヤさんの思い通りっていう、《カスタム・ガンマ》？　それも、すっごく、気に入らない」

「凶悪な魔物を大人しく従順にさせる術の、なにがいけないのだ？」

「なにが？　うーん……そうだなぁ……」

　トオルは少し考え込む素そ振ぶりを見せる。……恐おそろしいのは、既すでに彼が、目の前のこの脅きよう威いと対等に喋っていることだ。一歩間違えば一瞬で殺される様な環かん境きようで、平然と対話してみせる。しかし油断しているのかといえばそうでもなく、意外と隙すきは感じられない。……状況に適応している、とでも言うのか。しかし……。

「（アヤの様な歪んだ価値観相手にまで『適応』出来てしまうというのは……）』

　私は思わず、構えながらもトオルから貰もらって以降ずっとつけている髪かみ飾かざりに触ふれた。……これをくれた優やさしく純粋なトオルもまた、トオルだ。だったら……彼の仲間として、師し匠しようとして、私はそれを信じ、正しい方向に導いてやらなければいけない。たとえ……自分の身に、何があったとしても。

　私がそんな決意を固めていると、トオルは何か思いついた様にアヤへと切り出した。

「アヤおねーさんさ、魔人って、知ってる？」

「魔人？　ああ、以前教会から回ってきた資料を読んだことがあるな。確か最近出しゆつ没ぼつしている、人語を操あやつる知能ある魔物……だったか。実際研究対象として興味深い存在ではあるが……それが、どうかしたか？」

「うん……ぼく達さ、その魔人と、二回遭そう遇ぐうしているんだけど。そのどっちも……凄い怖こわい敵だったけど、同時に、凄く人間っぽかったんだよね。意地とか趣しゆ味みとかあってさ」

「……それが、なんなのだね？」

「うん、つまりさ、当然なんだけど、魔物にだってやっぱり、考え方とか、想おもいとかがあるんだなって思ったんだ。だから、それを上書きしちゃう様な《カスタム・ガンマ》は……やっぱり、気に入らない」

「この研究が、魔物と人の争いを減らす結果に繫つながるとしてもか？　それは双そう方ほうにとって、良きことではないか」

「うーん、そうだね。確かに良いことなのかもしれないね、それは。でもぼくは嫌い」

　キッパリと放たれたトオルの言葉に、アヤが笑う。

「ふふっ、なるほど、嫌いだから嫌いか。見事な子供のロジックだな」

「子供だからね」

　そう言って、トオルとアヤは互いに微笑み合う。……正直、私には理解しがたいやりとりだった。

　トオルとの会話が一段落し、アヤが仕切り直すように「さて」と声をあげる。

「改めてもう一度キミ達に訊たずねる……、キミ達は結局、どうしたいのだ？」

「どう……したい、だと？」

　私の呟つぶやきにアヤが頷うなずく。

「ああ。たとえば、セシリア君等は神しん剣けん騎き士し団に所属する人間として……教会の犬として、私に剣でも向けるのか？　ただ純粋に研究一筋大臣だっただけの私に向かって？」

「それは……」

　私は思わず詰つまる。確かにそうだ。この研究は私個人としても嫌けん悪お感かんがあるし、彼女に聞いた限りでは教会もアヤを煙けむたがっているらしい。だが、だとしてもそれは、今ここで、私が剣を振るうべきようなことなのか？

　アヤは今度はトオルの方に視線をやり、問いかけを続ける。

「トオル君。君は私の研究の有用性を理解した上で尚なお、それでも嫌いなものは嫌いだと主張したが……それで、どうするのだ？　勇者の正義を振りかざして私を殺し、このフロアや《ドラウプニル》の破は壊かいでもするわけか？」

「……！　別に、ぼくは、そこまでのつもりで……」

　トオルの顔にもまた、迷いが現れる。確かにアヤは、これまで私達が戦ってきた魔物や魔人とは違う。一種の「悪」でこそあるかもしれないが……しかし「敵」なのか？　勇者が対処すべき存在なのか？　法や倫りん理りを犯おかす犯罪者かもしれないが、それを捕つかまえるのは私達の仕事ではない。しかし……このまま見過ごしてしまうのも、違う気がする。

　私達が黙だまりこくってしまっていると、アヤは「やれやれ」といつもの様に面めん倒どうそうな態度で頭を搔かき、告げてきた。

「私としても、勇者と事を構えるのは避さけたいんだがなぁ。というのも、そうなると、勇者による救世を至上目的とする女神教会とは完全に決けつ裂れつするわけだからね。まだ全面戦争出来る様な戦力は整ってないし、ここは黙って大人しく去ってもらいたいのだが……」

『…………』

「どうも、キミ達にはもういくつか、何か決断を後押しする情報が必要なようだな。ふむ……」

　そこでアヤは顎あごに手を、何か考え込む様な動作をする。そして、

「ああ、ならば、こういうのはどうだろう？」

『？』

　何か名案を思いついた、という様な明るい笑顔を見せるアヤ。一体どうしたのかと私達が首を捻ひねっていると、彼女は、まるで世間話の延長の様にサラリと提案してきた。




「キミ達が退かない場合、私は、この街の人間を数人、テキトーに見み繕つくろって殺そう」




『──な!?』

　愕がく然ぜんとする私達に、アヤは人指し指をピンと立てて、それがさも一番クレバーな提案かのように、喜々として続ける。

「実を言うと、各種ガンマの生成、培ばい養よう、研究を行っているのはここだけじゃなくてね。ナルス中の医い療りよう施し設せつに、ガンマは潜ひそませてあるのだよ」

「……なん、だと？　馬ば鹿かな、そんなこと貴女あなた一人に出来るはずが……」

「確かに、私一人ではとても出来ることじゃない。でも……この街は最も早はや、『私の街』と言っていい程ほどに、私の支配下にあるからなぁ。無理なんてことはないんだよ」

「何を……言っているんだ？　この街が……貴女の、街？」

　全く意味が理解出来なかった。しかし、トオルがハッとした様子で何かを呟く。

「まさか……複製して、人形に出来るのは、魔物だけじゃ……」

　その言葉に、私も彼が何を言わんとしているのか気付き、ゾッとする。

　アヤは上じよう機き嫌げんで応じた。

「おおっ、トオル君は本当に聡そう明めい大臣だなぁ。でも惜おしい、それじゃ精々半分だね。まあでも、私が説明していなかったのが悪かったな。すまない、説明し忘れてたよ」

「何を……ですか？」

　トオルの問い掛かけに、アヤが答える。

「《サーバント・オリジナル》の説明を、だよ」

「《サーバント……オリジナル》？」

「そう。《カスタム・ガンマ》から臓器移植を受けたオリジナル個体のことを、そう呼んでいるのだがね。これの特筆すべき点は……」

　一いつ拍ぱく置いて、アヤが、ニィッと口の端はしを歪ゆがませる。

「カスタム同様、オリジナルまでもが、私の従じゆう僕ぼく存在になる、ということなんだ」

『！』

「いくつか違いはあるのだがね。直接的な繫がりが無いから遠えん隔かく指示は出来ないし、完全傀かい儡らい化のカスタムよりはオリジナルの精神が残っている。が、一度私が指示を出せば、それが、最優先になる。それが《サーバント・オリジナル》」

　アヤはそこまで語ると「ところで」と一いつ旦たん仕切り直す。

「キミ達は、私が以前まだこの街で医療に励はげんでいた頃ころの評価を知っていたかな？」

『？』

　そういえば以前、サクヤに聞いたか……もしくは街で小耳に挟はさんだかで、なにか、聞いた覚えがある気がする。確か……。

　私が記き憶おくを探さぐっていると、アヤはどこか得意げに、その答えを告げて来た。




「《医者の医者》、だよ」




『っ！』

　瞬間、私とトオルはそのあまりに恐ろしい……理解したくもない真実を、悟さとってしまう。

　この街に今一つ活気が無いのはなぜか。どうして大病院が次々と診しん療りよう部門を廃はいし、研究に専念するようになったのか。そして……以前繁はん華か街がいを《ガンマ》が徘はい徊かいした際、一部医療関係者の反応や感情が薄く見えたのは、なぜだったのか。
















　トオルが、わなわなと震ふるえながら呟く。

「この街のお医者さんたちの多くが……もう、アヤおねーさんの……！」

「流石さすがに《最終調整》を施ほどこした複製人間は配していないがね。魔物の様な単純存在ならいざ知らず、人間の様な知的生物にあれもこれもと全すべて指示をするのは手間過ぎる。だから、私は適度にオリジナルの意識が残っている《サーバント・オリジナル》を増やした。大おお袈げ裟さな移植までしなくても輸血程度でも充じゆう分ぶん効果は出るからな。今も各所で私の研究を手伝ってくれてるよ、彼らは。実に従順で口の堅かたい優ゆう秀しゆうなスタッフ大臣だ。……それぞれの病院でせっせと《ガンマ》を育成・保管してくれたり、ね」

　そこまで言って、アヤは話を戻もどす。

「これで理解して貰えただろう？　この街はほぼ完全に私の支配下と言っていい。だから実際、フギンやファルディオ君達を見つけ出して殺すのも、もう時間の問題だったりするのだよ。ホントは都市警察の手を借りるまでもないんだ。あ、ちなみに彼らのことは人質に取るつもりはないから安心してくれ。……排はい除じよするのが決まっているからね」

「……つまり……」

　私は俯うつむいたまま、彼女の話をまとめる。

「貴女はこれまで、多くの魔ま物ものに非道な実験を繰くり返し、私的な欲よく望ぼうのための軍事力も確保しようと目もく論ろんだ。そのためには自分を医者として頼たよって来たナルスの医療従事者を傀儡化してまで。そして現在……その真実を隠いん蔽ぺいしまだ教会と全面戦争にならぬよう、私達を脅おどすために全く罪のないナルス市民を平然と人質にとり、そして、流石にメルクリウスやルウは殺さざるを得ないが、まあキミ達の命ぐらいだったら大目に見てやろうと、私達に善意で提案してくれていると……そう解かい釈しやくして、いいわけか？」

「流石は探たん偵てい大臣、子供にも分かる見事なまとめだね。その通りだよ」

『…………』

　私達は黙りこくる。それを脅きよう迫はくに屈くつしたと見たのか、アヤは笑え顔がおを浮うかべた。

「さて、どうだい、二人とも？　キミ達の今後のスタンスに関して、決断を後押しする一助になったろう？　分かってくれたなら、速すみやかにここを去って──」

　アヤがそう提案し、私達に背を向けようとした、その刹せつ那な。

「!?」

　私はアヤの首を撥はねる様に剣けんを振ふるい、トオルは渾こん身しんの力でミョルニルロッドをアヤの脇わき腹ばらへと叩たたき込んだ──が、しかし間かん一いつ髪ぱつの所で彼女は奇き妙みように変形した両手でそれぞれの攻こう撃げきを受け止め、初めて見せる余よ裕ゆうを失った焦あせりの表情で、私達を睨にらみ付けてくる。

「どうやら私の話は……本当に、キミ達の決断を後押しする一助には、なったみたいだね。……私が思っていたのとは、逆の方向に、だったようだが」

　言いながら、ぐぐぐと、摑つかんだ私の剣と、握にぎり込んだミョルニルロッドの両方を恐おそるべき腕わん力りよくで押し返してくるアヤ。衝しよう撃げきを電撃に変へん換かんするミョルニルロッドから彼女の体に電流が流れている様子も無い。……この強さは、流石にちょっと、想定外だ。

　冷ひや汗あせを搔く私達に、アヤは、邪じや悪あくな表情で告げてくる。

「ふむ、交こう渉しよう決けつ裂れつだな。ペナルティとして、街に潜む《ガンマ》達に殺人指示を──」

　その先を聞くことなく、私達は同時に蹴けりを放つ。流石に武器を放して後方に跳とぶアヤ。しかし私達はそんなアヤを更さらに追撃し、再び武器を手で受け止められながらも……ジリジリと強引に迫せまり。

　そして……私とトオルは、二人、示し合わせたわけでもないのに、同時に同じ決断を叫さけんでいた。




『その隙すきも与あたえずに倒たおす！』




　私達二人は、本能的に確信していた。

　他ほかの生命を操あやつるという比類なき強力な能力の行使には、それ相応のプロセスが必要とされるはずであると。

　そう。

　かの魔人──ウィル・イグニールがそうであったように。

　少なくとも激しい戦せん闘とう中に易やす々やすと行える行こう為いではないはずである。

　果たして、その予想は見事に的中していたらしく……。

　アヤは、初めて見せる憤ふん怒ぬの形相で、私達を睨み付けてきた。




「……まったく。本当に困った野や蛮ばん大臣だなぁ、君達はぁぁぁああ！」




　こうして、アヤと私達の夜を徹てつする激戦の幕は、切って落とされたのだった。







　ファルディオ・メルクリウス




「あの女医とトオル達が戦闘を開始しただぁ!?」

　深夜のナルスを全力で駆かけ抜ぬけながら、ファルディオは隣となりを走るフギンに叫ぶ。

　ファルディオの肩かたでルウがねむねむと目を擦こする中、フギンは焦りの表情を見せた。

「まったく、最初から最後までイレギュラーな方々だ！　なに一つ行動が読めない！」

「あー、まあ確かにそういうヤツらだけど……」

　珍めずらしく苛いら立だつフギンを眺ながめながら、ファルディオは何気なくフードを目ま深ぶかに被かぶり直す。……指名手配の中どうしても街で動く時のためにとフギンから支給されたこの漆しつ黒こくのローブだが、正直自分でも外見的にヤバすぎると感じていた。闇やみ墜おち感がハンパない。

「（だからあっちはあっちで、俺達に無む駄だに脅きよう威いを感じてたりしそうだな……）」

　実際改めてトオル達視点で考えてみれば、この一週間、ファルディオ達は意味不明な襲しゆう撃げきを繰り返す敵だったわけで。なぜか女医と交戦中らしい現在はある程度あちらも事情が飲み込めてきているのだろうと察せはするが、こちらの意図が伝わっているとは思えないし……なにより、下手なカタチで知られるべきでない事実も、まだある。

　ようやく目を擦るのを終えたルウが、フギンに訊たずねた。

「では結局、例の作戦は中止なのですかな？」

「いや、スケジュールは大おお幅はばに前まえ倒だおしになるが、この機に乗じて住民の避ひ難なんを開始する」

「《サーバント・オリジナル》と思おぼしき医療関係者達もいっしょくたにですかな？」

「そこはそうするしかないでしょうね。本来通常の人間とは分けて動かしたいところですが、配はい慮りよしている余裕は……」

　そこまで言ってから、フギンは一つ溜ため息いきをつき、続けて来る。

「……まあしかし、ある意味においては助かりもしましたが。勇者と騎き士し団最強の騎士が二人がかりでアヤを抑おさえてくれるなど、こちらとしては願ってもない状じよう況きようです」

「ああ、これなら《サーバント・オリジナル》にアヤが直接会って指示するのは勿もち論ろん、うまくいきゃ《カスタム・ガンマ》へ指令を出す余裕さえ与えないで貰もらえる」

「ええ、所持者の意向一つで遠隔操作も効く《カスタム・ガンマ》ですが、とはいえやはりそこは複雑な精神操作。指令には少なくとも十秒単位での集中を要すみたいですからね。とてもじゃないですが、強敵との戦闘中になせるタスクじゃあない」

「となりゃ、俺達が今なすべきことは……」

　ファルディオの確かく認にんに、フギンが頷うなずいて返す。

「大別して二つです。既すでに神しん剣けん騎士団諜ちよう報ほう部ぶによって確保してあるナルス近きん郊こうの避難スペースへの住民誘ゆう導どう。そして──」

「ご主人達への加勢っ、ですなっ！」

　ここに来て俄が然ぜん元気なルウに、フギンは優やさしくニコッと笑って返す。……ここ一週間、ファルディオとルウは事情があったとはいえ、表面的にはトオル達に敵対行動を取らざるを得なかった。ルウはそれを特に気にしていただけに、ようやく全面的にトオルを支し援えんできる状況になり、やる気が漲みなぎっているようだ。

　ファルディオもまた、内心少しホッとしながら回想する。

「（ったく、割に合わねぇ一週間だったぜ、ったくよぉ。っつーかそもそも、俺達がこの件にがっつり巻き込まれたのは、セシリアの怪け我がと血液型のせいじゃねぇか。……いやまあ、それ以前に、あいつが怪我した理由は、俺達助けるためなんだけど……）」

　ファルディオが微び妙みような気分でぶつぶつ呟つぶやいていると、それが多少なりとも耳に入ったのか、ルウが苦く笑しようしながら喋しやべる。

「しかし、セシリア殿どのはそうそう信じてくれなさそうですな。あの晩、ルウ達があの病院を襲撃しなければ……」

「ああ」

　ファルディオはやれやれと肩を竦すくめて応じた。




「あわや自分が《サーバント・オリジナル》にされかかってただなんて、夢にも思ってないだろうぜ。……後でたんまり礼をせびらねぇと」




　ファルディオの言葉に、フギンも苦笑いを見せる。

「そうですね。こと今回の事件において、セシリアさんの存在は最後まで実に厄やつ介かいな中心と言えるかもしれません」

「まったくだぜ」

　喋りながらも、ナルスの街中を教会病院方向へと向かって折れるフギン。ファルディオ達もそれに続く中、彼は再び表情を引き締しめた。

「とはいえ、セシリアさんについてはまだまだ予断を許さない状況です。……なにせ、状況の確認と打開を一挙に狙ねらった二度目の襲撃で、僕らは……」

「あー……あれは惨さん憺たんたる有様でしたなぁ……ほぼ裏目に出たと言いますか……」

　それはファルディオもあまり思い出したくない事だった。一度目の襲撃以降、都市警察やアヤの支配下にある人間・《ガンマ》による捜そう索さくのほとぼりが冷めるまで、フギンが事前に用意しておいてくれた隠かくれ家がに潜ひそみ、機を窺うかがっていたはいいが。とある理由により焦じれたファルディオとルウが、フギンに掛かけ合って今回の本作戦前に例の襲撃を実行。アヤが本性を現しにくいであろう朝食中の不意をついたとこまでは良かったが……。

　ファルディオは思わず口を尖とがらせる。

「フギン、いくらなんでも、ありゃ話が違ちがいすぎるぜ……」

「申し訳ありません。アレに関しては、こちらのリサーチ不足でした。……ただ、代わりと言ってはなんですが、今回の作戦状況に関してはほぼ正確に把は握あく出来ていますので、ご安心下さい。トオル君達が、こちらでしっかり盗とう聴ちよう出来ている地下研究フロアで事を起こしてくれたことが幸いでした」

　片耳に装着した通信装置の様なものをトントンと叩きながらフギンが微笑ほほえむ。

　ファルディオは「本当にしっかりしてくれよな」と声をかけると、続いて改めて現在の状況を尋たずねた。フギンが頷きながら返す。

「どうやら現在、トオル君達はアヤと絶賛交戦中の様ですね。よっぽど激しい戦闘が行われているらしく、破は壊かい音やらなにやらでとても会話等は聞こえませんが……事前のやりとりの様子からは、どうも、彼らはアヤの所業を概おおむね知ったようです」

「……例の、セシリアの件に関しては？」

「それは幸いまだのようですが、流石さすがにアヤの方は気付いているでしょうね」

「だろうな」

　状況の悪さに思わず頭をくしゃくしゃと搔かくファルディオ。

　ルウが話の先を促うながす。

「それで、これから我々はどうするのですかな？」

「それですが。まず僕は既にナルス入りを開始しているであろう諜報部の増ぞう援えん達と合流後、下準備は整っていますので、アヤの凶きよう行こうや脅きよう迫はくを無効化するためにも、全力で市民の避難誘導にあたります」

「それがよろしいでしょうな」

「それで、ファルディオさんとルウさんですが……正直戦力としてどう数えていいか分からないので、好きにして下さい」

『おい』

　ファルディオとルウは同時に突つっ込む。フギンは苦笑いだった。

「というのはまあ半分冗じよう談だんです。恐らくお二人はトオル君達への加勢に向かいたいと思うのですが……相手があのアヤである以上、言い方は悪いですが、下手な加勢はかえって彼らの邪じや魔まになりかねないと思われます」

「ああ……悔くやしいけど、それは重々承知しているよ」

　前回のゲイン戦を回想しながら、ファルディオはぎゅっと拳こぶしを握り込む。相手が知性を持った強敵の場合、ファルディオ達はすぐにトオル達の弱点として目をつけられかねない。

　苦い顔をするファルディオ達に、フギンは指を立てて提案してくる。

「そこで一つ僕からの要望なのですが、出来ることなら当面、教会病院付近の区画に居る、体の不自由な患かん者じやさんたちの避難に協力してあげて頂けませんか？　事が事ですので、今作戦にあたって神剣騎士団からもかなりの人員が派は遣けんされてはおりますが……それでも何分、手は足りておらず」

「それは構わねぇが……病気の患者達を街の外にまでぞろぞろ連れ出せっつうのは、中々無理があるぜ？」

「いえ、そこは心配なさらないで下さい。幸か不幸か、アヤが過か剰じようにナルスを研究指向の都市に改変した結果、入院患者さん達の数は激減しています。そして、必ずしも街の外まで連れ出す必要もございません」

「どういうことだ？」

　ファルディオが訊ねると、フギンは走りながらも後方を指差した。

「街の中央に、荘そう厳ごんなステンドグラスが目印の巨きよ大だいな教会がありますよね？　あそこを第二の避難所としておりますので、そこまで誘導して貰えれば大だい丈じよう夫ぶです。もし《ガンマ》が街に放たれる事態になっても、神剣騎士団の手て練だれ達が全力で防衛にあたりますので」

「なるほど。教会に頼たよるっつーのは気が進まねぇが……そうも言ってられねぇか」

　ファルディオとルウはフギンへと頷き返す。そうして、フギンから避難させるべき患者のいる病院名を聞いた後。

　病院区画方面とナルス入り口方面への分ぶん岐き点に差し掛かったところで、フギンは神剣騎士団員達と合流すべく、入り口の方に向かいながら、顔だけ振ふり返らせて叫さけぶ。

「ではファルディオさん、ルウさん、僕はここで！　連れん絡らくがありましたら、事前に渡わたしてあります通信装置でお願いしますね！　では、ご武運を！」

「おうっ、まかせとけ！」「はいですぞ！」

　フギンと別れ、ファルディオ達もまた、急ぎ病院区画の方へと向かう、しかし……。

「あ、やべ、病院名聞いても、それがどこなのか、俺達いまいち……」

「あ」

　ファルディオとルウは立ち止まって顔を見合わせる。とりあえず通信装置でフギンに連絡をとってみるも、口頭で場所を説明されても、深夜で暗いのもあって全く理解しがたかった。なにより、ファルディオ達はナルス滞たい在ざい中、殆ほとんどずっと隠れ家に潜せん伏ぷくしていたため、地理が全然頭に入っていなかった。

　焦あせったファルディオは、通信を切り、思わずルウと深夜の道みち端ばたで口くち喧げん嘩かを始めてしまう。

「なんで地理が分かんねぇんだよ、毛玉！　お前いっつも地図見てたじゃねえか！」

「あれはあくまでグルメマップですぞ！　ファルディオこそ、どうして地図の一つも荷物に入れておらぬのですか！　まったく……」

「ああん？」「うぬぬー？」

　大声でそんな醜みにくい罵ののしり合いを演じていると、突とつ如じよ、すぐ近くの宿屋二階の部屋の灯あかりがついた。窓から漏もれる光に思わずファルディオが「やべっ」と怯おびえ、ここは一いつ旦たんルウと共に逃にげよう──としていると、その背に、聞き覚えのある声がかけられた。

「あ、あれ、やっぱりファルディオさんとルウちゃん!?」

　その声に、ハッとして振り返る。そこには、二人の予想通りの顔──。

『サクヤ（殿どの）!?』

　可愛かわいらしいパジャマを身に纏まとった緑みどり髪がみのあどけない少女が、啞あ然ぜんとした様子で、上半身を窓から覗のぞかせていた。

「な、なにしているんですか、お二人とも!?　トオルさん達が捜さがして……っていうか、都市警察とかも……ああ、それ以前に、なんで悪事に手を染めて──」

　思考がまとまらない様子でわたわたと色んなことを口にするサクヤ。しかし驚おどろいているのはファルディオ達も同様だった。

　混乱する状じよう況きようの中、ファルディオはとりあえず今何を最優先すべきなのか考え、そしてその直後には──

「あ、なぁサクヤ！　お前さ、もしかして──」

「？」

　──自分でも驚くような提案を、彼女に対して、いつの間にか口走っていた。




「──もしかして、この辺の地理、割と詳くわしかったりしねぇ？」




「…………は、はいぃぃぃ？」

　サクヤの素すっ頓とん狂きような疑問の声が、深夜のナルスに大きく木霊こだました。








第五章　混迷のナルス









　アヤの右手が植物の蔓つるめいたものに変成し、鞭むちの様にしなって私の方へと伸のびてくる。

「くっ！」

　私はそれを剣けんで捌さばこうと試みるも、途と端たんにぐるぐると剣に巻き付かれてしまった。動きが止まる私を、今度はカマキリの様に変化したアヤの左手が狙う。が──

「だぁぁぁぁあ！」

　トオルがミョルニルロッドを構えて飛込んでいくと、アヤは即そく座ざにカマキリの腕うでを、最初に見せたガラスの様な透すけた腕へと変成させ、受け止める。案の定、感電しないアヤ。しかしトオルも既すでにそれは分かっていたらしく、そのまま体勢を捻ひねってアヤの胴どう体たいへと蹴けりを繰くり出した。次の瞬しゆん間かん、アヤは少し慌あわてた様子で私の剣を摑つかんでいた植物の腕を解除、今度は大おお猿ざるの豪ごう腕わんへと変成させ、トオルの蹴りを防ぐ。

　トオルは自分の攻こう撃げきが無効化されたことを見てとると、しかし特に残念がる様子もなく、素す直なおに一旦アヤから距きよ離りを取った。……どうやら、私の動きを封ふうじていた蔓への対処だったらしい。

　私の隣となりに着地した彼に、私はアヤに視線をやったままで礼を告げる。トオルもまた「弟で子しとしては当然でしょ」などと若じやつ干かん余よ裕ゆうも感じられる言葉で応じて来るも、しかし、その目はしっかりとアヤを見み据すえ、僅わずかなインターバルで必死に呼吸を整えていた。無む尽じん蔵ぞうの体力・膂りよ力りよくが売りの勇者をもってしても、この有様。正直体調が万全ではない私などは最も早はや大分限界が近かったが、トオルやアヤにそれを悟さとられてはいけないと、しっかりと背筋を伸ばして剣を構え直す。




　──アヤと戦せん闘とうを開始してから、既に一時間以上が経過していた。




　しかもその間、アヤに《カスタム・ガンマ》へ指示する時間を与あたえないため、当然大きな休息は無し。体力が底をついて当然の状況だった。

　しかし、その割には不思議と現在、互たがいの体に傷らしい傷は無い。

　理由はいくつかあるのだが、最も大きな理由としては……。

「……はぁ」

　──と、突とつ然ぜん、対たい峙じしていたアヤが嘆たん息そくしてやれやれと気け怠だるそうに頭を振った。

「このイタチごっこにももう飽あき飽き大臣だよ。……さっきから何度も警告しているが、キミ達の攻撃は、私にこの《魔ま手しゆ》がある限りは、全すべて無む駄だだよ」

『…………』

「なにせ、この《魔手》は──」

　彼女が語っている間にも、私は荒あれきった床ゆかを蹴って懐ふところへと飛び込み、その体を両断せんとする。だが……。

　アヤはかぎ爪づめの様な手で私の剣を易やす々やすと受け止めると、講こう釈しやくを続けてきた。

「──現在私にリンクする、千体の《カスタム・ガンマ》、その全ての『腕』を、この体に再現することが出来るのだからね！」

「っ！」

　言いながらも、貧弱な女医とは思えない腕わん力りよくで吹ふき飛ばされる。私は再びトオルの近くに後退しながらも、思わず舌打ちをした。

　……彼女に全く傷が付けられない理由が、あの《魔手》だ。彼女の解説通り、その腕はありとあらゆる魔物のそれに変化する。しかもタチが悪いのは、あの女医が、完全にそれぞれの特性を把は握あくし、使いこなしているということだ。

　あれらの腕の持ち主たる魔物達、それ一体一体は……決して、強くはない者達だ。雑魚ざこ魔物とさえ言っていい。しかしそれらが一つとなり、それぞれの得意分野のみに特化しその能力を次々と発はつ露ろさせるとなれば、話は別だ。

　トオルが、荒あらく息を吐はきながら呟つぶやく。

「ここまで次の手が読めない相手は初めてだし、これ以上は今後も無い気がするね……」

「同感だ」

　これでは、魔物の軍勢を相手にしているのと何も変わらない。ことここに至って、アヤに感じた得体の知れない力の正体がようやく捉とらえられた。要は、彼女自身はあくまで女医でしかなくとも……その身には、千体からなる魔物が潜ひそんでいるも同然。

　しかも……。

「そろそろ研究に戻もどらせてほしいのだがねぇ！」

　言うと同時に、右腕を巨大な蛸のそれに変化させ、医い療りよう器具の散乱する床をガシャガシャと薙なぎ払はらって来るアヤ。私達はグロテスクな色合いのそれを跳ちよう躍やくしてかわすも、左腕を変成させて出現させた二本目の触しよく手しゆがトオルを捕ほ縛ばくする！

「トオル！」「うくっ！」

　強力な力で締しめ上げられるトオル。私は即座に剣を振り抜ぬくと、触手を中央で切断した。途端、トオルに巻き付いたまま触手の先せん端たんが床に落下する。

「けほっ、けほっ」

　首を絞しめられていたのか、床に尻しりをついて咳せき込むトオル。そして、その傍かたわらでは、切断された魔物の触手が光こう粒りゆうとなり……しかし星に還かえるのではなく、アヤの腕の方へと戻っていった。

　アヤはそれらの光を受けながら、腕を再び人間のそれに戻す。

　…………これが、彼女に傷を負わせられない一番の要因だった。

「（移植技術に、再生医療研究とはよく言ったものだな！　なんというタチの悪い……）」

　トオルの傍そばに立って剣を構え、アヤを睨にらみつける。

　彼女は腕の感覚を確かめる様に拳こぶしを開け閉めしながら、私に微笑ほほえんできた。

「流石さすがに戦闘のプロたる騎き士しと勇者相手は、素人しろうとの私には荷が重いねぇ。まさに、決め手にかける大臣だ」

　なんとも評価に困る大臣だ。いやそれはさておき、これが、ここまで激しい戦闘が長期化しているにも拘かかわらず、互いに傷が無い理由の二つめだ。

　アヤは状況に対応する《魔手》を選ぶ際の頭の回転こそ抜ばつ群ぐんに速いが、自ら攻せめる際の戦闘センスにはやはり大分欠ける。ナルス到とう着ちやく前に一戦交えた魔人が規格外だったこともあってか、今の私達にはアヤの攻撃がそれほど脅きよう威いではなかった。

　それでも時折は先さき程ほどの様にまだまだ経験の浅いトオルが軽く攻撃を受けてしまうこともあるが、その程度ならば勇者の体は即座に回復してしまう。結果、私達は互いに疲ひ弊へいこそしながらも、外的なダメージは殆ど無いという、非常に歪いびつな戦闘状じよう況きようにあった。

「（神工物の破は壊かいも上手うまく行かなかったしな……）」

　この戦闘中、一度はトオルの怪かい力りきを使っての神工物《ドラウプニル》自体の破壊も目もく論ろんでみたのだが……結果は残念ながら失敗。不思議な斥せき力りよくに阻はばまれて攻撃を当てることも出来なかった。どうやら、所持者以外は触ふれることも出来ないらしい。

　結局、傀かい儡らいと魔物だらけの歪な闇やみにまみれたこの街を救い、メルクリウス達の身の安全を図るのには──やはり、アヤを倒たおす以外、道は無いようだった。

　互いに、次の攻撃タイミングを図り対峙する。──と、突然アヤは私達への警けい戒かいを緩ゆるめ、不思議そうに辺りを見回した。

「──ふむ？　おかしいな……」

『？』

　その演技に見えない本当に不可解そうな仕し種ぐさに私達も疑問を抱いだいていると、彼女はこちらに向き直り、どこか困った様な笑みを見せた。

「いや、事がこうなれば、この機会に彼──恐おそらくは神しん剣けん騎き士し団諜ちよう報ほう部ぶあたりから使わされたのであろう助手、フギンが動いて来るものとばかり思っていたのだがね」

「フギンが……神剣騎士団員？」

　その意外な情報に私は一瞬驚おどろくも、しかし、改めて考えてみれば成程、充じゆう分ぶんありえる正体だと納なつ得とくする。アヤの研究が教会に仇あだなすものであった以上、それに敵対行動を取っていた彼は教会側の人間と見るのが妥だ当とう。中でも潜せん入にゆうが得意で、荒あら事ごともこなす存在など、神剣騎士団諜報部の人員ぐらいだろう。しかも諜報部はその人員構成に関してとにかく秘密主義。私が彼の顔を知らなくても当然だったわけだ。

　アヤは更さらに思し索さくを進める。

「しかしなぜこの絶好の機会に、ヤツは私を殺しに来ない？　確かにこのレベルの戦いに下手な介かい入にゆうはし辛づらいだろうが、だとしても　他ほかに優先すべきことなど──」

　そこまでぶつぶつと呟いたところで、アヤは突とつ如じよハッとしたかと思ったら、次の瞬間その表情に焦あせりを滲にじませる。

「まさかナルス市民を……！」

「!?」

　その一言に、私もハッとさせられる。そうか、もし彼が神剣騎士団員で、この状況を完全に把握しており、なおかつこの一週間でなんらかの根回しを進行させていたのだとしたら、今するべきことは──。

「人質にされかねない住民の避ひ難なん、及およびアヤ討とう伐ばつのための戦場確保！」

「小こ賢ざかしい真似まねを！」

　私が叫さけぶと同時に《魔手》を異様に巨きよ大だいな猿の手に変容させたアヤは、警戒する私達に構わず上方向に視線をやると、そのまま──




　──猛もう烈れつな勢いで天てん井じようを攻撃、破は砕さいした！




『!?』

　奇き抜ばつな行動と粉ふん塵じんに動どう揺ようする私達を差し置き、アヤは突如両足を鹿しかのそれのようなものに変成させると、とんでもない跳躍力で、天井の風穴から外に飛び出て行ってしまう。

「くっ、なにが《魔手》だあの女め狐ぎつねめ！　技わざ名めいで完全に謀はかられた！」

「いいから師し匠しようっ！　早く！」

　トオルが一足先に勇者の脚きやく力りよくで跳躍してアヤを追いながら声をかけてくる。私はいくつかの瓦が礫れきを跳躍で伝い、二人に続いて穴から外に飛び出た。

　瞬間、新しん鮮せんな空気が肺を満たし、夜空に輝かがやく星々が視界に広がる。どうやら、教会病院正面玄げん関かん前の庭に出た様であった。

　とにかく《カスタム・ガンマ》に指令を出す隙すきを与えてはいけないと、地上に出た私達はアヤに攻撃を仕し掛かけるべく即座に構える。しかし、そのアヤ当人はと言えば……、

『？』

　指令を出すどころか、私達にも構ってられないといった様子で病院三階の病室ベランダまで跳躍し、そこからギョロギョロと街の様子を眺ながめる。そして──。

「くっ、やはりかフギンめ！」

　憎ぞう悪おに充みち満ちた表情で彼の名を叫ぶ。直後、トオルが勇者の力を用いて全力で放った石いし礫つぶてがアヤへ飛ぶ！　彼女は忌いま々いましそうにそれを大おお猿ざるの腕うでで砕くだくと、酷ひどく鬱うつ陶とうしそうな視線をこちらに向けて来た。

　その表情から大体の事情を汲くみ取った私は、ニヤリと余よ裕ゆうの笑みで返してやる。

「どうした？　もしかして、私達が戦っている隙に、大規模なナルス市民の避難でも行われ、いよいよ頼たのみの綱つなの人質作戦が崩ほう壊かいしかけていたか？」

「っ！」

　アヤの表情に動揺が走る。間ま違ちがい無い。フギン達が動いたのだ。

　私達の会話からいくらか状じよう況きようを察したらしいトオルが、ハッとして私の方を見る。

「つまり、街の至る所にいるらしいカスタ……ああもう、面めん倒どうだから《ガンマ》でいいや！　とにかく《ガンマ》による無差別襲しゆう撃げきの脅きよう迫はくは、全然無意味ってこと!?」

「ああ……恐らくは。フギン達のおかげでな」

　私達がそんなやりとりをしている隙に、アヤは明らかに《ガンマ》達への指令を出そうと黙だまり込むも……しかし、即そく座ざに私が放った飛ぶ斬ざん撃げき《斬撃波》によって集中を阻まれ、その目論見は無に帰す。

「だからといって、今後も《ガンマ》への指示を見過ごすわけじゃあ、ない」

「く……！」

　心底憎にく々にくしいといったようすで私達を睨み付けるアヤ。どうやら、形勢は一気に私達へと傾かたむいてきたようだ。トオルと二人、状況が解決に向かっている予感に──そして、ずっとすれ違っていた仲間……メルクリウス達とまた旅を再開できる予感に、思わず口元を綻ほころばせる。

　が、しかし次の瞬しゆん間かん──追い詰つめられているはずのアヤもまた、不気味にニィッと笑みを浮うかべた。

　決して油断していたわけでもないが、私達にはその意味がまるで分からず、初動が遅おくれてしまう。そして……三階から見下ろす彼女の視線が自分達の方を向いていないと、ようやく気付いた、その瞬間。

　私達は即座に庭に面した路地を振ふり向き、そして──。

『き……きゃあああ！』

　──そこに、逃にげ遅れていたと思おぼしき看護師と、車いすの少女の姿を見つけた。

　次の刹せつ那な、両腕を大だい蛇じやに変成させたアヤが、驚異的な跳躍力で二人に迫せまる！

　このままでは彼女らが新たな人質とされると判断した私達は、示し合わせたわけでもないがそれぞれに私は看護師を、トオルは車いすごと少女を運ぶ様に跳躍し、そして──

〈ズ──ンゥゥゥゥゥ！〉

　路地のレンガをまるでチョコレートの様に貪むさぼり食らう大蛇から、ギリギリのところで、二人を救い出す。

「（!?　人質にする、どころの攻こう撃げきじゃない!?）」

　アヤの意図は図りかねるが、このままだと非常にまずい。

　そのままアヤから更に離はなれる様に私達は疾しつ駆くし、そして充分距きよ離りを取ったところで、看護師と少女を解放した。

「ありがとうございます！」「あ、ありがと……」

　恐きよう怖ふで蒼そう白はくな顔をしながらもそう私達に礼を告げる二人。そうこうしていると、どこからか神剣騎士団の人員と思しき兵士が二名程駆かけつけてきた。

「後は我々にお任せを！」

　状況をほぼ理解してくれているらしい彼らが素す早ばやく二人を引き取り、避難に戻って行く。

　私達はほっと胸を撫なで下ろすと、急いで再びアヤと戦うべく教会病院へと駆け戻る。

　が、しかし、そこで私達が見たものは──。




　──アヤの背後、ナルス教会病院入り口から、ぞろぞろと這はいだしてくる魔ま物ものの群であった。




　私達に気付いたアヤが、笑顔で語りかけてくる。

「やぁ、お人ひと好よしの遅ち刻こく大臣様方。おかげで、ナルスに存在する全《カスタム・ガンマ》への指示が完かん了りようしたよ。『現在街に残る全すべての人間を駆く逐ちくせよ』という、指示がね」

『──！』

「こうなったらもう、人質がどうこうなどと生なま温ぬるいことは言わないよ。──逃げ遅れた市民ごと、神剣騎士団、フギン、キミ達のお仲間……邪じや魔ま者ものは全て一いつ掃そうさせて貰もらおう」

　私達の顔からみるみる血の気が引いていく。

　そうこうしている間にも、院内から次々と出てくる《カスタム・ガンマ》達はぞろぞろとアヤの周囲に集結し、私達と対たい峙じを始め。

　その中心でアヤは、心底愉ゆ悦えつと余裕に満ちた笑みを浮かべて、私達に語りかけてきた。




「さあ──では次はうちの子達の貴重な戦せん闘とうデータサンプルとして、そこそこの善戦を期待させて貰おうかな。──まがいものの英えい雄ゆう大臣さん方」




　──それが、総勢千体の《ガンマ》が街の全域から溢あふれ出す、悪夢の夜の始まりであった。







　ファルディオ・メルクリウス




「どええええええええええええええええええええええええええ!?」

　突如目の前の路地から怒ど濤とうの勢いで魔物の軍勢が溢れだして来るのを目撃したファルディオ・メルクリウスは、眼球が飛び出す程に驚きよう愕がくした後、即座に踵きびすを返して全力でナルスの街を逃とう亡ぼうし始めた！
















　と同時に、隣となりの病院を覗のぞいていたサクヤとルウも慌あわてて彼に合流してくる。

「な、な、な、なんですかあれは!?　津つ波なみ!?　魔物の大洪こう水ずいが押し寄せて来ますよ!?」

「俺が知るかよ！　と、と、とにかく逃げるぞ二人とも！　この辺で逃げ遅れていた人間は、どうやらさっき二人で勝手に行っちまった看護師と女の子でラストみてーだしな！　あとは俺達が逃げるだけだ……って、おいっ、毛玉も聞いてるか!?」

「は、はいですぞ！　し、しかしファルディオ、このままでは追いつかれて……」

　飛びながらも後方を振り返ってルウが呟つぶやく。ファルディオは目まぐるしく状況を整理し、即座に一つの結論を導き出した。

「よし毛玉、サクヤ！　一いつ旦たん次の路地で曲がるぞ！　どうせこんな興奮状態の魔物共は、バカの一つ覚えみたいに直進するだけだろうぜ！」

『了りよう解かいです（ぞ）！』

　二人が応じると同時に、ファルディオは大通りから路地へと入り込む。そうして、あの雪崩なだれや津波の様な魔物からはなんとか逃のがれられただろうと一安心──

「お──追ってきてますぞぉぉぉぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!?」

『ええええええええええええええええええええええええええええええええ!?』

　ファルディオとサクヤは愕がく然ぜんとしながらも、足を休めず全力で走る！

　サクヤが意外と逞たくましく大人たるファルディオと同じ速度で走りながらも、瞳ひとみに涙なみだを一いつ杯ぱいためて喚わめく。

「なんか私、大量の魔物に縁えんがありすぎな気がしますぅぅぅぅぅぅぅうううう！」

「んなこと言ってる場合かよ！　っつか意外と余裕あんなお前！　にしても、なんで追ってくんだよあいつら！」

　突とつ然ぜん路地に入ったおかげで多少魔物軍団がもたつき、距離を離せていたが、結局三人が猛烈に追われていることには変わりない。

　ルウが自分で飛ぶのを一旦やめ、ファルディオの方に逆向きに摑つかまって状況を観察報告する。

「ど、どうも、完全にルウ達を狙ねらっているみたいですぞ……」

「ああん!?　だからなんで大量の魔物が俺達を狙って──」

　そこまで言ったところで、ファルディオはようやく《カスタム・ガンマ》の存在を思い出した。ルウも同時に気付く中、彼は思わず舌打ちする。

「くそっ、あいつらしくじりやがったのか!?　指示出されちまってんじゃねーかよ！」

「でも、既すでに住民退たい避ひはほぼ完了しましたし、実際物もの凄すごく耐たえてくれた方ですぞ！」

「かもしんねぇけどよぉ！」

　言いながらも全力で走り、時に路地を更さらに曲がるファルディオ達。しかし、依い然ぜんとして魔物──《ガンマ》の群は三人にぴったりとついてくる。……どうも、とにかく最優先で付近の人間を攻撃する様な指示が与あたえられているらしい。操あやつり人形という割には結局普ふ段だんと大差無い役割を与えられているあたり、やはり魔物は魔物らしい。

「っ！　ファルディオ！　段々追いつかれて来ておりますぞ！」

「ああん!?　んなこと……ぜぇ……言われても……ぜぇ……！」

　ルウから忠告を受けるも、ファルディオは既に息も切れ切れで、とてもじゃないがペースアップなどはかれそうにない。

　しかしそんな彼の状況に反して、隣を走るサクヤは意外とまだ平気そうだった。普段から宿屋の切り盛りを手伝う村むら娘むすめは、少なくとも貧弱自じ称しよう大魔ま導どう師しより遥はるかに体力ステータスが上だったらしい。

　彼女はファルディオをなぜか潤うるんだ瞳で見つめきた。決してロリコン趣しゆ味みのないファルディオでも、その健けな気げな瞳には結構ぐっと来るものが──

「ファルディオさん……私……。私っ、ファルディオさんのこと、忘れませんから！」

「俺が死ぬ前提で喋しやべるのやめろ！」

「トオルさん達に伝えますね！　ファルディオさんは、私を守って立派だったと！」

「俺が身を挺ていす前提で喋るのもやめろよ！　とんだ悪女だなお前！」

「…………」

「無言でスピードアップしやがっただとぉ!?」

　ファルディオは意外と高速で前をスタスタ走るサクヤに愕然とするも、しかしなにくそ根こん性じようでどうにか彼女に追いつく。サクヤは少しぎょっとした後、こほんと咳せき払ばらいして続けてきた。

「……という、乙女おとめのお茶目な冗じよう談だんはさておきですね」

「絶対違ちげぇよ！　冗談じゃなかったよ！　マジなアレだったよ！　無言でダッシュとか、マジで人見捨てる時の人間の醜みにくいアレだよ！」

「な、なんにせよ、このままじゃ皆みんなまずいですって、ファルディオさん！」

　目を逸そらしながらもそんなことを言ってくるサクヤ。ファルディオ的には大分納なつ得とくいかなかったが、しかしまあ、彼女の言うことはもっともだった。このままではまずい。打開策を講じなくては。

　しかし何か禁きん忌き魔ま法ほうを使おうにも、こう余よ裕ゆうが無くては集中どころじゃない。ルウの技わざにも状じよう況きようを打開出来そうなものはない。つまり……。

　悲観的な考えがファルディオの頭を過よぎった矢先、背筋にぞくりと嫌いやな気配を感じ、彼は即そく座ざに振り返った。と、そこには、集団から一いつ匹ぴき飛び出てきたワニの様な《ガンマ》が、大きな口を開いて、今にもファルディオの頭にかぶりつこうと──




　──していた所を、突然横から突つき出てきた拳こぶしに弾はじき飛ばされ、民家の壁かべに激しくめり込んで昏こん倒とう、消しよう滅めつしていった。




　走行を継けい続ぞくしながらも一体何が起こったのかと攻撃の方向をみやると、そこには……。

「ふ、フギン!?」

「ファルディオさん、お疲つかれ様です」

　いつの間にやら合流してきていた長身青年が、白衣をはためかせてファルディオ達の少し後方を走っていた。

　速度を速めてファルディオの横に並んだ彼にサクヤとルウもギョッとする中、ファルディオは……先さき程ほどのサクヤ以上に健気で潤んだ瞳をフギンに向けていた。

「ありがとう！　イケメンクソ野や郎ろう！　大好きだっ、イケメンクソ野郎！」

「感謝してくれるのは嬉うれしいですけどっ、その割には呼び方おかしくないですか!?」

「いやはや、お前はいいイケメンだ！　俺が悪かったよ！　抱だいてくれて構わない！」

「はぁっ!?　って、サクヤ君、なんですかその驚きよう異い的なスピードアップは！　どうして僕を軽く軽けい蔑べつする様な目で見るのですかっ！」

　フギンが心底心外そうに叫さけぶのを見て、ファルディオは改めて「あ、こいつはホントに意外といいヤツだ」と彼の評価を改め直した。ちなみにファルディオの他人に対する評価基準の核かくは、「そいつが、いかにみじめか」だったりする。

　とにもかくにもフギンを加えたことで戦力大おお幅はばアップの四人は、ほっと一安心しながら──




　──結局相変わらず全力で逃亡を図っていた。




「ふ、フギンさんっ、なんとか出来ないんですか!?」

　サクヤが流石さすがに疲れを見せ始めながらフギンに声をかける。ファルディオやルウも彼を頼たよる様に見る中、フギンは……頰ほおをぽりっと搔かきながら、苦く笑しようで応じてきた。

「……ええと、その……正直、完全に無策で助けに入っちゃいましたよね……」

『意外と駄だ目めなお人好しだぁあああああああああああああ！』

　確かにいいヤツではあったが、それだけに結構残念だった。

　ファルディオの肩かたに摑まりながら、ルウがフギンに訊たずねる。

「何しに来たのですかっ、貴方あなたは！　ご主人達はどうなったのですか!?」

「あー……はい、市民の避ひ難なんが終わったから、僕はナルス教会病院に増ぞう援えんに行こうと思ってこっちに来たのですが……。……途と中ちゆうで皆みなさんをお見かけして、思わず助けに入りまして……その……この有様です」

　申し訳無さそうに呟くフギン。助けて貰って置いてなんだが、ファルディオは苛いら立だちながら叫ぶ。

「お前っ、トオルとセシリア同時に相手出来る程にクソ強ぇんだから、あいつら一掃とか出来んじゃねぇのかよ！」

　ファルディオのその質問に、ルウとサクヤも期待の目でフギンを見る。

　そんな中、フギンは……やはり、照れた様に頰をぽりっと搔いた。




「あ、僕、あくまで対個人格かく闘とう専門なんで。相手が魔物で徒党となると、全然……」




『使えなっ！』

「酷ひどっ！　え、酷っ！」

　大事なことなのか、フギンは本気でショックを受けた様子で二度繰くり返した。

　しかし冗談はさておき、そろそろ本当にまずい。元々体力の無いファルディオは勿もち論ろんだが、流石のサクヤも走行ペースが落ち始めている上、ここ一週間殆ほとんど寝ねずに避難準備や工作活動を行ってきたフギンも余裕が無さそうだ。だが、そうは言っても彼らには逃にげる以外の選せん択たく肢しがない。

　とにかく挟はさみ撃うちにだけは遭あわない様《ガンマ》が這はい出てくる医い療りよう施し設せつを避さけ、手て練だれの騎き士し団員が守っているというナルス教会を目指す。が、全員既に分かっていた。いくら手練れの騎士が複数居ようと、この津波の様な暴力存在達に対処出来る人間など、いるはずもないと。むしろ、このままだと第二避難場所たる教会までも巻き込みかねない。

『…………』

　あまりの状況の悪さに最も早はや軽口を叩たたくことも出来ずにいると──突然、前方の上空からファルディオ達を目め掛がけて飛行型の《ガンマ》が一体突っ込んできた。

　咄とつ嗟さにフギンが跳ちよう躍やくして蹴けり飛ばして討とう伐ばつするものの、それに気をとられたサクヤが石いし畳だたみに足を躓つまずかせる。

『!?』

　続けざまのトラブルにファルディオ達の反応が遅おくれ、期せずしてサクヤを置き去りにしてしまうカタチになる。そうして、彼らが立ち止まり慌あわてて振ふり返った時には、既に《ガンマ》の雪崩はサクヤを飲み込──




〈────ダァァァァァァァアアアアアアアアン！〉




　刹せつ那な、鼓こ膜まくを痺しびれさせる様な破は砕さい音が辺り一帯に鳴り響ひびき、同時に凄すさまじい粉ふん塵じんが路地を満たす！

　一体何事かと混乱しながらも、目をこらしてサクヤの安否を確かく認にんする三人。と、粉塵の中にサクヤと思おぼしき倒たおれ込む少女の影かげを見つけ、慌てて駆かけ寄る。

「おいっ、大だい丈じよう夫ぶか！」

　ファルディオが駆けつけて背を抱だき起こす。サクヤは粉塵にこほこほとむせながらも、特に怪け我がは無いようだった。三人ホッとしたのも束つかの間、すぐに《ガンマ》が迫せまって来ていたサクヤのすぐ後方を確認すると、しかし現在そこには──

『な──』

　四人の声が重なる。なぜなら、そこには現在……路地ではなく、巨きよ大だいな瓦が礫れきの壁が出来上がっていたからだ。

　あまりの意味不明な状況に啞あ然ぜんとしながらも、ファルディオは周囲を見み渡わたす。と、それがどうやら、脇わきに立っていた医療施設と思しき建物上部が、壮そう絶ぜつに崩くずれてきたことによる惨さん状じようらしいと気がついた。

「（巨大魔物でもぶつかったのか？　いやしかし、それにしたってこれは……）」

　まるで大たい砲ほうでも直ちよく撃げきしたかのような大破は壊かいの片へん鱗りんと、しかしそれによって助けられた自分達という状況に、頭が混乱してくる。

　四人とも、逃げることも忘れて立ちすくんでしまっていると……瓦礫の向こうから、《ガンマ》達の鳴き声が聞こえて来た。しかしそれは、人の血を求める雄お叫たけびの様なものではなく、むしろ……。

「（……断だん末まつ魔ま？）」

　考えている間に声は次々に増え、更さらにそこに加えて何かが砕くだけ散る様な破砕音、鈍にぶい打だ撲ぼく音が響き渡る。そして……最後には瓦礫越ごしに、夜空へ向かって《ガンマ》が消滅する際の光こう粒りゆうが大量に立ち上っていくのさえ、確認された。

『…………』

　言葉を失い、ただただ状況を見守るしかない四人。──と、突とつ然ぜん、瓦礫の上に、向こう側から誰だれかが跳躍して飛び乗ってきた。

　粉塵で影としか見えないその存在に、警けい戒かいする四人。

　しかし影はそんな四人に構わず、ファルディオ達に背を向けたまま……瓦礫の上に立って路地の向こうの様子を見回すと、警戒を解く様に「ふぅ」と息を吐はいた。

　そうして、やれやれといった様子で大きな独り言を呟つぶやく。

「ふぇー、凄すごいなぁ《ガンマ》の大群。街の人が避難してくれてなかったらと思うと、ゾッとするよなぁ……」

　無む邪じや気きで、幼く、しかしそれでいて、妙みように頼りがいの感じられる……フギン以外はとても聞き覚えのあるその声。

　粉塵が徐じよ々じよに収まる中現れるその姿は、手に玩がん具ぐの様な棒状の武器を持ち、この世界では見慣れぬ衣服を身に纏まとう、サクヤと同年代の子供で……。

　彼はそこでふとファルディオ達に気付くと、まずサクヤの無事を確認し。

　そうしてすぐにニッコリと、人を心から安あん堵どさせる様な温かい笑えみを浮うかべて……実に柔やわらかい声こわ音ねで、喋しやべりかけてきた。




「でも、正直《シュ・ロッカ》の方が百万倍手て強ごわかったよ。ね、サクヤ？」




　──腹の立つぐらいのベストタイミングで、我らが勇者様のご登場だった。




　　　　＊




「──で、ぼくと師し匠しようは、それぞれの得意分野で分担したってわけ。千体からの《ガンマ》を体に宿すアヤおねーさん担当が師匠で、救助活動に手を貸しながらもナルスに蔓延はびこる千体の《ガンマ》を制圧する担当がぼくね」

『なにその次元のおかしい担当分け！』

　合流したトオルと共にナルス教会広場へ急ぎながら、ファルディオ達はザッとお互たがいの近きん況きようを報告し合っていた。

　ただ、実際のとこファルディオ側の事情は割と複雑なため、とりあえず「とにかくアヤが敵」という認識を共有するに留とどめておく。

　そうして、トオル達の行動を聞き終えたフギンは、考察する様に口元に手をやった。

「概おおむね僕達の推測していた通りではありましたが……しかし、アヤにそんな能力があったとはかなり想定外ですね。強敵だとは思っていましたが……」

「うん、正直、もう魔ま人じんよりも全然魔物だよあれ……」

　トオルがげんなりと呟く。どうやら、かなり酷ひどい目に合わされたらしい。実際聞いているだけでも恐おそろしい女医である。まがりなりにも自分もそれに治ち療りようされたのかと思うと、ファルディオは寒気を禁じ得なかった。

　話が一段落したところで、走りながらもサクヤがこれからの話を始める。

「それで、私達は結局避ひ難なん所じよであるナルス教会に向かうってことでいいんですよね？」

　その問いにフギンが頷うなずいた。

「ああ、それが最善だろう。騎士団員や一部市民が集まっているからね。ただ問題は……」

「夥おびただしい数の《ガンマ》が解き放たれた現状では、安全な場所どころか、地じ獄ごくの戦場に飛込むようなものでしょうな。更には、恐らくはアヤ女医も自らそこに攻せめ込んで来るでしょうし……」

　ルウが滅め入いった様子で呟く。つられてパーティ全体に陰いん鬱うつな空気が漂ただよい始めるなか、しかしそれを吹ふき飛ばす様にトオルが活力に満ちた様子で口を開く。

「だったら、張り切って急がないとね！」

『？』

　彼の発言の意味が分からず全員がキョトンとしていると、トオルは照れ笑い混じりに続ける。

「いや、だってそれって……つまり単純に教会に押し寄せる魔物を、ぼくが片かたっ端ぱしから倒せばいいってことでしょ？　いや、この街に来てから複雑な事情だらけでぼく全然話についていけてなかったからさ。『とにかく人を守るために魔物を倒しまくればいい！』っていう状じよう況きようは、不ふ謹きん慎しんかもだけど……」

　そこでトオルは、皆みんなを安心させる様な笑顔を見せる。

「最っ高に分かりやすくて、腕うでが鳴るよ！」

　彼のその言葉と笑顔に、場の緊きん張ちようが一気に和やわらぐ。まだ何が解決したわけでもないというのに、きっと大丈夫だという前向きな気持ちが溢あふれてくる。

「（……ったく。良くも悪くも、根っからの勇者サマだよ、お前は。恐れいるぜ）」

　ファルディオは思わず呆あきれとも感心ともつかない溜ため息いきを漏もらした。

　そうして少し心に余よ裕ゆうが出来たところで、ファルディオはふと思う所ができ、フギンに視線をやった。──と彼もファルディオと同様の思いだったらしく、ファルディオの目を見返して、こくりと頷く。一応ルウの方も確認しておくと、彼もまた、ファルディオに体ごと頷いてみせた。

　二人の意思を確認したファルディオは、サクヤが不思議そうに見守る中、先を行くトオルの背に声をかける。

「トオル。あと、サクヤも。……その……ナルス教会に行く前に、お前らに話しておかなきゃいけないことがあるんだが……」

「ん？　なにさ、ファルディオ？　改まって。らしくないよ？」

　顔だけ振り返らせて訊たずねて来る無邪気そうなトオルに、ファルディオは「その事実」を告げるのを一いつ瞬しゆん躊躇ためらうも、しかし意図しないタイミングで知らされて動どう揺ようされるよりは遥はるかにマシだろうと、心を鬼おににして、ゆっくりと口を開いた。




「……セシリアの命に関かかわる、重大な話がある」








第六章　まがい物の世界









　夜明け迫る暁ぎよう暗あんのナルス教会広場。

　無数の《ガンマ》が四方八方から教会へと押し寄せ、神しん剣けん騎き士し団員達が必死の抵てい抗こうを繰くり広げる騒そう乱らん状じよう況きようにおいて。




　しかし、私とアヤは、台風の目のような静せい寂じやくの中で二人、対たい峙じしていた。




　どうもアヤは、こと自身の戦せん闘とうにおいて煩はん雑ざつなイレギュラー要素を挟はさみすぎたくないらしい。常に精せい鋭えいの《ガンマ》を従えてはいるものの、物量でセシリアを押してくることはなく、大多数の《ガンマ》は教会攻め、ひいては騎士団員への攻こう撃げきに割さいている。

「（頭でっかちの研究者らしい戦略だな……）」

　戦力そのものよりも自らの戦いやすさを優先し、計算外の動きを出来るだけ排はい除じよする。

　柔じゆう軟なんさも求められる戦場においては、あまり褒ほめられたスタンスでもなかったが……だが、その彼女の戦略で、現在私が見事に押されているのもまた、事実だった。

「（くそっ、多勢に無勢であったとはいえ、こうも容易たやすく教会広場まで辿たどり着かれるとは……！　対多数戦闘の得意なトオルを遊撃に向かわせたのが、裏目に出たか）」

　とはいえ、彼を行かせなければ逃にげ遅おくれる人間が出て来たであろうことも事実。結局私達に出来ることはそう多くなかった。

　しかし、ならばせめて──

「──だぁっ！」

　──せめてアヤに一いつ矢し報むくいるぐらいは果たさねばと、地を蹴けって高速で彼女へと迫る。

　が、しかし……。

〈ガァウ！〉

「くっ」

　それを邪じや魔まするかの様に、横から大きな狼おおかみ型の魔ま物ものガルフがその鋭するどいを爪つめを振ふるって割り行ってきた。私はそれを剣けんで受け流すと、その腹を浅く切ると同時に蹴り飛ばす。

　ガルフは広場の石いし畳だたみに倒たおれ込むと、腹から緑色の血を垂れ流してその場で痙けい攣れんし始めた。私は思わず顔を顰ひそめる。

「（また緑色の血か。気色の悪い……）」

　戦闘を開始してからこの方、多くの《ガンマ》が緑色の血を流していた。やはり通常の魔物とは別モノの存在らしい。

　私は苦々しいものを感じながら、再びアヤに向かって剣を構えた。……が、今の戦闘の疲ひ労ろうが中々抜ぬけない。

「……はぁ……っはぁ……」

「ふむ、随ずい分ぶんと苦しそうじゃないか、セシリア君。私が診みてあげようか？」

「戯たわ言ごとを……！」

　ギッと睨にらみ返すも、しかし、確かに体調はすこぶる悪かった。

「（まずい……時間が経たてば経つ程ほど、どんどん悪化している……！　まるで力が出ない……！　一体、どうしてしまったんだ、私の体は……）」

　荒あらく息を吐きながらアヤを見つめる。彼女は、周囲で神剣騎士団員と交戦する魔物達の一角に視線をやった。──その直後、集団の仲から一いつ匹ぴき、新たなガルフがゆっくりとこちらにやってくる。どうやら従じゆう僕ぼくを補ほ充じゆうするらしい。

　そうしてアヤは私の視線に気付くと、酷く心外そうに肩かたを竦すくめた。

「おや、なんだいセシリア君。まさか私がヤブ大臣だとでも思っているのかい？」

「……今となっては、貴女あなたの治療を疑わざるをえないな……」

「酷いこと言うなぁ。私達が敵対したのはついさっきじゃないか。私はこれでもれっきとした医者だよ？　セシリア君の治療には最善を尽つくしたさ。まあ……」

　そこまで言ってアヤは、瞳ひとみに暗い光を宿す。




「現在のキミの体調不良の原因が私にあるというのも、そう間ま違ちがいではないがね」




「……？　やはり、貴様っ、私の体に何かして……！」

「うーん、まあ何かしたと言えばしたのだが、逆を言えば、何もしてないからこそその有様とも言えるな。……まったく、もう少し早く《その事実》に気付けていれば、私にもやり様はあったのだがなぁ。フギン達がややこしいことをしたものだから、私もすっかり勘かん違ちがいを……」

「何をぶつぶつとわけのわからないことを！」

　私は気合いで体の震ふるえを抑おさえ込むと、再びアヤへと向かう。──が。

「──!?」

　突とつ然ぜん激しい目眩めまいが襲おそい、思わずがくんとその場に膝ひざをつく。

　私は、地面を見つめながら、剣を杖つえ代わりにぜぇぜぇと息を吐はいた。……呼吸がうまく出来ない。視界が、歪ゆがむ。全身から嫌いやな汗あせが噴ふき出す。

　私が苦しむ中、アヤが攻撃も仕し掛かけずに楽しげな笑い声をあげる。

「流石さすがは神剣騎士団員。この様な場においてなお、女神に祈いのりを捧ささげるとは恐れ入る！」

「…………ぅ？」

　何を言われているのか分からず、必死に顔を上げる。と、その視界に、以前トオル達と共に見た巨きよ大だいなステンドグラスが映った。

　生命力に溢れた、湖の光景。

　魔法力で発光し続けるそれは、広場の中のまさに私のくずおれた場に、鮮あざやかな緑色の光を投とう影えいしていた。大方それがアヤの目には、私が神に祈っているかのように映ったのだろう。

　私は剣で体を支えてよろよろと立ち上がると、どうにか足を踏ふみ出す。……が、体が鉛なまりの様に重い。自分から、目の前で笑うアヤまでの約十歩の距きよ離りが、限り無く果てしないものに感じられる。当然、《斬ざん撃げき波は》が撃うてるような精神力も無い。

　エリはひとしきり笑うと、しかし直後にはどこか私を憐あわれむように見下ろした。

　その右みぎ腕うでを長いかぎ爪を持った魔物のそれに変成させながら、彼女は呟つぶやく。

「……とはいえ、キミとはこの一週間、食事を共にした仲だ。せめて何も知らせず、そのまま死なせてあげよう。私は本当に優やさしい大臣だな」

「な……に、を……」

　馬ば鹿かな、と続け様とするも、意識が朦もう朧ろうとして上手うまく呂ろ律れつが回らない。

　先程呼び寄せたガルフが、アヤのすぐ傍そばまでやってくる。

　アヤはそれを確かく認にんすると、再び私に視線を向けてどこか憐れむ様に嘆たん息そくし、そして、いよいよ私の命を刈かり取るべくその足を踏み出──




〈ヴォォオオオオオオオウウウウウウウウウウウ！〉




「!?」

　──すその直前、彼女は突然ガルフの口から放たれた巨大な濃のう緑りよくの炎ほのおに包まれた！

「がぁぁああああああああああああああああああああああああ!?」

　突然火だるまになったアヤが、耳を劈つんざく様な絶ぜつ叫きようを上げ、その場でのたうち回る！

　彼女は即そく座ざに周囲の魔物の中から巨大ガエルの様なものを呼び寄せると、それに大量の唾だ液えきを吐き出させ、自分を包む炎を鎮ちん火かさせる。敵ながら見事な判断能力だったが、しかし、それでも炎の威い力りよくは甚じん大だいであったらしい。

「が……はぁ……っ！　ぐ……あぁ……！」

　場に四つん這ばいになり、激しい火傷やけどの痛みに呻うめくアヤ。

　しかしすぐにアヤはギョロギョロと周囲を見み渡わたすと……私達を取り囲む戦場の左方で視線を止め、心底憎にく々にくしげに絶叫した。

「お前かぁああああっ、ファルディオ・メルクリウスゥゥゥゥゥゥウ！」

　次の瞬しゆん間かん、その一角の魔物を激しく蹴け散ちらしながら、彼らが……なぜか懐なつかしくも感じる私の仲間達が、その姿を現す。

　トオルにルウにメルクリウスに……それにサクヤとフギンまで。

　彼らを見た途と端たん、驚おどろく程に心が平へい穏おんに満たされる。依い然ぜんとして体調不良は続いていたが、それでも、不思議と今は耐たえられた。

　思わず泣きそうになる私に、相変わらず似合わないフードを目ま深ぶかに被かぶりながらも、しかしそれでも抑え切れない小者臭しゆうと共に、メルクリウスが渾こん身しんのドヤ顔で笑う。




「どうだ見たかよっ、この偉い大だいな大魔ま導どう師したる俺様の見事な禁きん忌き魔法！」




　その、あまりにらしすぎる言葉に、私は思わずくすっと笑ってしまう。

「（ああ、認めよう。確かにお前は……偉大な大魔導師の器うつわたる男だよ、まったく）」

　私が安あん堵どで微笑ほほえむ中、アヤはとにかく四し肢しだけでも機能回復させようと、いつもの様に《魔ま手しゆ》の能力を発動させにかかる。しかし……。

「……!?……なぜ……だ!?　なぜ……なぜっ、《魔手》が発動しない!?」

　愕がく然ぜんと焼けただれた手足を見つめるアヤ。これには私も驚きよう愕がくし、思わずアヤと二人、説明を求める様にメルクリウスの方を見る。──と、彼は……。

　……彼は、しばらくきょとーんと沈ちん黙もくした後、しかしすぐに慌あわてて胸を張って返してきた。

「お、おうともさ！　それが俺様の《ヘルファイア》の恐おそろしいところだな、うん！」

『（絶対自分でも理り屈くつが分かってない！）』

　その場の全員がその事実を悟さとる。アヤは忌いま々いましげに呻くと、しかし即座に思考を切り替かえ、一体だけ熊くま型の《ガンマ》・オルドグリズリーを自らの護衛のために控ひかえさせた以外は、その他の軍勢全すべてをトオル達へと差し向けた！

『うぇ!?』

　流石に彼らもこれには狼ろう狽ばいし、トオルとフギンが中心となって迎げい撃げきを始める。が、メルクリウス、ルウ、サクヤという三人も守る対象がいる状じよう況きようでは、とてもじゃないが全ては捌さばききれない。
















　その状況を見て取ると、場のまだ動ける体力のあった騎士団員数名が、サクヤ達非戦闘員を教会内に退たい避ひさせるべく動く。

　そうして、場が「アヤと対たい峙じする私」「《ガンマ》の軍勢とやりあうトオル・フギン」「魔物の群の中を教会に向かって退避しようとするも阻はばまれ孤こ立りつする団員達とサクヤ・メルクリウス・ルウ」という三つの戦局に分かれる中。

　必死で大量の魔物と応戦しながら、フギンがこちらに向かって叫さけぶ！

「セシリアさん！　アヤを……アヤを倒して下さい！　アヤさえ倒せば《カスタム・ガンマ》は全て連れん鎖さ消しよう滅めつし、この街の操あやつり人形にされている人々も元に戻もどります！　だから、ナルス市民の命のためにも、どうか今はアヤを……！」

　しかしそれに、即座にトオルが「フギンさん！　あんな状態の師し匠しように無理言わないでよ！」と怒ど声せいを上げる。……なぜだか分からないが、彼にも私の酷ひどい体調不良がしっかりと理解出来ているようだった。

　が、しかし……皆みんなが必死で戦っている中、私だけ休むわけにはいかない。

「ぐ……ぁ……あぁ！」

　私は必死に体を動かすと、もう一歩、アヤの方へと足を踏み出した。気付いたアヤが、怯おびえた目で私を見る。

「!?　貴様……！」

「は……どうやら、お前も、火傷でそこを動けないよう……だな……」

　ニヤリと笑って、もう一歩、必死で足を踏み出す。……あと七歩。あと七歩で……私の剣けんは、彼女に届く。

　アヤは脇わきに控える熊の様な魔物に自分を抱かかえて移動させようとするも、しかし……。

「ぎ──!?」

　魔物が触ふれた途端、彼女は白目を向いて声を上げると、すぐに指示を取りやめた。

　どうやら、火傷のせいでどこを触れられても失神しかねない程の激痛が走るらしい。……もしかして、ハイクオリアも同時にかけられていたのか？

「（やれやれ……本当に全く笑えない魔法になってきたぞ、メルクリウス……）」

　現在は騎き士し団員に縋すがってひぃひぃ逃にげ回る情けない仲間を見やる。……やはり、いくらなんでも成長率が異常だ。先程のヘルファイアは以前見たそれとは、炎えん色しよくも威力もまるで違う。……禁忌魔法が、なぜ、禁忌とされているのか。その理由の一いつ端たんが、少し理解出来た気がした。

　しかし、仲間に感心ばかりもしていられない。

　私は酷い頭痛と目眩、耳鳴りに耐えながら、もう一歩足を踏み出す。……あと六歩。

「──！　いけっ！」

　アヤはオルドグリズリーを私へと差し向ける。途端、猛もう然ぜんと私に向かって走ってくる《ガンマ》。私は慌てて杖代わりにしていた剣を構え直すも、その切っ先はカタカタと震え、とてもじゃないが現在の私に対処出来る相手ではない。

　それでも最後まで諦あきらめまいと必死に剣を構えていると、私のすぐ傍で爪つめを振ふりかぶる《ガンマ》に──私の背後から飛んできた魔法の光が当たったり直後にその目へ石いし礫つぶての様なものが飛び込んだ！

〈グゥァァァォォオオ！〉

　途端、まるで目に酷い激痛でも走ったかのように両手で顔を覆おおう《ガンマ》。私はその隙すきを突つき、渾身の力で──そのガラ空きの胴どう体たいに、剣を突き立たてた。

　直後、オルドグリズリーは光こう粒りゆうへと変化し消えて行く。

　支し援えんの飛来方向に顔だけ振り返らせると、そこでは、騎士団員に情けなく守られながらも……にぃっと笑う、ルウとメルクリウスの姿があった。しかし彼らはすぐに再び戦せん闘とうの渦か中ちゆうに巻き込まれると、ひぃひぃと逃げ惑まどい始める。

　まったく……本当に頼たよりになる仲間達だ。

《ガンマ》を排はい除じよした私は、改めて、アヤへと向かって進む。……あと五歩。

「く……！」

　アヤは焦あせりの表情を見せると、キッとトオル達の方へと視線をやった。彼らを襲う《ガンマ》の中から、、自らに新たな救援を寄よ越こそうとする。が──。

「させるかぁああああああああああああああああああ！」

　増援に向かおうとする魔物達の前に、無理矢理跳ちよう躍やくしてきたトオルが降り立ち、それらを思いっきり蹴散らす。が、あまりに無茶苦茶な力の発はつ露ろをしすぎたせいか、一瞬トオルががくっと体勢のバランスを崩くずす。限界なのは、私だけじゃないらしい。

　私は思わず声をかけようとするも、トオルはこちらも見ずに、新たな《ガンマ》に対処しながら叫んだ。

「師匠はアヤおねーさんを！　こっちは……ぼくが絶対、全部なんとかするから！」

「トオル……」

　彼の意志を嚙かみ締しめた後、私は、もう一歩、アヤに向かって進む。……あと四歩。

「!?…………!?……」

　既すでにほぼ万策が尽つきた彼女は、怯えの表情で私を見つめる。

　……私の体はもう、今にもバラバラと崩れるかの如ごとく悲鳴を上げている。しかしそれでも、私の体は動いた。仲間との絆きずなが、強い意志が、私を突き動かす。

　あと、三歩。

　しかし、そこまで近付いたその瞬間。

「…………！」

「？」

　これまで怯え一いつ辺ぺん倒とうだったアヤの瞳ひとみに、邪じや悪あくな光が宿る。

　意味が分からないながらも、なんにせよ私はとにかく鋼はがねの意志で前に進むだけだと、次の一歩を踏ふみ出──

「神工物《ドラウプニル》によって複製された存在には、オリジナルと大きく異なる点が二つある」

「？　なに……？」

　突とつ然ぜん落ち着き払はらった様子で語り出すアヤに、私は動どう揺ようする。……なんだ？　なにかまだ私の歩みを止める手でもあるのか？

　思わず周囲を覗うかがう。しかし、加勢の《ガンマ》が来る様な様子も無い。

　私がそうしている間にも、アヤは勝手に続けてきた。

「一つ。寿じゆ命みようが非常に短い。単体では、約一週間しかもたないわけだ」

「？　それは以前、既に聞いて……」

「寿命の期限が迫せまると、複製存在はどうなるか知りたいか？」

「……下らない時間稼かせぎはよせ。往おう生じよう際ぎわが──」

　呆あきれて嘆たん息そくする私に、しかしアヤは……酷く邪悪な笑みを浮うかべて、告げてくる。




「身体能力がみるみる落ちて、体がまるで言うことをきかなくなっていくんだよ」




「────え……」

　瞬間、私の足がぴたりと止まる。異常を察したらしいメルクリウスが、《ガンマ》達から逃げ惑いながらもこちらの様子を覗い、必死の形相で叫んで来た。

「やめろ！　言うな！　おいっ、セシリアっ、聞くんじゃねえ！──ぐっ」

　しかしすぐに軍勢に囲まれて、彼の声は消えてしまう。

　心臓が、ドクドクと激しく脈打つ。

　蒼そう白はくな顔をする私に、アヤは更さらに続けてきた。

「そして、複製存在の特とく徴ちようは、もう一つある。……これを聞けば、聡そう明めいな探たん偵てい大臣たるキミはすぐに確信してくれることと思うが。複製存在は、なぜか感覚質──クオリアの方に共通した変異が出てしまうらしくてね。というのも……」

「師匠っ、聞いちゃ駄だ目めだ！　それは──」

　トオルも何かを私に叫ぶも、敵への対処に追われ、《ガンマ》の中へ埋うもれていく。

　嫌いやな予感に、体調不良が故ゆえとは別の脂あぶら汗あせが額から滲にじみ始める。

　そんな私の表情を実に楽しそうに眺ながめたアヤは……。

　……これまでに無い程ほどの愉ゆ悦えつに満ちた笑みと共に、その真実を告げて来た。




「《赤》が、《緑》に見えてしまう様なんだよ」




「────」

「正確には一定値以上の赤……《濃こい赤》や《鮮あざやかな赤》こそを、緑と認にん識しきしてしまう様なんだがね」

　瞬間、私の頭の中を、この一週間の《色》に関する出来事が高速で駆かけ巡めぐる。

　最初に私が起きた時、トオルが持っていたランプの色は、本当に緑だったのか？　通常ランプならまだしも、緑光を放つようなインテリア魔法道具を使えるとは大したものだと評価した時、トオルは妙みように不可解そうな表情をしていなかったか？

　アヤがしている口紅は……この街でよく見かけた趣しゆ味みの悪い口紅は、本当に趣味が悪かったのか？　ただの紅あかが、私にだけ、緑に見えていたんじゃないのか？

　サクヤが作ったサラダに入ったトマト……《サントマト》を、私だけが酸っぱそうだと感じたのはなぜだ？……私にだけは、全く熟うれていない様にしか見えなかったからだ。……緑にしか、見えなかったからだ。

　私が斬きった《ガンマ》の血は、本当に緑色だったのか？

　ヘルファイアは威い力りよくとともに、本当に色まで進化していたのか？

　考えれば考えるほど、次々と自分の眼に対する疑問が湧わいてくる。

　なにより、決定的なのは……。

「…………」

　私は、目の前にそびえる教会の巨きよ大だいステンドグラスを見上げ、そして……《ガンマ》の軍勢と戦闘を繰くり広げるトオルと、逃げるサクヤに、叫ぶ様な大声で訊たずねる。

「トオル！　サクヤ！　このステンドグラスの題名は、なんだ！」

『っ！』

　トオルからもサクヤからも、何の答えも返って来ない。しかし、聞こえていないはずはない。私は……わなわなと震ふるえながら、もう一度、叫んだ！

「答えろ！　答えてくれ……。このステンドグラスの題名は……なんだ……」

　私のその、必死の懇こん願がんに。

　アヤがケタケタと笑い始める中……《ガンマ》を蹴け散ちらしながら、トオルが、心底悔くやしそうに、答える。




「……こうようの…………。……っ。……『紅葉の湖』だよっ、師し匠しよう！」




「っ！」

　その答えに、私は思わず、手から剣を放してしまう。石いし畳だたみで撥はねた剣は、角度が悪かったのか数歩歩かなければ取れない位置まで跳とんでしまった。……が、そんなことはもう、関係ない。

　アヤがニタァと底意地の悪い笑みを浮かべる。

「まがいものの存在の目に映る世界は、やはり、まがいものということだな」

「…………」

　精神だけでなんとか進めてきた私の歩みが、完全に止まっていた。

　心が、音を立てて壊こわれてゆく。

　ステンドグラス「紅葉の湖」は、何度必死に見返したところで、やはり私には──

「そん……な…………」




　──私には、青々とした新緑の萌もゆる春の湖こ畔はんにしか、見えなかった。




　　　　＊




「出で逢あってすぐに言ったろう？　キミの血液型は極きわめて特とく殊しゆだったと。調達は中々難しかったと。しかし……私には調達手段があった」

「……複製、したというのか……私を……セシリア・シヴィルを……」

　絶望に打ちひしがれながらも、何かの間ま違ちがいであってくれないかという希望のもと、アヤの種明かしを聞く。遠くからトオル達が何か叫さけんでいるが、最も早はやそれらは全く耳に入らなかった。

　アヤが満足そうに頷うなずく。

「その通りだよセシリア君……いや、《ドラウプニル・セシリア》君」

「っ！」

「てめぇ！」

　どこからか激げき昂こうするようなメルクリウスの声が響ひびく。自分のために怒おこってくれていることは分かったが……しかし、今の私には、それこそが自分が本物のセシリア・シヴィルではないことの証明に思え、体が震えた。

　アヤが先を続ける。

「だが恥はじることはないよ、複製大臣。実を言えば、私もつい先日までキミの方を本物だと思い込んでいたのだからな。最初の襲しゆう撃げき時に、まさかフギン達が本物のセシリア君の方を攫さらっていたとはね。そもそも教会は私の研究を横取りしようとしているという前提でものを考えていたから、すっかり複製の方を持って行かれたと思っていたのだが……」

「それは……どういう……」

　生気の失うせた瞳で訊ねる私に、アヤは「つまりだね」とまるで以前の関係に戻もどったかのように喜々として解説してくる。

「私はあの日、あの襲撃時。まさに一階の手術室でキミと本物を並べて、輸血をしようとしていたんだよ。……キミに《最終調整カスタム》を施ほどこした上で、ね。つまり、《カスタム・セシリア》と《サーバント・オリジナル・セシリア》という、強力かつ教会内での権力も強い極めて優ゆうし秀ゆう大臣な手て駒ごま二つが誕生しようとしていたんだ」

「な……に……？」

　自分がただの複製どころか、彼女の操あやつり人形なのかもしれず、更には本物の方まで傀かい儡らい化させられているのかもしれないという事実に、私はぞっとする。

　しかし、アヤは少し悔しそうにそれを否定した。

「結局は《最終調整カスタム》の終わり間ま際ぎわに動力を落とされてしまったため、成功していなかったようだがね。しかし私は、既すでに《最終調整カスタム》が終わっているものと考えていた。だからこそ、今回の勘かん違ちがいが起こった。覚えているかい？　会ってすぐに、私が行った検査を」

「検査？……あ……」

　ハッと思い出す。確かあの時彼女は……私に、「三回回って～」という、冗じよう談だんの様な指示を出してきて……しかし当然私は……。

「キミが《カスタム・セシリア》ならば、私の命令には忠実でなければおかしかった。が、実際キミは聞かなかったし、意識内での指示も繫つながらない様だった。だからこそ私は、キミはオリジナルの方だと思ったのだ。フギンは、複製の方を攫ったのだと」

「つまり……メルクリウス達が襲撃してきた理由は……」

「本物のセシリア君が、《サーバント・オリジナル》化させられるのを防ぎ、更に彼女の安全を確保するべく攫うためだろうな。つまり……」

　そこまで言って、アヤは悪あく魔まの様な笑みを浮かべる。




「複製であるキミのことなど全くどうでも良かったのだよ。本物だけ攫っていったのが、そのいい証しよう拠こだ」




「っ」

「アヤァアアアアアアアアアアアアアアア！」

　遠くからメルクリウスの珍めずらしい怒ど声せいが聞こえてくる。

「違うっ！　俺達はずっと、もう一人のお前が既に《最終調整カスタム》を受けた後だと……セシリアの心も何も無い、ただの人形だと思い込んでいたんだ！　だから──」

　彼はなにやら必死に言い訳めいたことを叫んでいたが、私の耳には……心には、それらはまるで届かなかった。

　ただただ、アヤの残ざん酷こくな言葉だけが、私の心に鋭するどく刺ささる。

「二度目の襲撃では、フギンが私を殺しに来たのはさておき、ファルディオ君達はキミを本気で殺しに来ただろう？　つまり彼らは、本物のためにキミの血が欲ほしかったのさ。《仮死魔法》での延命にも限界はあるからね。本物の方がいよいよ厳しい状じよう況きようになってきたから、背に腹は替かえられないということで、とりあえず《サーバント・オリジナル》化は覚かく悟ごの上で、キミの血を奪うばいに来たんだ。つまり……」

　アヤはけたけたと、心底可笑おかしそうに笑う。

「彼らにとって大事なのは、結局、本物のセシリア・シヴィルただ一人なのさ」

「……っ」

　その決定的な言葉に、私はいよいよ膝ひざから崩くずれ落ちた。

　アヤが笑う。彼女の、肉体ではなく、私の心を挫くじく作戦に見事に嵌はまっていることに対する悔しさはあったものの……分かっていても、私はもう、立てそうになかった。

　私の世界が揺ゆらぐ。

「（私は……誰だれだ？　セシリア・シヴィルでないと言うならば……私は……）」

　石畳に手を付き、必死に息を吸う。苦しい。辛つらい。体も心も、全部が、ボロボロだ。自分が今、何をしているのかさえ、判然としない。

　そして、いつの間にか、セシリアとしての記き憶おくまでもが虫食いになり始めていることに気がついた。……私は……どうして、教会に……。……幼い頃ころに……両親は……そもそも、いつ、トオル達と……。

　どんどん希き薄はくになっていく自分という存在。気付けば私は、無意識に呟つぶやいていた。

「私は……一体、なんのために……生まれて……」

　その呟きに……アヤが、無む慈じ悲ひな言葉で応じる。

「なんのため？　決まっているじゃないか」

　顔を上げると、彼女は、実に醜しゆう悪あくな笑えみで私を見下ろしていた。各所で戦う皆みながこちらに何か叫んでいるが……私の耳には、彼女の言葉だけが、木霊こだまする。




「本物を生かすためだけの、ただの血ち袋ぶくろとしてだよ、複製大臣」




「────」

「しかしキミは今、その役目さえも満足に果たせずに、ただ無む為いに死んでいくわけだ」

「────」

　目の前が暗黒に包まれる。……何も無かった。

　戦う意味も、立ち上がる意志も、生まれた意義も……何も。




　何も、無かった。




「…………」

　完全に気力を失い、私は遂ついに、ただただ死を待つだけの人形と化す。

　ぼんやりとした視界の中で、アヤが、なにやら上空を眺ながめているのが見えた。何も考えられず、私は理由も無く彼女の視線を追う。……と、そこには、ただ夜明け間近の空が広がるのみだった。この一週間と違い、雲一つ無い空だった。今日はきっと晴れるのだろう。……私にはもう、関係の無いことだが。

　最早なにをする気力も湧わかず、ただ、空を眺める。もしかしたら、アヤももう死を覚悟して──。

「？」

　──ふと、雲一つ無いまっさらな薄はく明めいの空に、小さな……本当に小さな、点が見えることに気がついた。それは上空をゆっくりと旋せん回かいすると、徐じよ々じよに徐々に下降してくる。

「（……鳥？）」

　どうも、遥はるか高所を何かが飛んでいるようだ。最早この場の戦せん闘とうに参加する体力どころか、生きる気力さえつきた私は、それをただただぼんやりと眺め……。

　しかしそれが、突とつ然ぜんどこかへと急降下を始め出したのを確かく認にんすると──

「！」

　──気付いた時には私は、これまで無気力状態だったのが噓うその様に全力で叫んでいた！




「避よけろぉっ！　トオルッ！」




「!?」

　私の言葉に反応したトオルが、ワケも分からない様子ながらその場から思い切り飛び退のく！　次の瞬しゆん間かん、彼が居た場所を鋭く尖とがった嘴くちばしを持つ《ガンマ》が高速で横切り、トオルの代わりに他ほかの《ガンマ》を串くし刺ざしにしてしまっていた。

「ちっ！」

　アヤが私を憎にく々にくしげに睨にらみつけてくる。大方、先さき程ほどまで無気力だった私がこんな警告を発するとは思ってもみなかったのだろう。……それは、私も同様だった。

　……なにをしているんだ、私は。今まさに、私は極めて無為に人生を終えようとしているというのに。だというのに、実際の私の仲間でもなんでもないはずの彼を……。

「師し匠しよう！」

　大量の《ガンマ》との戦闘を続行させながら、トオルが叫んで来る。

　そちらを見やると、彼は……とてもそんな余よ裕ゆうなど無いだろうに、私に、ニコッと笑顔を向けてきてくれた。




「ありがとうっ、師匠！　師匠は、やっぱり師匠だ！」




「────」

　その言葉に、私はハッとさせられる。私は……やっぱり、私？　こんな何も無い私が？「（なぜ……トオル。キミは、本物でない私にまで、そんな仲間に向ける様な顔を……）」

　何かが自分の中に沸わき上がるのを感じ、今にも意識が消えそうになりながらも、周囲を見み渡わたす。

　皆が、必死で戦っていた。

　トオルも、ルウも、メルクリウスも、サクヤも、フギンも、騎き士し団員達も……皆が、必死で戦っている。自分のために、人のために、正義のために。

　ふと、逃にげるサクヤに《ガンマ》の一体が迫せまっているのが視界に入った。思わず再び大声を上げかけるも、私が動く前にファルディオが杖つえで《ガンマ》を突つき、どうにか難を逃のがれてくれた。

　ホッと胸を撫なで下ろすと、刹せつ那な、私の頭から何かがカランと地面に落ちる。

　それは……以前トオルに買って貰もらった、月の髪かみ飾かざりだった。

　しばらくそれを、呆ぼう然ぜんと見つめるうちに……不思議と、曇くもっていた視界が晴れていく。

　私の中の奥の奥に、最後の「私」が、見えて来る。

「（……そうか。……そう……だった、な。ああ……そうだった）」

　私は愛いとおしいその髪飾りを、軽く指先でなぞると……。

「な……？」

　アヤが驚おどろきに表情を歪ゆがめる中……私は、渾こん身しんの力で立ち上がった。

　最後の体力節約のために大事な髪飾りを拾うこともせず、ただ、真まっ直すぐ前を向く。

　アヤが、信じられないものでも見るかのように私を見た。

「何を……しているんだ？　お前……一体、どういう……」

「決まっている」

　私はよろよろとしながらもどうにか立ち上がると、一歩、前へと進みながら……吹ふっ切れた笑顔で、告げた。




「お前を倒たおして、皆を、救う」




　──あと三歩。

「な──」

　アヤは呆あつ気けにとられた様な表情をみせるも、しかし。彼女はしかしすぐに憤ふん怒ぬの形相を浮うかべると、私に向かって叫さけんで来た。

「何を馬ば鹿かなことを！　お前はただの複製存在なのだぞ！　本物の輸血のためだけに作られた　ただの血袋だ！」

「ああ……そうだな……」

「ヤツらとお前は仲間同士などではない！　今はたまたま状況が共きよう闘とう関係を結びつけているだけで、事態が収束すればもう用済みの存在だ！」

「かも……な……」

　次の足を踏ふみ出そうとするも、中々体が言うことを効かない。前のめりに倒れることは出来るが、それをやれば、恐おそらくもう私は二度と立てない。

　私は、必死で足を踏ん張り、次の一歩を踏み出すタイミングを図った。

　アヤが、唾つばが飛ぶ程に叫ぶ。

「それが分かっていて、なぜそこまでする！　一体、なんのために！」

「なんのため……」

　問われて、改めて考えてみる。そして私は、ふっと笑んで今の素す直なおな気持ちを吐と露ろした。

「心配……してしまったんだ。自分がこんなだというのに……。トオルに危険が迫った時も……サクヤが危なかった時も……私は……純じゆん粋すいに、助けたいと、思ったんだ……」

「だからなんだ！　まさか正義感に目覚めたとでも言うんじゃないだろうな！」

　この女は、さっきから一体何を怒おこっているのだ？

　私は不思議に思いながらも、ゆっくりと首を横に振ふる。

「そんなんじゃないさ……もっと、単純で、原始的な、ことなんだ……」

「何を言っているのかさっぱりだ！　いいから、こっちに来るのをやめろ！」

「そうも……いかない」

　私は前に進もうとするが、しかし、いかんせん震ふるえて仕方無い。せめて剣けんを杖代わりにしなければと、先程落とした方を見やる。左方向数歩先に、剣があるのだが……。

　アヤが、状じよう況きようを察してほくそ笑む。

「馬鹿め、今のお前に、あそこまで行って戻もどって来る余裕は無いだろう！　は……はは！　お粗そ末まつだなぁっ、複製！　最も早はやお前が剣を手にする手段など──」

「そう……かな？」

「なに？」

　怪け訝げんな顔をするアヤ。私は大きく息を吸うと──《ガンマ》から逃げ惑まどうメルクリウスへと、思いっきり叫んだ！

「メルクリウス！　剣を！」

　手を横に突き出しながらそう指示する。刹那、アヤが笑い声を上げた。

「気がふれでもしたか、複製！　今のヤツに、ここまで来れる余裕などあろうはず──」

「来るのは彼じゃない」

「なに？」

　私はニヤリとアヤに微笑ほほえむ。次の瞬間──突とつ然ぜん石いし畳だたみの上の剣が消失すると、その直後には伸のばしていた私の手の中に、剣が現れる！

　切っ先を下に向けて柄つかを握にぎりこみ、杖代わりにする私。アヤは啞あ然ぜんとしていた。

「な──一体、何を……」

　その呟つぶやきに、余裕が無いはずのメルクリウスが、しかしやたら自じ慢まん気げに叫ぶ。

「それこそが、俺がこの街で習得した新禁きん忌き魔ま法ほう《ディメンション・ムーブ》よ！　その名の通り、物質を思い通りの場所に転送するとんでもねぇ魔法さぁ！」

　しかしすぐに、隣となりのルウから注ちゆう釈しやくが入る。

「一時間に一度限定な上、飛ばせる距きよ離りは最大二メートルだけという、相変わらず実に扱あつかい所に困る魔法ですがの！」

「っせぇよ！……って、うわぁ！」

　再び《ガンマ》からの逃とう亡ぼうに注力するメルクリウス。剣を支えにして体力を溜ためる私を、アヤが睨みつける！

「なぜだ！　なぜお前が、ヤツがこの街で習得した魔法を知っている!?　いつの間に接せつ触しよくしていた!?」

「接触？……そんなもの、していないさ……」

「ならばなぜ！」

　納なつ得とくいかない様子のアヤに、私は苦笑いを向ける。

「ヤツの魔法など、大方そんなところだろうと想像がつく。……これでも……仲間、だからな」

「な……に……」

　アヤは私に理解出来ないものを見るかのような視線を送ってくる。……実際のところは、推理と経験と信しん頼らいが合わさった結果だ。メルクリウス達がセキュリティを簡単に通過して研究フロアに入ったらしいことと、そして、二度目の襲しゆう撃げきの際に私の背後をとった不可思議な動き……二つを照らし合わせて考えれば、概おおむね察しはついた。

　私は息を整え、剣を杖にして……一歩、踏み出す。

　あと二歩。

　アヤが「ひっ」と遂ついに怯おびえの表情を見せ始めた。

「く、来るな！……そ、そうだ！　延命！　私なら、キミの延命が出来るぞ！　しかし私を殺せば、ここで全すべて終わりだ！　だからやめろ！　早まるな！」

「ふん……《最終調整カスタム》で多少延命されることに、なんの意味がある」

「い、いや、ではっ、そうだ、移植もしようじゃないか！　一時的に《最終調整カスタム》で延命した上、大量に他の複製を作り、仮死状態にしておいて、もし今後不調やガタが来ることがあれば、その都度保存してある新しいパーツに取り替かえるんだ！　事実、そうして私は──既すでに二百年、生きながらえている！」

「っ……貴女あなたは、自分の複製までも、犠ぎ牲せいにし続けて生きてきたのか……」

　四し肢しが魔物に変化する規格外の女だと分かっていたためか、年ねん齢れいに対する驚きはそれほど深くなく、むしろある意味納得だったが……しかし、だからこそ、その醜しゆう悪あくさに顔を顰しかめる。アヤは必死で言い繕つくろってきた。

「それの何がいけない！　二百年前からずっと、私にとっては研究だけが──いや探求こそが全てだ！　魔物、女め神がみ、魔法、神工物に……そして生命の神秘！　この世には探求すべき事象が多すぎる！　しかし人の命は《答え》に辿たどり着くにはあまりに短い！」

「答え……ね」

　私は思わずフッと笑うと、アヤが表情を顰めた。

「何がおかしい。何を笑う！　自らの複製を犠牲にして生きながらえる人生が、そんなに憐あわれか！　馬鹿を言うな！　私のクローンは、《答え》探求のために自らの命を差し出すことになんの躊躇ためらいもない！　他者を喰くらって命を長らえることの、何がいけない！」

「そうだな。人が生きるための犠牲、というのは難しい話だ。頭の出来が悪い私よりも、貴女はよっぽど深く考察しているのだろう。……だが……」

「だが？」

　私は彼女に憐れみの笑みを向けた。

「今後、何十年、何百年、何千年と生きたところで……貴女はきっと、いつまで経たっても《答え》になど辿り着けやしないさ」

「？　なにを……」

　まるで意味が分からないという様子のアヤ。

　二百年生きたはずの彼女は、しかし、生後一週間の私の目に、酷ひどく幼よう稚ちに映った。

　私が全く取引に応じないと見て取ると、彼女は再び、私の心を折る方向へと方針を変えてくる。

「……なぜだ！　一体、何がキミを動かしている！　キミには最早何も無いはずだろう！　生きる意味も、時間も、絆きずなも、思い出も、信頼も、意志も……命さえも！」

「…………ああ……そうだな……」

　急激な眠ねむ気けが私を襲おそう。確かに、もう、私は、生きてさえいないのかもしれない。しかしそれでも……やるべきことが、まだ、ある。

　辺りを見回す。トオルやフギン、騎き士し団が戦い、メルクリウス、ルウ、サクヤが命からがら逃にげ回っている。……いくら勇者といえど、圧あつ倒とう的てき物量と戦いづらさのせいで、かなり劣れつ勢せいな様だ。このままでは……誰だれかが致ち命めい的てきな一撃を貰もらうのも時間の問題だ。そうなれば、そこから切り崩くずされるようにパーティが瓦が解かいしていくのは明白。そうして私達が全ぜん滅めつしたら次は、避ひ難なん住民達がやられ。その次は……。……少し考えただけでも、悪夢が次々に拡大していく様子が分かる。

　……ここで、アヤを仕留めないと。アヤを倒して連れん鎖さ反応で《ガンマ》を消せば……それで、全てが終わる。

　私は唇くちびるを嚙かんで無理矢理意識を引き戻すと、次の一歩を踏みださんとする。

　アヤはそんな私に、心底怯えた様子で叫び続ける。

「キミがここで命を賭として何になるのだ！　お望み通りの平和な結末を得られたところで、その光景の中にもうキミはいないのだぞ！」

「……そう、だな……」

　か細い声で答えながら、薄うすれ行く記き憶おくを堀ほり起こす。

　シヴィル家の厳しい鍛たん錬れん。女神教会への信しん仰こう。神しん剣けん騎き士し団での任務。トオル達との出で逢あい。旅路。そして……この街での、一週間。

　私はそれらの記憶に力を貰うと、また一歩、今にも崩れそうな足で踏み出す。

　──あと一歩。

　私は、ここまで来たらあとはもうやることは一つだと、ゆっくりと、剣を構える。

　アヤが恐きよう怖ふに引きつった表情で私に呼びかける。

「やめろ！　やめてくれ！　なぜだ！　なぜなんだっ！」

「…………」

　焦しよう点てんが定まらない、手が震える。呼吸と意識が断続的になる。記憶が次々と飛んでいく。分からない。この女の悪行も、正直もう殆ほとんど思い出せない。ここに至る経けい緯いの記憶も極きわめて怪あやしい。

　だけど、それでも。

　それでも。

　それでも。

　最後の力を振り絞しぼり、剣をしっかりと握り込む私に、アヤが本当に理解不能の化物を見るかのような顔で、訊たずねかけてくる。

「なんなのだ、キミは……。なぜ……なぜ、そこまでするのだ！　何がキミをそうさせる！　まがいもののクセに！　ニセモノのクセに！　体から、その目に映る景色から、心から、記憶から、仲間との絆まで！　すべてが偽いつわりのクセに！　それでもキミをそこまでさせるのは……一体、なんだというのだ！」

　残ざん酷こくな真実を次々と並べ立てるアヤ。私は剣の切っ先に全神経を集中させながらも……彼女の、恐おそらくは最後になるのであろう問とい掛かけに、答えてやることにした。

「ああ……そう、だな。私には……もう、なにもない。過去も、現在も、未来も。何もない。だけど……それでも、私は、お前を倒たおさなければいけない。教会の剣として。無む辜この民たみの盾たてとして。《シヴィル家》の商品として。最後の《ドラウプニル》被ひ害がい者しやとして。なにより……トオルの、師として。たとえ自らの身に何が起きようとも、最後まで気高くあらんとする。なぜなら、それこそが……」

　剣の震えが収まる。私は──最も早はや、これ以上バランスを保つのに力を割さく必要は無いと判断すると、倒れ伏ふすアヤの胸──心臓にしっかりと狙ねらいを定める。

　そうして──私は決意と共に、最後の一歩を踏ふみ出した。

「やめろ…………やめろぉぉぉぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

「そんな正義馬ば鹿か女騎士こそが、この私──」

　──残り、〇歩。




「──セシリア・シヴィルなのだから」




　──私の全存在を懸かけた刃やいばが、アヤの胸を刺さし貫つらぬいた。








第七章　夜明け









「師し匠しようっ！　師匠ぉ！」

　無数の光こう粒りゆうが立ち上る夜のナルス教会広場に、少年の悲痛な叫さけびが響ひびき渡わたる。

　私はそれにすぐにでも振ふり向き、彼を安心させるべく笑え顔がおの一つでも見せてやりたかったが、生あい憎にく、最早この体にはそんな些さ細さいな余力さえ、残っていなかった。

　私の手で心臓を一ひと突つきにされた《敵》の体は、その歪ゆがんだ生を清算するかのように、砂さ塵じんと化して風に消え行く。

　途と端たんに全身を酷い虚きよ脱だつ感が襲い、私は剣けんを放してしまうと同時に、糸の切れた人形の如ごとく、その場に膝ひざから崩れ落ちた。ぐらりと、上半身が前のめりに倒れる。

「っ！　師匠！」

「…………と、お、る」

　顔から石いし畳だたみに落ちかけたその瞬しゆん間かん、猛もう烈れつな勢いで滑すべり込んできた来た少年──トオル・ミカミが抱だきつくようにして私の体を支えた。

　その動作がなんだか妙みように力強く逞たくましくて、私は彼の肩かたにあごをのせて笑みを漏もらす。

「はは……これは……少し、照れて、しまう、かな」

「？　師匠？」

　私の明らかに場ば違ちがいな台詞せりふに、戸と惑まどいを見せる少年。しかし私はそれでも続ける。

「それに……こんな私を、まだ、師匠と呼んでくれるんだな、キミは……」

「し、師匠？　なに言ってるのさ、こんな時に！　は、早く、お医者さんに──」

「ああ、いいんだ、トオル」

「？　い、いいって？　なにそれ。あ、そっかもう歩く力もないんだね。じゃ、じゃあほら、ぼくにおぶさって！　ぼくが、すぐに連れてって──」

　トオルは慌あわてて私を抱かかえ直そうとするも、私はそんな彼の背中を、残り僅わずかな力を振り絞って、ぽんぽんと優やさしく叩たたき……そして、もう一度、諭さとす様に同じ言葉を続ける。

「いいんだ、トオル。いいんだ。…………キミも、もう、分かっているのだろう？」

「っ！　わかんないよ！　そんなのっ、全然っ、わかんな……」

　今度は、彼の体からがくりと力が抜ぬけた。抱き合う姿勢のせいで生憎見えないが、きっと、酷くくしゃくしゃの顔をしていることだろう。

　……ふと、視界が霞かすんできた。激しい戦せん闘とうの舞ぶ台たいとなった広場では、主あるじを失った《ガンマ》達が一いつ斉せいに光粒へと変へん換かんされているが、ぼやけた視界越ごしにはそれが妙に幻げん想そう的にも映る。……実際は、酷い殺し合いの跡あとでしかないというのに。

　しかし……だからこそ、おあつらえ向きなのかもしれない。こんな私の──

　──こんな私の、死に場所としては。

「トオル……覚えているか？」

「え？……なに、師匠」

　トオルからの反応が、少し鼻声だった。もしかして、泣いているのだろうか？……まったく、この子は大人なのか子供なのか、時折本当に分からなくなる。つい先刻の黒幕との問答では、怖おぞ気けがする程ほどの冷れい徹てつささえ見せていたのに。全すべてが解決した途端……これだ。

　まあ……でも、それこそが、トオルらしい、ということなのか。

　私は、こんな時だというのにどこか楽しい気分になりつつ、擦かすれる喉のどから絞り出だす様にして言葉を続ける。

「一週間前……この街で……私が、目を覚ま……た……後……こと……」

　舌が縺もつれて呂ろ律れつが回らない。唇は震ふるえ、呼吸はじれったい程にか細く、胸の鼓こ動どうは露ろ骨こつに活動を緩ゆるやかにしていく。

　酸素と血が巡めぐらないせいか、最早頭も回らず……なにより、とても、寒い。

「う、うん。覚えてる。覚えてるよ、師匠」

　トオルの返答を受け、私は今にも消えそうになる意識をなんとか踏みとどまらせて、止まりかける心臓を叩き起こし、乾かわいた唇を必死に動かした。

「お前ときたら……私の裸はだかを、ジロジロと……これでも……嫁よめ入いり前だと、いう、のに」

「そ、それは、だって、仕方無かったじゃん！　だってあの時は……」

「そう……だったな」

　私はぎゅうとトオルの体を抱きしめる。自らから失われゆく体温を、必死で補う様に。




　そうして、私がしばしこの一週間の出来事を回想していると、トオルに遅おくれて、ルウやファルディオ、サクヤにフギンも駆かけつけてきた。

　私はトオルに促うながされて体勢を変え、彼に膝ひざ枕まくらされる様にして寝ねそべる。……仲間達が、酷ひどく沈ちん痛つうな面おも持もちで私を覗のぞき込んできていた。

　その表情に、私はおもわずくすっと笑ってしまう。

「なんだそんな顔して、おかしなヤツらだな。実際、せいぜい一週間程度の付き合いしかない女なんだぞ、私は」

『…………』

　笑いを取るつもりで言ったものの、意外と上手うまくいかなかった。……うん、これは私というより、複製元のギャグセンスががそもそも悪いのだな、うん。私は悪くない。

　サクヤが、泣きそうな瞳ひとみで私を見つめ、そしてフギンに縋すがる。

「フギン先生っ、どうにかならないんですか!?　ほら、もうアヤさんも居ないんですし、《最終調整カスタム》とかっていうので、延命したら……」

「いや……すまない。《最終調整カスタム》の手法は、アヤしか知らないんだ。それに……そもそも、もう、これではそんな余よ裕ゆうさえ……」

「そんな……」

　サクヤがショックを受けた様子でよろめく。私は、彼女に優しく笑いかけた。

「サクヤ……ありがとう。キミのおかげで……この一週間、とても楽しかったよ」

「っ！　そんなこと言わないで下さい！　わ、私、まだまだ全然対決し足りないんですからね！　そんな、勝ち逃にげみたいなの……絶対許さないんですから！」

　ぽろぽろと涙なみだを流しながらそんなことを言うサクヤ。ああ……ホント、なんて良い子なのだろうか。これに対たい抗こうするのは、骨が折れるぞ。

　私は、彼女に力なく笑いかける。

「ああ……じゃあ、その続きは、私じゃなく、セシリア・シヴィルと行ってくれると、嬉うれしい……かな」

「え？」

　サクヤが戸惑いの声を漏らす中。

　私は、フギンの方を見やり、口を開く。

「……本物のセシリアは……まだ、無事、なのだろう？」

「……はい。私達の隠かくれ家がで、仮死状態のまま丁重に保護してますが……しかし……」

「ああ……まだ、血が足りないんだろう？　分かってるさ。だから、フギン……」

　そこまで言ったところで、彼は私の言わんとしていることを察した様だった。彼は何も言わずに、こくりと頷うなずいてくれる。

　私はそれに一安心すると。

　最後に、トオルの顔を見つめた。

　瞳に溢あふれんばかりの涙を溜ためるトオルの頰ほおに、そっと手をやる。

「トオル……」

「師匠……師匠ぉ……」

「……そんな情けない顔をするな、トオル。キミは勇者、なんだぞ？」

「でも……でも！」

　耐たえきれないといった様子で、彼は私の手を握にぎり返してくる。

　私は……意識が朦もう朧ろうとする中、それでもどうしてもこれだけは伝えねばと、、彼に語りかける。

「トオル……私は……いや、セシリアは、キミと出会ってからずっと……キミを見て、考えてきた。……自らを犠ぎ牲せいにして……他人を救うという行こう為いの、是ぜ非ひを……」

「っ！　うん……」

　トオルが、表情を引き締しめる。やはり、彼には何か思い当たるフシがあるらしい。

　私は、彼にフッと笑いかける。

「結局、その結論は自ら命を賭とした今でさえ、出ない。だから……キミに言ってあげられる言葉も……正直、無いんだ。……すまないな、頼たよりない師匠で」

「そんなこと！　そんなこと……」

　トオルがふるふると首を振る。私は、そんなトオルとしっかり目を合わせ。

　そして……「だからこそ」と、その先を続けた。

「私を……私を、最後まで、目を逸そらさず、ちゃんと、見ておきなさい。そしてその上で、キミなりに……きちんと、生きることと、死ぬことの意味を、考えなさい」

「っ！　うん……うん……分かったよ、師匠」

　トオルが、目を伏ふせながらもしっかりと頷く。……彼の中には、計り知れない闇やみが住む。しかし……しかし彼は決して、浅はかな子供ではない。どちらに転ぶにしても、様々な経験を経へた上で、彼には後こう悔かいのない選せん択たくをして欲しい。……私の、ように。

「──っぅ！」

「師匠!?」「セシリア！」「セシリアさん！」「セシリア殿どの！」

　心臓がぎゅうと締め付けられて思わず呻うめくと、皆みんなが口々に名前を呼んで、心配そうに私を覗き込んできた。

「（まったく……結局、最後まで私をセシリアとして扱あつかってくれるのだな、キミ達は……）」

　彼らの顔を見ていると、アヤの言葉に惑まどわされて、自分がニセモノだなんだとウジウジしていた事が急激に馬ば鹿からしくなってくる。

　なにが、ニセモノなものか。

　今この瞬間、私と彼らの間にあるものの──一体何が、ニセモノだというのか。

　心臓が、その活動を急速に緩めていく。

　終わりの時が来たのを悟さとる中、トオルの膝の上で頭を傾かたむけると、丁度、建物の陰かげから眩まばゆい日の光が差し込んできた。……それは、この一週間、ずっと拝めなかった、光だ。
















「ああ……これは、本当に美しいな……。まるで……」




　私はその、生まれて初めて見る太陽に目を細め──そして、ぽつりと、呟つぶやく。




「燃えるような、朝焼けだ」




　──それが、私の、最後の言葉だった。








最終章　新生









「おや、随ずい分ぶんと早いね。約束の時間にはまだ少しあったと思うが……」

　病院を訪おとずれたぼくたちの顔を見て、フギンさんが驚おどろきの表情で駆け寄ってくる。ぼくはそれに、少し照れ混じりの笑え顔がおで応じた。

「だって、やっと師し匠しようが起きたなんて聞いたら、そりゃ規定の退院時間をぼんやりと待ってなんかいられないよ！」

　興奮気味なぼくの言葉に、フギンさんは「ああ、それはそうか」と優やさしく笑う。実際ぼくと一いつ緒しよに来たルウもファルディオもそれにサクヤも、師匠回復の報を聞いてからというもの、ぼくと同様皆そわそわ落ち着かなかった。で、だったらということで、こうして約束の待ち合わせ時間前に来てしまったというわけだ。

　フギンさんが、病院の職員さんに事情を伝え、師匠の退院準備を少し急せかして貰もらう。

　その間僕らは病院前の小さな公園ベンチに腰こし掛かけ、フギンさんと世間話に興じることにした。彼はどこか遠くを見ながら口を開く。

「しかし、あれからもう三日ですか。ずっと慌あわただしかったせいか、全然そんな感じしないですよ」

「あー、それはぼくらもそうかな。あの日すぐに師匠をこの病院……フギンさんの知り合いの病院に運んで、緊きん急きゆうの輸血作業に立ち合って。それが一段落したら、ぼくらはサクヤの滞たい在ざいしている宿に部屋とって、泥どろの様に寝て。で、起きたらすぐに事情聴ちよう取しゆとか始まって、それでまた泥の様に寝てを繰くり返し……で、気付いたらもう今日だよ」

　喋しやべるぼくの背後で、ファルディオとルウが欠伸あくびを漏もらす。実際ぼくよりも、この二人の疲ひ労ろうの方が大きかった。この一週間、ほぼ潜せん伏ぷく状じよう況きようにあったとはいえ、都市警察やアヤさんから逃げ回る日々はかなり気力体力を消費させられたらしい。

　そんな中、意外にも一番元気なサクヤが、笑顔でフギンさんに話しかける。

「でも輸血、上手くいったみたいで良かったです！　一時はどうなることかと……」

「ああ、実際僕らが攫さらって保護していた方のセシリアさんは、仮死魔ま法ほうを掛けた上でもかなり限界状態でしたからね。いやホント間に合って良かったですよ」

　そこまで言ってから、フギンさんは眼鏡をくいっと上げて表情を引き締める。

「……しかし、皮肉なものですね。アヤの研究はこの街に多くの悲劇をもたらしましたが……反面、今回セシリアさんが助かったのは、ある意味彼女のおかげでもあるわけで」

「……なんだか複雑ですよね」

　場に、少ししんみりした空気が流れる。

　と、ファルディオがそれを打ち消すように話題を変えてきた。

「しっかし、アヤが倒たおれて《サーバント・オリジナル》にされてた医者が正気に戻もどった途と端たんこの街露ろ骨こつに活気出やがったな。外来診しん療りようもガシガシ復活してるみたいだし」

「ですな！　心なしかご飯も美味おいしくなった気がして、ルウは大満足ですぞ！」

　ルウが嬉しそうにぴょっこぴょっこ飛び回る。

　その様子を眺ながめながら、サクヤが「あ、でも」と何かに気付いた様にフギンさんに訊たずねた。

「結局例の《ドラウプニル》ってどうするんですか？　教会が持ってくんですか？」

「ああ、そうなんだけど、とりあえず今は僕が所持者として管理しているよ。……ま、でもすぐに取り上げられそうな気配だけどね。残念」

「え……。フギンさん、変な気を起こして、何か複製したりとかしてないですか？」

「勿もち論ろん、してないですよ。………………してないですよ？」

『疑問形だ！』

　全員が引く中、フギンさんは「冗じよう談だんですよ冗談！」と弁明する。……うーん、いい人だと分かっている今でも、なんかこの人の「黒幕感」って薄うすれないんだよなぁ。なんなんだろう、これ。案外損な人なのかもしれない、フギンさん。

　彼の若じやつ干かん笑えないジョークに苦笑いしながら、ファルディオが続ける。

「それにしても本当に恐おそろしいな、神工物は。あそこまで完かん璧ぺきな複製をサラッと作られちまうとちょっと世界観変わるっつうか、世の中信じられなくなるな」

　彼の言葉に、ルウが頷く。

「まったくですな。極きよく端たんな話、ルウ達だって、自分達が気付いていないだけで、いつの間にかそっくり複製に入れ替かわってたりする……のかもしれないのですからな！」

「まあね……」

　その言葉に、ぼくも少しぞっとする。そういうのって、自分じゃ分からないものなぁ。実際判断基準なんて、最低の寿じゆ命みよう設定と、あとは……。

　そんなことを考えていると、突とつ然ぜん、サクヤがニコニコと笑顔で場の皆に切り出した。




「あ、ところで皆みなさん、私の髪かみの色って何色に見えてます？」




『え』

　…………………………。

　……ぼく、ルウ、ファルディオ、フギンさんの顔にだくだくと汗あせが流れ始める。

　ま、まさか……そんな……いつから……。だって、何度見ても、サクヤの髪って……。

「あ、いえまあ、普ふ通つうに緑なんですけどね」

『冗談が悪質すぎるわ！』

　全員で総ツッコミを入れる。サクヤは特に悪びれる様子も無く「えへへ」と笑っていた。……サクヤって基本優等生な割には、時折案外ドギツイ？　師匠もことある事に悪女悪女と言ってたけど……あながち間ま違ちがってないのかも。

　フギンさんが場を仕切り直す様に話を切り替える。

「ところで、トオル君達は今後どこに向かうつもりなんだい？」

　彼のその質問に、なぜかサクヤも身を乗り出して来る。でもぼくには正直全然地理が分からないから、助けを求める様にファルディオを見上げた。

　彼は唸うなりながら頭をぽりぽりと搔かく。

「んー……セシリアに訊きかねぇと《女め神がみの試練》関係はなんともだけど、まあ順当に行けば、魔法都市ルーンヘイムあたりを目指す感じだろうなぁ……はぁ……」

　なぜかファルディオの元気が無い。それに反して、フギンさんは不思議と上じよう機き嫌げんそうだった。

「へぇ！　それはいいですね。確かにルーンヘイムは実に見所の多い街ですし。ファルディオさんが禁きん忌き魔法を習得するにもぴったりじゃないですか」

「あー……まー……そりゃ、そうなんだが……」

　どうもファルディオが乗り気じゃ無さそうだ。ぼくとルウは顔を見合わせるも、とりあえずそれ以上は深く追つい及きゆうしないことにした。ちなみに、サクヤが脇わきで「ふむふむ、ルーンヘイムですね……」と真しん剣けんな顔つきでなにやらメモをとっていた。……？

　そうしてぼくらが暫しばらく世間話に花を咲さかせていると、ふと、病院のドアがゆっくりと押し開かれた。

　会話を中断させて、そちらに視線をやる。──と、そこには、病やみ上がりとは思えない凜りんとした佇たたずまいで歩く女性騎き士し──セシリア・シヴィルその人が、立っていた。

　久しぶりに見える彼女の元気な姿に、胸の奥から喜びが溢あふれ出てくる。

　──が。

『…………』

　ぼくらは心底笑顔で喜んでいるものの──なぜだか、誰だれも、彼女に対して何も言葉を発せずにいた。

　そうこうしている間にも、師匠の方がぼくらに気付き、「ああ」と爽さわやかな笑顔を見せてくる。

「待たせてすまない。まだ事情はよく飲み込めていないのだが、どうもかなり心配と迷めい惑わくをかけた様だな」

「あ、う、ううん、ぜ、全然！　あ、その、た、退院おめでとう、師匠！」

　言葉に詰つまりながらも、どうにか言いたかった言葉を告げる。──と、途端にファルディオやルウ、サクヤも口々に退院祝いの言葉をかけはじめた。

　ぼくらの若干ぎくしゃくした反応に師匠は一いつ瞬しゆん不思議そうな顔をするも、特に気にした様子も無く笑顔で「ありがとう、みんな」と応じて来る。

　そんな、師匠の、相変わらずの笑顔に。




　──なぜだかぼくは、ちくりと胸が痛んだ。




「（……なに変な顔してんだろ、ぼく。めでたいことじゃないか。師匠が回復して、凄すごく嬉うれしいじゃないか。その気持ちに、噓うそなんて何も無いのに……。なのに……）」

　なぜだろう、師匠の元気な笑顔が、見ていられない。

　ぼくの反応がかなりぎくしゃくしてしまっていることに目ざとく気付いてくれたファルディオが、師匠にそれを悟さとらせまいと、必要以上に明るい声で場を仕切り始める。

「じゃあこれからどうするよ？　流石さすがに今すぐ旅に出るとは言わねぇよな？」

「ん？　ああ、いや本当はそうしてもいいのだがな。聞けば、私は約十日間も眠ねむりこけていたらしいではないか。ならば、勇者の旅の条件である、主要都市への一定時間滞在ノルマもこなしているのだろうし、この街に留とどまる理由はそう無いのだが……とはいえ、準備もあるだろう。少なくとも、出立は明日あした以降になるだろうな」

「はは……」

　師匠の、相変わらずの師匠ぶりに、ぼくは思わず笑ってしまうも……思いの外ほか、出来の悪い空笑いみたいになってしまった。

　師匠がぼくの方をちらりと向く──も、しかしすぐにルウがそこに割って入る。

「で、ではではっ、今日はこれからセシリア殿どののリハビリや旅の準備を兼かねて、最後のナルス観光と洒落しやれ込こみましょうぞ！　ルウも、まだまだ食べたいものありますしの！」

「お、おう、そりゃいいなぁ毛玉！　よ、よぉし行こうぜセシリア！　勿論、サクヤも来るよな？」

「え、あ、は、はい！　是ぜ非ひお供させて頂きます！　ほら行きましょうセシリアさん！」

　サクヤが師匠の手を引く。彼女は急激な展開に、目を白黒させていた。

「あ、ああ、それはいいが……。……サクヤ？　キミはなぜここに……？　というか、私とキミは、こんなに気き易やすい関係だった……か？」

「こ、細かいこと気にしちゃ駄だ目めですよセシリアさん！　老ふけますよ！」

「な──」

「ほらほら、行きますよ！　トオルさんも！」

「あ、うん……」

　サクヤに促うながされ、少し出で遅おくれてぼくも歩き出す。と、フギンさんがそんなぼくらに笑え顔がおで手を振ふった。

「じゃあ、僕は教会本部から呼び出し受けているんで、これで。多分皆さんと会うのもこれで最後だと思いますが……皆さん、お達者で！」

　彼の言葉に、ぼくらは全員で振り返り、手を振り返す。なぜだか分からないけど、悪態つきながらもファルディオが一番寂さびしそうだった。

　そうして、ぼくらは張り切って──最後のナルス観光へと、繰り出したのだった。




　　　　＊




　ナルスの街の中は、ルウもちょろっと言っていた様に今までに無い活気に溢れていた。大事件があった直後だからとか、ここ数日快晴が続いているからとか、色々要因はあるのだろうけど……やっぱり一番は、アヤさんの支配から抜ぬけ出せたことが大きい様に感じる。

「とはいえ、操あやつられていた当人達は、そのことを自覚していないみたいですがな」

　フギンさんにでも聞いたのか、街を行きながらルウが呟つぶやく。ぼく達がそれに「まあそれはそれで良かったのかもね」なんて話をしていると、ふと、師し匠しようが困った様な顔をしているのに気がついた。ぼくらが視線をやると、師匠は「ああ、いや」と喋しやべり出す。

「フギンから多少のこと……なにやら私が寝ねている間にこの街で大きな事件があったということは聞いたのだが、彼はイマイチ細部を説明してくれなくてな」

『あー…………』

　思わず全員で微び妙みようなリアクションを取ってしまう。師匠が、不安そうに顔を顰しかめた。

「なんだ？　そんなに、口にしづらい事件だったのか？」

『あー…………まー…………』

　まずい、どう答えたものか、誰も分からない。ただとりあえずフギンさん含ふくめた全員の見解として、もう一人の師匠のことは彼女には言わないでおこうと決めていた。実際そんな話をされても、師匠もどうしたらいいか分からないだろう。ぼくらだって、どんな顔して話していいのか分からない。

　一応、彼女のことを省いて事件のあらましをなんとなく説明することも、出来ないでもない。だけどそれにしたって……。

　ファルディオが、額に指をやりながら嘆たん息そくを漏もらす。

「あー……説明してやりたいのは山々だが……全部最初からきっちりやろうとすると、今日一日使うぜ？　俺達サイドとトオル達サイドの話を交こう互ごに聞いたりしなきゃだから、病み上がりにすっげー頭使わされる感あるぜ？」

「な、なんだその事件は！　どれだけ複雑な話なのだ！」

　師匠が愕がく然ぜんとしている。そんな中、サクヤが彼女に「あはは……」と笑いかけた。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。私も、正直完全に把は握あくしているとは言い難がたいですし。だから、ざっと、重要なイベントの流れだけ押さえておくだけでいいと思います」

「ふむ？　確かにそうかもしれないな。して、ざっとした事件の流れとは？」

「ええとですね……」

　師匠に問われ、サクヤは唇くちびるに人指し指を当てて考え始めた。そうして、数秒後。考えを纏まとめ終えたサクヤは、笑顔で、事件の重要イベントだけ押さえた「あらまし」を語る。




「満まん身しん創そう痍いのナルス到とう着ちやく後、ファルディオさんとルウさんが諸事情から都市警察とか敵に回して暴れ回ることに。で、最後はナルスを千体からの魔ま物ものが埋うめ尽つくしまして。その上千体の魔物を体に宿す敵まで登場して……。……終わり」




「いやいやいや!?　え!?　ナルスが終わったが!?　どういうこと!?」

　更さらに愕然とする師匠！　しかし、ぼく達はそれを聞いて「うんうん、大体合ってる」みたいなリアクションなものだから、師匠は更に混乱状態に陥おちいる。

「え、なに!?　今の話だけだと、メルクリウス達がとんでもないことして、ナルス滅ほろんだって話に聞こえたが!?」

「ああ、大丈夫だよ師匠。なんだかんだで敵は倒たおしたからさ」

「いやその『なんだかんだ』が一番重要なのでは!?」

「そうなんだけど……」

　そこを突つき詰つめると、どうしても、もう一人の師匠……この街を救った真の英えい雄ゆうの話を、しなくちゃいけなくなる。……しないでは、いられなくなる。

　ぼくは苦笑いで流すことにした。

「まあ、師匠が気にしすぎることないよ。……もう、全部、終わったんだし……さ」

「え？」

　そういうつもりは無かったのに、自分でも思った以上に冷たい言い方になってしまった。

　師匠が戸と惑まどいを見せる中、ルウがフォローするように声をあげる。

「あ、あのトマト！　セシリア殿、あそこに一いつ杯ぱいあるあのトマトは、《サントマト》といって、ここの特産で、すっごく美味おいしいのですぞ」

　ルウは言いながら、籠かごに盛られたトマトの山の傍そばへと飛んで行く。

　師匠はそちらに視線をやると、山盛りの《サントマト》を見て……心から楽しそうに、微笑ほほえんだ。

「ああ確かに実に瑞みず々みずしく、真っ赤に熟うれていて美味しそうなトマトだな」

『…………っ』

　ぼくとサクヤは、思わずぎくりと足を止めてしまう。幸いにして、丁度師匠の視線はトマトにいっていて気付かれなかった。……ファルディオが、ぼくらの背を無言でぽんと押す。

「……ほら、もっと気軽に観光楽しもうぜ。ガキンチョ共」

『……うん（はい）』

　ぼくらは力なくそれに応じて、再び歩き出した。




　結局、しばらくはルウが先導して中央繁はん華か街がいの飲食店等を冷やかした。

　しかし全員で昼食をとり終えると、食べるものを見るのも退たい屈くつになってくる。

　早めに宿屋に戻もどって明日の準備でもしようかという話をしていると、師匠が突とつ然ぜん、「ああ、そうだ」と何かを思い出した様に提案してきた。

「確かナルスには、大きな教会堂があったはずだ。更に聞くところによれば、そこに飾かざられたステンドグラスは実に見事だとか。ここは是非、拝見してみたいものだ」

『！』

　全員が一瞬ぎくりとする。しかし師匠を止める理由は、無い。ぼくらは少し口数少なくなりながらも、師匠のためにナルス女め神がみ教会へと足を向けた。

　目抜き通りを抜けて教会広場に出ると、そこには調査のためか、何人か神しん剣けん騎き士し団員がうろついてた。が、特に立ち入り禁止等ではないようだ。

　師匠を先頭に、ぼくらは教会へと近付いて行く。そうして、ステンドグラスのよく見える位置まで来たところで。

　師匠は、心底感激した様子で呟いた。

「これは……また見事な紅こう葉ようの湖こ畔はんだな。実に神秘的だが、少し物悲しくもある……」

『…………！』

　ぼくとサクヤは、思わず俯うつむいて拳こぶしを握にぎり込んでしまう。ファルディオに小声で「おい」と窘たしなめられたものの……ぼくらは、とてもじゃないが、耐たえられなかった。

　だって。

　師匠が、この街の感想を語る度たびに。




　ぼくらがこの一週間を共にした師匠は、もう……ここには居ないのだと、突きつけられる思いがして。




「？　トオル、サクヤ？」

　ぼくらの異変に気付いた師匠が、心配そうに声をかけてくる。……分かってる。分かっているんだ。師匠は何も悪く無いって。今は、彼女のおかげで師匠が助かったことを喜ぶべき時で、こんな反応をするのは、誰だれのためにもならないって、分かっているんだ。

　分かって、いるのだけれど。

　ぼくは……ぼくは……！

「し──」

　胸の圧あつ迫ぱく感かんに耐えきれず、思わず師匠に感情を爆ばく発はつさせかけた、その時。

「皆みなさん！　それにセシリア副隊長！　お疲つかれ様です！」

「……？」

　突然、神剣騎士団員の新人さんか何かと思おぼしき男の人が、ぼくらに駆かけ寄って敬礼して来た。師匠が前に出てそれに応じた上で、「どうした？」と訊たずねると。

　彼は少し緊きん張ちようした様子で、「あ、はい！」と背筋を伸のばした。

「実は自分、恐おそらくは皆さんの所持品だろうと思しき、例の事件現場で発見された落とし物を預かっておりまして！　返へん却きやくが遅おくれて大変申し訳なかったのですが……」

「ふむ？　そうなのか。そういう用件らしいぞ、お前達」

　師匠がぼくたちの方を振り向き、前に出る様促す。自分は事件に関かかわっていないため、ぼくらのうちの誰かのものと判断したのだろう。

　ぼくらはなんだろうと思いながら、前に出る。と、団員さんはゴソゴソと腰こしに提さげた革かわ袋ぶくろを探さぐると、「これなのですが……」とそれを差し出して来た。──と。

『…………っ！』

　それを見たぼく達は、思わず、息を吞のむ。

　だってそれは……それは……。




　ぼくが、師匠に……もう一人の師匠にあげた、月の髪かみ飾かざりで。




　ぼくらはそれを前に、完全に固まってしまう。……もう、心が限界だった。師匠に配はい慮りよするならば、これは、ぼくらのものじゃないと突っぱねてしまうべきものだろう。だけど……そんな残ざん酷こくなこと……！

　ぼくらが思わず苦々しい表情をし、団員さんが戸惑っていると……しかし、その、次の瞬しゆん間かん。

　突然、背後から伸びてきた手がその髪飾りを、ひょいっとつまみ上げた。

　驚おどろいて振ふり向くと、そこでは、髪飾りを手にした師匠が……団員さんに向かって、実に自然な笑顔で礼を告げる。




「ああ、これは私のだ。ありがとうな。大事なものだったんだ、助かったよ」




『────』

「いえ！　では、自分はこれで！」

　団員さんがもう一度敬礼して去って行く中……ぼくらは、呆ぼう然ぜんと、師し匠しようを見やる。

　彼女はと言えば、実に愛いとおしそうに、月の髪飾りを眺ながめていた。

　ぼくは……震ふるえる声で、師匠に訊たずねる。

「師匠……それ……なんで……？」

「？　どうしたトオル。これか？　いや、なんでも何も、私のだからな」

「私のって……」

　ぼくが呆然としていると、師匠はしかし、急に顔を顰しかめた。

「……？　あ、いや、あれ？　ん？　おかしいな。私は、こんなアクセサリーを持ち歩いていた……かな？　というか、どこで買って……。……いや、しかし、これは……」

　ぶつぶつと混乱した様子の師匠。

　ぼくらは思わず目を見合わせる。ファルディオが「ありえねぇ……」と呟つぶやいた。

　そう、ありえない。今日の街の感想を見ても分かる様に、彼女は正しよう真しん正しよう銘めい、複製ではない、セシリア・シヴィルだ。それは間ま違ちがい無い。

　だけど……だけど。

　師匠は一人、どんどん怪け訝げんそうな表情になり、自らの手の上の髪飾りを見つめる。

「もしかしてこれ……私のじゃ、ないのか？　いや、だが、これは私の物だったような……。……？　しかし、根こん拠きよもなく拾得物を受け取るのは……」

「師匠のだよ」

「トオル？」

　気付いた時には、ぼくは顔を上げ、笑顔で師匠に言っていた。……周囲の皆みんなも、温かくぼくらを見守ってくれている。

　戸惑う師匠に、ぼくはもう一度、力強く告げた。

「それは、師匠のだ。間違い無い。誰がなんと言おうと……師匠のもの、だよ」

「トオル？……お前、泣いて……？」

　言われて、自分の瞳ひとみに涙なみだが溢あふれていたことに気付く。ぼくは慌あわててそれをぐしぐし袖そでで拭ぬぐうと……改めて師匠の顔を見て、指し摘てきし返してやった。

「師匠だって、泣いているじゃないか？」

「え──？」

　ぼくに言われ、驚く師匠。彼女の右目からは、いつのまにか一ひと滴しずくの涙が頰ほおに線を作って流れ落ちていた。

　彼女は自分でも理解出来ないといった様子でそれを拭う。

「なんだ……これは。なぜ私は……泣いているのだ？」

「それは……」

　ぼくはそこで、もう一度俯くと。

　胸の中で、彼女と過ごしたこの一週間を──そして彼女の勇姿を、思い出し。

　そして。

　今度こそ。

　掛かけ値ね無しの、純じゆん粋すいな気持ちで、師匠に、微笑んだ。




「それは、師匠が、師匠だからだよ」




「……そうか。……ああ、そう、だな。そうなのかも、しれない」

　ぼくの言葉の意味などまるで分からないだろうに。師匠は柔やわらかく微笑むと、月の髪飾りを丁てい寧ねいに荷物の中にしまった。

　皆が優やさしくそれを見守る中、ファルディオが茶化すように言う。
















「おい、なんだよ、つけないのかよ？　それ、お前のなんだろう？」

　その言葉に、師匠はかぁっと顔を赤らめた。

「う、うるさい！　なぜだか分からないが……恥はずかしいのだ！　こういうのをつけ慣れていないこともそうだが……これを見ていると、なぜか胸の鼓こ動どうが妙みように早くなって仕方無いんだ！　だからこれは、今後も然しかるべき時しか、つけない！」

「然るべき時、ですか？……。…………ああ、つまりデートの時とかですかな？」

　ルウの質問に、頭から湯気を出す師匠。

「な──。──ば、ばばっ、馬ば鹿かを言うな！　破は廉れん恥ちな！　誰がそんな……」

「セシリアさん。なぜトオルさんの方をチラチラ見るのですか？」

　サクヤがジト目で鋭するどい指摘を入れる。師匠は更さらに頰を真っ赤にすると、「知るかっ！」と叫さけび、ずんずんと先に歩いてしまった。

　皆が、更に彼女をいじり倒たおしてやろうと追いかける中。

　ぼくは一人足を止め、教会のステンドグラスを振り返り……そして、心の中で、誓ちかう。




「（ねぇ、師匠。師匠が教えてくれたものを胸に……ぼくはいつかきっと《答え》に辿たどり着いてみせるからさ。だから……だから、ちゃんと見守っててよね！）」




　ぼくはそう、新たな決意を胸に秘めると。




　大好きな仲間達の笑顔が待つ方へと、力強く走り出したのであった。








エピローグ









「《ドラウプニル》を引き渡わたせないとは、どういうことだ！　フギン・スクリュゥ！」

「いや、だから、そのまんまの意味ですって」

　聖都ノルンは女め神がみ教会本部第四議事堂の中央にて。

　周囲をぐるりと教会上層部の老人達──枢すう機き卿きように囲まれながらも、フギンは実に軽けい薄はくな態度で応じて、人指し指で腕うで輪わをくるくると回した。

　彼の人を小こ馬ば鹿かにした態度に、普ふ段だんは威い厳げんに満ちた老人達も流石さすがに憤ふん慨がいの声を上げる。

「貴様っ、自分が今何を言っているのか、分かっているのか!?　事と次し第だいによっては、破門だけでは済まされないぞ！」

「あらら、そりゃ困った。出来れば《ドラウプニル》の所持者続けたまま、ぬるーっと神しん剣けん騎き士し団諜ちよう報ほう部ぶで働き続けたかったんですけどねぇ。あそこ結構気に入ってたんで」

「何を調子のいいことを！　いいから、それを渡せ！」

「だから嫌いやですって。それは破門されるのより数段イヤなんで、渡せませんよ」

「益やく体たいもないことを！　《神工物》は貴様のような小こ僧ぞうが持っていていいものではないぞ！　恥はじを知れ！」

「ああ、その言葉は……」

　そこでフギンは腕輪を弄もてあそぶのをやめ、今までの軽薄な態度から一転。

　万人の心を底冷えさせる様な鋭い目付きで、聴ちよう衆しゆうを見み渡わたして吐はき捨てた。




「そっくりそのまま、そちらにお返ししますよ──人間共」




「な──き、貴様は……」

「あ、しまった。つい……。……まいっか。どうせ潮時だし。このキャラも飽あきたし」

「なに……を……」

　老人達に動どう揺ようが広がる中、突とつ然ぜん、フギンは腕輪を弾はじく様に自らの直上へと放ほうり投げた。

　一同の視線が腕輪に集まる。

　腕輪は回転しながらも頂点に達すると、力を失い落下を始める。

　そうして再びそれがフギンの手へと戻もどって来た時には、既すでに──

『!?』




　──彼は、十代半ばの、あどけない顔をした茶ちや髪ぱつの少女へと変へん貌ぼうしていた。




「どーもー♪」

『────』

　いきなり無む邪じや気きな笑え顔がおを振りまく彼女に、しかし枢機卿達は混乱と動揺で何一つ返せない。そんな彼らの反応を見て、フギン──であった少女は、つまらなそうに口を尖とがらせた。

「あーあ、スーリムも言ってたけど、やっぱ女神教会って上に行けば行くほど、層が薄うすいんだねぇ。肝きもの据すわってないただ年食っただけのジジイ共が雁がん首くび揃そろえちゃってまあ……。これじゃあセシリアちゃんも大変だ」

「お前……まさか！」

　枢機卿の一人が身を乗り出して叫ぶ。

　彼の方に向けて、少女は実に上じよう機き嫌げんな様子で左目をパチリと瞑つぶり、おどけて返した。

「はーい、皆大好き、魔ま人じんのミュートちゃんでぇーす！　ここ暫しばらくは諜報部でフギン・スクリュゥを結構真ま面じ目めにやってましたぁ！　どうぞよろしくね！　えへっ♪」

『──魔人！』
















　場に一気に緊きん張ちようが走る。

　同時に議事堂の扉とびらから神剣騎士団の兵士達が流れ込んで来ると、素す早ばやく彼女を取り囲んだ。

　枢機卿の一人が、彼らに向かって檄げきを飛ばす！

「捕とらえ──いや、殺せぇえええ！」

「あーらら」

　少女──ミュートはしかし特に焦あせるでもなく、相変わらず腕輪をくるくる回しながらぽけーっと状じよう況きようを眺め回した。

「やー、しかし、人間ってホント可愛かわいいよねぇ。だってさ……」

　言いながら彼女が手を一ひと振ふりさせると、辺りに薄くモヤのようなものが立ちこめる。

　その、次の瞬しゆん間かん──




「カスタムなんちゃらとかご大層なことしなくても、私のために踊おどってくれるしさー」




　──彼女を取り囲む神剣騎士団員達は、魔人ではなく……仲間同士で、激しく斬きり合いを始めた。

『な……』

　一瞬で地じ獄ごく絵え図ずと化す現場を、枢機卿の面々はなす術すべなく見守る。

　ミュートはそんな彼らのあまりのつまらなさに見切りをつけると、もうここに用は無いと、さっさと退散することにした。

　口笛を吹ふきながら議事堂から悠ゆう々ゆうと出ていく。

　道すがら出で逢あった邪じや魔まな騎士団員達を全すべて同士討うち、または自害させながら、ミュートは相変わらず腕輪を指先で回しながら、教会本部をほぼ半はん壊かい状態に追い込んだ。

　が、出口まで来たところで彼女ははたと気付く。

「……あ、ついでにイグニール助けりゃ良かったかな？……まいっか。関係ないし」

　呟つぶやくと、彼女は聖都の街中へと出た。服に返り血でもついていたらしく、一いつ般ぱん民衆達が彼女を見て悲鳴を上げる。

　耳みみ障ざわりなので皆みな殺ごろしにしようかとも思ったが、それも面めん倒どうだ。

　ミュートは人指し指を軽く振るうと、自らの姿を不可視化させた。物理的な意味で透とう明めいになったわけでもなんでもないが、人間の五感では最も早はやこうなった彼女を知覚出来ない。

　ミュートは駆かけつけてきた騎士団員達のわきを悠々とすり抜ぬけながら、一人呟く。

「あーあ、やっぱ勇者達との絡からみは楽しかったなぁ。あの堅かた物ぶつゲインが馬鹿みたいに惚ほれ込むだけあるよー。最高の遊び相手だったなぁ。ま、アヤを傍そばからジワジワ追い詰つめてた期間も、それはそれで楽しかったけど」

　思い出しただけでもぞくぞくしてくる。人の脆ぜい弱じやくさを愛する彼女にとって、アヤほど美味おいしい獲え物ものはなかった。少し刺し激げきするとすぐ凶きよう行こうに走るあたりが、最高に可愛い。

　しかしそれよりも、なによりも……。

　ミュートはべろりと唇くちびるを舐なめる。

「それにしてもファルディオ君は、実に興味深いなぁ……」

　これまで数々の探求者を見つめ、壊こわしてきた彼女だからこそ、彼を見た途と端たんに、すぐに直感出来た。




　彼は──この世界の概がい念ねんを根本から覆くつがえす程ほどの《変革》を成しうる逸いつ材ざいだと。




「面おも白しろくなりそうだなぁ……。もう、すぐにでも来てくれるのかなぁ……ミュートの根城の、魔法都市ルーンヘイムに。楽しみだなぁ。早く来ないかなぁ」

　恍こう惚こつとした表情で呟くミュート。

　彼女はしばらく、ファルディオ・メルクリウスの「壊し方」を検討し、その想像に酔よいしれた後。

　ふと、あることを思い出して、「あー」と一人唸うなった。

「面倒だけど、こりゃ流石にお礼言わなきゃだよねー……。彼が推おしてくれなかったら、わざわざ勇者達に絡もうなんて思わなかったわけだし……」

　そこでミュートは一息つくと、手持ち無ぶ沙さ汰たに、傍に居た騎士団員の一人に術をかける。

「あ……？　ひぃやぁああ!?　げ、ガ、アッ……アアアアアアアアアアアア！」

　そうして、彼が地獄の様な悪夢に怯おびえ絶ぜつ叫きようし暴れ狂くるう様子を眺ながめながら……ミュートは、心からの無邪気な笑顔で呟いた。




「まったく、ホーント、《ヒロキ君》様々だよねぇ♪」








あとがき









　どうも、海外ドラマはシーズン数が多ければ多いほど見る気をなくす、根気の無い人間、葵あおいせきなです。面白いから続いている、という論理も分かるのですけどね……。

　さて、そんなただ映像を見るだけの行こう為いにさえ抵てい抗こうをしめす駄だ目めっぷりなので、今回のあとがきページ数、十一ぺージに多大なる倦けん怠たい感を抱いだいております。

　また今回実は、このあとがき原げん稿こう書くのを、すっかり忘れておりまして。四巻の作業も全すべて終わったなーと思ってぽけーっとしてたら、担当さんからメールで「そういえば、あとがきってどうなりました？」的な報しらせが来まして。

　……この状じよう況きようで急に肩かたにのしかかる「十一ページ」は、もうどうしようもなく辛つらいです。いや「ページ数嘆なげくくだりもういらねーよ」という読者様もいらっしゃると思いますが、それ以前に、私はこう言わせて頂きたい。




　あとがき長いというくだりが、もういらないよと！




　これ本当に、なんのやらせ的意図もなく、偶ぐう然ぜん毎回このページ数ですからね。いや本当にあとがき苦手な人は、本編の方でページ調整とかしていたりするんですが。

　なにを隠かくそう、この私、葵せきな。

　小説書く方も、かなり苦手なもんでね！

　…………。

　私、なんでライトノベル作家やっているんでしょう。小学生の頃ころの作文には「消防士さんになりたい」的な夢書いていた気がします。……まあ今後、ブログとかで問題発言やらかして、火を消す作業に追われることはあるかもしれないので、それをもって夢が叶かなったということにしておきますか。うん、そうしよう。

　話が逸それました。いや、そもそも、話なんてあったか、このあとがき。

　なんにせよ、今回も長々と駄だ文ぶんにお付き合い下されば幸いです。あ、最初に言っておきますが、作品語りなんて最小限ですよ、私のあとがき。しっかり読むと作品への理解が深まるどころか、「世の中ここまで『何も得られない文章』というのがあるのか……」と感心する結果になると思います。アイドルによる、特に店名も商品名も無いただただ「おいしかったよぉ～」的な報告が成されている食レポブログを三百倍に薄うすめた様な内容が延々と展開されると思って頂いて構いません。いいですか皆みなさん？　覚かく悟ごは出来ました？

　ＯＫ。じゃあいきますよ。




　まず私が最近見た夢の話から。




　……どうです？　この時点で心折れた方、いらっしゃいませんか？　辛かったらページ飛ばして、終しゆう盤ばんの五巻予告だけサラッと読んで本閉じて貰もらって構いませんよ？

　……よし、これでもう、あとは、訓練された変態読者様方しかいないと前提して、どうでもいい駄文に移行したいと思います。ここまでも充じゆう分ぶん駄文ですが。

　で、夢の話。

　私は凄すごく夢を見るタイプです。……なにこの宣言。美少女が言ってたら萌もえるのに、私が言った途と端たん台無し感凄いね！　まあとにかく、毎晩夢見るタイプなんですよ。

　で、最近見る夢が、割と同じ特とく徴ちよう持ってまして。

　というのも、長い。ただただ、長い。

　勿もち論ろん寝ねている時間は毎日変わらないわけですが、夢の内容が、毎回数年にわたる内容というか。夢の中で何年もの時間を過ごしてから、起きるというか。

　多分皆さんに経験あることだと思うのですが、最近そういう長い夢みる率が高くてですね。いい夢ならいいんですが、長い内容のやつって意外としっかりした世界感の中で過ごすこと多いので、「いい夢だったなぁ」よりも起きた時の徒労感が強い。また、その夢の世界で何かにずっと向けて準備……たとえばこの作品に倣ならうなら、魔ま王おうとの最終決戦にむけて着々と準備していた場合、実際闘たたかう前のタイミングで起きた時の……。




「ええっ!?　ちょ……ええ!?　いやいいけど……魔王と闘うの怖こわいし、まあ、いいけど……。いいけど……。……………………。…………起きるか」




　というあの感じを、どうにかして頂きたい！　そりゃ小説とかじゃないんだから、キリのいいところで話が終わったりしないのは分かるけど！

　そして大たい概がいそういうのって、続きを見ようと二に度ど寝ねしても無む駄だっていうね。うさぎのぬいぐるみがチョウチョを追いかけ回してると思ったら、いつの間にかそこは暗い部屋で私は金きん髪ぱつ美女に口くち汚ぎたなく罵ののしられているとか……そういう脈みやく絡らく無い夢見ますよね。あ、この夢から私の性せい癖へき分ぶん析せきとかするのはやめて下さいお願いします違ちがうんですそんなんじゃないんですよ女王様。

　なんにせよ、こんな頻ひん度どで長い夢を見させられるのは勘かん弁べんして欲しいです。まったく、昔はこんなんじゃなかったのになぁ。一体何が原因で、無駄に長い夢ばかりを……。

　…………無駄に長い……最近よく接する、無駄に長いもの……。

　…………。

　さて、あとがき探たん偵ていさんがなんらかの悲しい真相に気付く前に、次の話題。




　ダイエット話。

　私の生活にはこれまで「ダイエット」なんて言葉はなく、好きな様に暴飲暴食してきたため、加か齢れいとともに流石さすがにお腹なかまわりがまずいことに。そんなわけで、仕方無くダイエットを始めまして。

　……でも、そこは根性の無い私。食事を著しく制限したり、我が慢まんは出来ず、結果、普ふ通つうにごはんは食べ、ほんのちょっぴりだけ、お菓か子しやら炭酸飲料やらを我慢。

　結果──。

　なんかみるみる体重減ります。三日で三キロとか。

　…………

　普ふ段だんどんだけ甘い物喰くってたんだよ、私……。まあこういうのって最初が一番減るんで、そういうのもあると思いますけどね。うん、そのはず。

　あれですよ。頭使う人は、糖分使うわけで。私の作品はほら、物もの凄すごく知的なアレだからさ、ほら……。…………。……すいませんでした。

　まあとにかく、甘いものばかりつまむのやめます。あと運動します。……多分。




　ゲーム話。

　ゲームが好きだという話ばかりしていますが、最近はどんどん手軽なものが好みになってきています。といっても、ソーシャル系アプリとかでもなく、フラッシュゲーム的な、一いつ瞬しゆんで始められて一時間とか二時間とかでやり込んで終われるもの。

　やっぱり、遊びたいと思った瞬しゆん間かんに遊びたいです。起動して延々ロゴ見てから開始するゲームは辛い。

　で。それ系の話繫つながりで横に逸れますと。

　最近は電子書しよ籍せきもちょいちょい読みますし、アレはアレで超ちよう便利なものですが、やっぱり、本そのものの良さも結構あるよなと再認識。なんとはなしに手を伸のばしてパラパラめくってお気に入りのシーン読み返す感じとか、電子書籍だと流石に無理だよなぁと。いや、それに近い機能もあるとは思うのですが。違うんです。

　だらーっとした部屋で、ボリボリお菓子食べながら、することもなく、一度読んだ週刊誌になんとなく手を伸ばすあの感じ！　あの超ちよう絶ぜつ駄だ目め人間な一連の動作感が、電子媒ばい体たいには足りない！　なんかスマートすぎる！

　……うん、なんか共感者の発するオーラを全国から三人分ぐらいしか感じません。おかしいな。私は、人の共感を呼ぶ文章を書くのが仕事の人間なはずなんだけど。

　まあかなり脱だつ線せんしましたが、ゲームはライトなものが好きになりつつあると。

　……そうはいっても、でも本当にどっぷりハマるのって、やっぱり長大なゲームなんですけどね。だから最強は「ちくちく楽しめて長大」です。

　……ディ○ブロ３とかは良かったなぁ……うん……。




　さて、そろそろ流石に「ぼくのゆうしゃ」話。

　この四巻は、今までに以上に「一本の長編」テイストなので、なんか妙みように苦労しました。既すでに読まれた方は分かるかなと思いますが、最初の一文書き出す時には、もう全部流れがきっかり決まっていなきゃいけない話でしたので。それはこの巻に限ったことでもないですが、それでも、四巻はその要素がとりわけ強く。

　三巻とはうって変わって、明るい冒ぼう険けん感よりは、「夜」のイメージが強いこの四巻。

　これはこれで楽しんで頂けていたら嬉うれしいのですが、どうだったでしょう。

　あと今回は、三巻のラストで読者様も既に多少予想がついていたことと思いますが、一巻以来の「サクヤ出ずっぱり巻」です。

　ぶっちゃけた話、サクヤは一巻以降そんなに出ないはずだったのですが（要所要所で登場こそあれ）。気付いたら、毎巻出演の上にそこそこ目立つ女の子に。……書いてみないと分からないことって、多いですね。

「キャラが勝手に動く」っていうのは、使い古された言葉かもしれませんが、本当にその通りで。最初にいくら作者が話を設定していても、その中で動く登場人物が必ずしもシナリオ通りの行動を取りたがると限らないんですよね。

　そうすると作者が想定シナリオを崩くずされて、「えー、じゃあ、他で帳ちよう尻じりを……」となり、頭を使い、結果、甘い物を沢たく山さん食べることになるわけで。

　うん、やっぱり私が甘い物食べるのは、私が悪いんじゃない。トオル達が悪いんだ！

　……すいません。




　さて、ここからは未来の話でも。

　五巻の内容ですが、今回が割とシリアス目の長編だったこともあり、次回は、明るい旅路の様子をお送り致いたしたいと思おもいます。テイストとしては三巻に近いかな？　いくつかの冒険をこなしつつ、新キャラも交え、次の目的地へ！

　ちなみに次回いよいよファルディオ回です。彼の過去はちょいちょい小出しにされていますが、本当は三巻ぐらいで描えがく予定でした。ここも、キャラが勝手に動いた結果です。

　とはいえ、シリーズの主人公たるトオル君にも割と重大な転機が訪れますので、その辺もお楽しみに。

　また、週刊ファミ通さんでは漫まん画が版「ぼくのゆうしゃ」も絶賛連れん載さい中ですので、こちらも機会がありましたら是ぜ非ひ。武たけ田だ充あつ司しさんによって、小説原作以上に見み応ごたえのある、素晴らしい漫画になっております。




　そしてここからは、「ぼくのゆうしゃ」ではなく、葵せきなの告知になりますが。

　二〇一四年、六月二十日から富士見書しよ房ぼう公式ＨＰ特設サイトにオープンされる予定の無料小説サイト「ファンタジアＢｅｙｏｎｄビヨンド」というものに、私も小説連載というカタチで参加させて頂きます。

　これは「ぼくのゆうしゃ」とは全く関係無い、完全に新作の現代学園モノですが、まあ無料ですし、もしよければ暇ひま潰つぶしにでも読んでやって下さい。駄文あとがきよりは、内容あると思います。多分。

　ちなみにジャンルとしては……なんだろう？　勘かん違ちがい錯さく綜そう青春ラブコメディ？　「ぼくのゆうしゃ」読者の方は慣れっこでしょうが、連作短編形式なので、毎回話の雰ふん囲い気きが違います。が、多分基本的にはラブコメ……だと思います。少なくとも、幸せオーラは全開でお送りしております。リア充さんが爆ばく発はつした時に起こったビッグバンで出来た世界感か何かだと思います。ただその分、読んでいる間は基本「ニヤァ」と出来る気軽な物語ですので、重い物語の箸はし休やすめなんかにどうぞ。

　告知としては、そんな感じでしょうかね。




　では最後に謝辞を。

　まず、今巻も引き続き作品を素晴らしいイラストで彩いろどって下さったＮｉｎｏさん。本としては文庫が刷り上がった時に完成なのだと思いますが、私としては、最初にＮｉｎｏさんのイラストを拝見した時にこそ、「ああ、○巻が出来たなぁ」と感かん慨がいに耽ふけっております。いつも本当にありがとうございます！

　次に、担当さん。今回は原げん稿こうが規定通りに上がるかかなり微び妙みような状じよう況きようの中、根気強く待って頂きありがとうございました。そして、もうあとがきの依い頼らいをすこーんと忘れたりはしない様に致します。自分の精神衛生的にも。すいませんでした……。




　そして最後に読者様方。「ぼくのゆうしゃ」は毎回作風が違いますし、キャラも自由に動いてます。が、しかし、このシリーズの「芯しん」の部分だけは常にブレずに描いていこうと肝きもに銘めいじております。ですから、これからもこのシリーズに、最後までお付き合い頂けると本当に幸いです。




　それではまた、夏に発売されるであろう五巻でお会い致しましょう！








葵せきな

●あおいせきな



病院には出来るだけ行きたくないです。市販の薬や自然治癒力でとにかくなんとかしたいタイプで。

いや、専門知識を持った方に不調を治して貰える場所なのですから本来嫌がる理由も無いはずなのですが。

きっと「苦痛と正面から向き合う」のが怖いんでしょうね。一種の戦いの場ですから、あそこは。

……そんな私なので、自分の小説の登場人物が病院にかかる度、少し申し訳なく思っていたりします。
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